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表
紙

３
万
輪
の
池
泉
牡
丹

（
島
根
県
松
江
市
）

島
根
県
と
鳥
取
県
の
県
境
・
中
海
に
浮
か
ぶ
花
の
島
、　

大
根
島
。
肥
沃
な
地
質
が
必
要
な
「
牡
丹
」
の
栽
培
に

適
し
、
日
本
一
の
生
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

周
囲
12
キ
ロ
の
小
さ
な
火
山
島
に
山
陰
最
大
級
の
池

泉
回
遊
式
日
本
庭
園
「
由
志
園
」
は
あ
り
ま
す
。
門
を

く
ぐ
れ
ば
、
そ
こ
は
出
雲
風
景
を
模
し
た
庭
造
り
。
新

田
松
（
潮
よ
け
の
黒
松
）
や
中
海
に
見
立
て
た
大
き
な

池
泉
が
、
静
か
な
別
世
界
へ
と
い
ざ
な
い
ま
す
。

木
々
の
緑
が
萌
え
る
春
、
由
志
園
の
牡
丹
が
開
花
の

時
を
迎
え
、園
内
は
優
し
い
花
の
香
り
に
包
ま
れ
ま
す
。

一
番
の
見
頃
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
。
２
５
０
種
の

牡
丹
が
満
開
と
な
り
、
３
万
輪
の
牡
丹
が
庭
園
の
池
を

埋
め
尽
く
す
池
泉
牡
丹
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
日
本
一
の

牡
丹
生
産
地
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
贅
沢
な
風
景
を
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

 

問
い
合
わ
せ
先
＝
日
本
庭
園
　
由
志
園

 

（
０
８
５
２
‐
７
６
‐
２
２
５
５
）

 

（
写
真
提
供
＝
日
本
庭
園
　
由
志
園
）

ＧＷ最終日に池に浮かぶ紅白の牡丹

 1 巻頭エッセー／「元気とやま」の創造をめざして 石井隆一（富山県知事）

特　集 女子力を活かして地域活性化

レギュラーリポート

 2  農村女性起業が地域づくりに果たす役割と可能性 岩崎由美子（福島大学行政
政策学類教授）

 6 宮城県南三陸町 震災被災地で女性活躍の場づくり 栗林美知子

 8 東京都北区 このまちを共に守る！ 小澤浩子

 10 愛媛県松山市 子育て中の女性が中心となって人や地域を育てる 髙橋浩子

 12  意思決定の場への女性の参画が必要 吉田真晃（内閣府男女共同参画局
総務課企画官 ）

基調論文

副基調論文

“ がんばる地域 ”応援事業　岡山県矢掛町
地域×デザインをきっかけに地域の魅力を発信
 土田正雄

地方創生実践塾　愛知県岡崎市
地方創生の要は、持続する中小企業の活性化
 秋元祥治

平成30年度土日集中セミナー
心を動かすリーダーシップの秘訣―やねだん東京塾
広報室だより
「コト」や「ヒト」にも焦点を当てて情報発信を
海外調査報告　イタリア
農業体験や宿泊を通して魅力を発信

16

18

20

海外調査報告　アメリカ合衆国・ニューヨーク市
アメリカの障がい児幼少期支援と特別支援教育
国内調査報告　北海道西興部村
ジビエを活用したエコツーリズムによる地域振興
地域づくりの現場から
NPO法人八東川清流クラブ　鳥取県八頭町
きれいな水の八東川をみんなで守る活動
 矢部博祥

首長の思い

躍動する岐阜市 柴橋正直（岐阜市長）

24

26

28

23

21

22

●北海道・青森県 津軽海峡をまたいで地域おこし 島　康子
●福島県会津若松市 「あねさま」たちがまちを元気に 山崎捷子
●東京都豊島区 「わたしらしく、暮らせるまち。」を目指して 清水美希
●新潟県新潟市 「ここでしか出会えないモノ・ヒト・空間」をコンセプトに 高岡はつえ
●愛知県豊橋市 女子高校生の自由な発想と行動力で繋がりを創出 桑名闘志也
●京都府綾部市 コミュニティナースが地域を元気に 松村利香、鍋島野乃花
●和歌山県有田川町 女子会を結成、女性の力でまちの魅力アップ 楠部睦美
●鳥取県米子市 潜在看護師を活用し保険適用外サービスを提供 神戸貴子
●宮崎県美郷町 届けるのはお弁当とまごころ 黒木和子

【特集編では基調論文、全12事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】

  グラビア

表3 手前みそですが… 【山形県長井市】

長井市は、山形県の南部置賜地区に位置
し、西に朝日山地、東に出羽丘陵を眺

める盆地地帯です。「長井」という地名の由
来は、「水の集まるところ」で、市内を縦横
に巡る水路が、最上川舟運で栄えた歴史を
今に伝える「水」の豊かなまちです。

平 成30年2月 に は、 風 景 の 国 宝 で あ る
「重要文化的景観」に選定されるなど、先人
たちが築いてきた良き文化や風景が、脈々
と受け継がれ、四季を通して、樹齢1200年
の桜、白一色のつつじ、可憐なあやめなどの花々が咲き誇り、訪れる人
の心を癒してくれます。

また、長井市は競技用けん玉の生産量が日本一で、市街地には誰でも
けん玉を体験できるスポットがあり、子どもから大人まで、多くの人々
が集い、日々技を磨いています。

長井市の食といえば、「馬肉ラーメン」です。古くから馬肉を食べる
習慣があり、現在も市内のお店では馬肉料理が提供されています。店舗
ごとに個性があり、何度 も食べたくなる味です。

█あやめ公園
全国的にも貴重な品種「長井古種」を含む500種 100万本の可憐な花が咲き誇る。
見頃は６月中旬～７月上旬

水
と
緑
と
花
の
ま
ち

長
井

長井市

山
形
県

242

█
白
つ
つ
じ
公
園

樹
齢
７
５
０
余
年
の
古
木
を
は
じ
め
、
約

３
０
０
０
株
が
咲
き
揃
う
と
、
ま
る
で
雪

が
積
も
っ
た
よ
う
な
純
白
の
世
界
が
広
が

る
。
見
頃
は
５
月
中
旬
〜
下
旬

█
三
淵
渓
谷

多
く
の
神
秘
と
伝
説
を
伝
え
る
長
井
の
聖

地
。
ボ
ー
ト
ツ
ー
リ
ン
グ
も
行
わ
れ
て
い
る

█
旧
長
井
小
学
校
第
一
校
舎

80
年
以
上
に
渡
っ
て
児
童
を
見
守

り
続
け
て
き
た
校
舎
が
、
平
成
31

年
4
月
に
学
び
と
交
流
の
拠
点
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
る

█ながい黒獅子まつり
古くから長井に伝わる伝統神
事。5月には、市内 10 数社
が一堂に会してまつりが行わ
れる

█けん玉
長井市の特産品として、競技
用けん玉の他、チャレンジし
やすい福祉用けん玉も市内の
店舗で購入できる。けん玉ペ
インティング体験も実施中

█馬肉ラーメン
馬肉チャーシューが乗った
ラーメンで、店舗ごとに違っ
た味が楽しめる

█地酒
市内３つの蔵元で、長井の美味
しい水を使って作った日本酒
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４
年
前
の
北
陸
新
幹
線
の
開
業
に
加
え
、
地
方
創
生
の
取
り
組

み
も
あ
っ
て
、
富
山
県
で
は
、
観
光
客
の
増
加
、
企
業
立
地
の
進

展
、
若
い
世
代
を
中
心
と
す
る
Ｕ
タ
ー
ン
率
の
向
上
や
本
県
へ
の

移
住
者
の
増
加
な
ど
、
明
る
い
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
外
国
人
も

含
め
た
社
会
動
態
は
３
年
連
続
で
転
入
超
過
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
20
代
女
性
の
転
出
超
過
は
若
干
減
少
し
つ
つ
も
な
お
続
く
な

ど
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

進
展
、
第
四
次
産
業
革
命
の
進
行
な
ど
大
き
な
時
代
の
変
化
に
対

応
し
、「
と
や
ま
新
時
代
」
に
ふ
さ
わ
し
い
県
づ
く
り
を
、
中
長

期
の
視
点
に
立
っ
て
的
確
に
推
進
す
べ
く
、
昨
年
策
定
し
た
総
合

計
画
に
基
づ
き
、「
活
力
」「
未
来
」「
安
心
」
の
３
つ
の
基
本
政

策
と
、
こ
れ
ら
を
支
え
る
重
要
政
策
「
人
づ
く
り
」
を
柱
と
す
る

各
分
野
の
政
策
を
重
点
的
か
つ
戦
略
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
活
力
」
の
分
野
で
は
、
若
者
、
女
性
、
高
齢
者
等
の
就
業
支

援
機
関
を
集
約
・
拡
充
し
た
「
人
材
活
躍
推
進
セ
ン
タ
ー
」
を
新

た
に
設
置
し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
多
様
な
人
材
確
保
を
支
援
し
ま

す
。
ま
た
、
地
方
大
学
・
地
域
産
業
創
生
事
業
の
対
象
と
し
て
全

国
７
件
の
う
ち
の
１
つ
に
採
択
さ
れ
た
「
く
す
り
の
シ
リ
コ
ン
バ

レ
ー
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
」
創
造
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
お
い
て
、
医
薬

品
の
研
究
開
発
と
医
薬
産
業
の
振
興
、
専
門
人
材
の
育
成
・
確
保

等
を
進
め
ま
す
。

農
林
水
産
業
に
お
い
て
も
、
昨
年
10
月
に
本
格
デ
ビ
ュ
ー
し
た

富
山
米
の
新
品
種
「
富
富
富
」
の
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や

園
芸
で
の
１
億
円
産
地
づ
く
り
、
農
水
産
物
の
輸
出
促
進
に
向
け

た
魅
力
発
信
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
北
陸
新
幹
線
の
４
年
後
の
敦
賀
開
業
や
、
大
阪
ま
で
の

早
期
全
線
開
通
を
は
じ
め
、
陸
・
海
・
空
の
交
通
基
盤
整
備
を
着

実
に
推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
立
山
黒
部
の
世
界
ブ
ラ
ン
ド
化
を
め
ざ
し
、
老
朽
化

し
た
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
に
代
わ
る
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ 

整
備
の
検
討
の
た

め
の
環
境
調
査
や
、
称
名
滝
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
調
査
な
ど
を
行

う
ほ
か
、
昨
年
、
関
西
電
力
と
合
意
し
た
「
黒
部
ル
ー
ト
」
の

２
０
２
４
年
度
か
ら
の
一
般
開
放
・
旅
行
商
品
化
な
ど
に
向
け
観

光
戦
略
の
構
築
を
進
め
ま
す
。

「
未
来
」
の
分
野
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
全
国
に
先
駆
け
て
第

三
子
以
降
（
一
定
の
低
所
得
世
帯
に
つ
い
て
は
第
一
子
、
第
二
子

も
）
の
保
育
料
の
原
則
無
償
化
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
般
の

国
の
新
た
な
措
置
を
踏
ま
え
て
、
子
育
て
支
援
・
少
子
化
対
策
を

一
層
充
実
・
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
英
語
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
、
少
人
数
教
育
の
推
進
な
ど
学
校

教
育
の
充
実
等
を
図
る
と
と
も
に
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、「
地
域
振
興
・
中
山
間
対
策
室
」
を

新
設
し
、
部
局
横
断
的
に
総
合
的
な
中
山
間
地
域
の
振
興
策
を
講

じ
て
ま
い
り
ま
す
。

「
安
心
」
の
分
野
で
は
、医
療
・
福
祉
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

健
康
寿
命
日
本
一
を
目
指
す
総
合
対
策
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
２
０
１
６
年
の
「
Ｇ
７
富
山
環
境
大
臣
会
合
」
の
成
果

も
踏
ま
え
、
食
品
ロ
ス
・
食
品
廃
棄
物
の
削
減
に
向
け
た
商
習
慣

の
見
直
し
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
交
番
・
駐
在
所
の
安
全

対
策
の
強
化
や
、
防
災
・
危
機
管
理
の
中
核
と
な
る
施
設
の
整
備

な
ど
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

「
人
づ
く
り
」
の
分
野
で
は
、
人
生
１
０
０
年
時
代
を
見
据
え

た
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
進
め
る
と
と
も
に
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一

層
の
充
実
を
図
る
た
め
、新
た
に
高
校
２
年
生
を
対
象
と
し
た「
社

会
に
は
ば
た
く
17
歳
の
挑
戦
」
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
本
年
は
、
５
月
に
日
台
観
光
サ
ミ
ッ
ト
、
７
月
に

全
国
知
事
会
議
、
８
月
に
シ
ア
タ
ー
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
、
10
月

に
は
日
本
青
年
会
議
所
２
０
１
９
年
度
全
国
大
会
に
続
い
て
「
世

界
で
最
も
美
し
い
湾
ク
ラ
ブ
」
世
界
総
会
が
本
県
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
本
県
の
自
然
、
歴
史
・
文
化
、
産
業
、
食
な
ど
の
魅

力
を
国
内
外
に
広
く
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
若
者
も
高
齢
者
も
、
男
性
も
女
性
も
、
一
人
ひ
と

り
が
高
い
志
を
胸
に
、
未
来
に
向
け
、
夢
と
希
望
を
持
っ
て
、
い

き
い
き
と
働
き
暮
ら
せ
る
「
元
気
な
富
山
県
」
の
実
現
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

石井　隆一富山県知事

「元気とやま」の創造をめざして
～とやま新時代 さらなる飛躍へ～
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特 集
は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
農
山
漁
村
の
女
性
に
よ
る
地
域
活
性
化
の

取
り
組
み
に
焦
点
を
当
て
、
女
性
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の

特
徴
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

近
年
、
女
性
農
業
者
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
、
厳

し
い
環
境
に
あ
る
農
業
・
農
村
の
現
場
を
活
性
化
さ
せ
て

い
る
。
農
業
経
営
へ
の
共
同
参
画
や
部
門
分
担
に
お
い
て

力
を
発
揮
す
る
女
性
、
直
売
所
や
農
産
加
工
、
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
起
業
活
動
で
地
域
活
性
化
に
貢
献
す

る
女
性
、
そ
し
て
、
農
業
委
員
、Ｊ
Ａ
役
員
な
ど
と
し
て
、

地
域
の
方
針
決
定
の
場
で
政
策
立
案
・
提
言
を
行
う
女
性

な
ど
、
そ
の
活
躍
は
目
覚
ま
し
い
。

農
山
漁
村
に
お
け
る
女
性
の
参
画
に
関
し
て
は
、

１
９
９
２
年
の
「
農
山
漁
村
女
性
ビ
ジ
ョ
ン
」（
農
林
水

産
省
）
の
策
定
を
皮
切
り
に
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
き
た
。
中
で
も
１
９
９
９
年
は
、
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
法
第
26
条
で
「
女
性
の
参
画
の
促
進
」
が
規
定
さ
れ
、

同
年
成
立
し
た
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
と
と
も
に
、

農
村
の
男
女
共
同
参
画
の
節
目
の
年
と
な
っ
た
。

２
０
１
５
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
第
４
次
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画
で
は
、「
農
山
漁
村
に
お
け
る
政
策
・
方
針
決

定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
拡
大
」
と
と
も
に
、「
農
山
漁

村
に
お
け
る
女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
の
整
備
、
意
識
と

行
動
の
変
革
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

本
稿
で
と
り
あ
げ
る
「
農
村
女
性
起
業
」
は
、
農
産
物

加
工
や
直
売
所
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
や
農
家
民
宿
な
ど
、

身
の
回
り
の
地
域
資
源
や
生
活
技
術
を
活
用
し
な
が
ら
女

性
が
主
体
的
に
行
う
経
済
活
動
を
指
す
。
農
林
水
産
省
の

調
査
に
よ
る
と
、
２
０
１
６
年
度
は
全
国
で
９
４
９
７
件

に
上
っ
て
い
る
が
、
高
齢
化
等
を
背
景
と
し
て
２
０
１
０

ঁ
ࢠ
ྗ
Λ
׆
͔
͠
ͯ

Ҭ
׆
ੑ
Խ

農
村
女
性
起
業
が
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年
を
ピ
ー
ク
に
起
業
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
（
図
）。

こ
れ
ま
で
農
村
女
性
起
業
の
中
心
を
担
っ
て
き
た
の

は
、
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
や
農
協
女
性
部
な
ど
で
の
共
同

学
習
を
基
礎
と
し
た
60
歳
代
以
上
の
世
代
で
あ
っ
た
。
彼

女
た
ち
に
と
っ
て
女
性
起
業
活
動
は
、
家
の
農
作
業
と
合

わ
せ
て
仲
間
と
と
も
に
行
う
サ
イ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
り
、

小
さ
な
副
収
入
を
得
る
機
会
で
あ
っ
た
。
自
家
農
業
で
は

評
価
さ
れ
な
か
っ
た
労
働
が
、
起
業
活
動
の
場
で
は
経
済

的
に
評
価
さ
れ
、自
分
名
義
の
所
得
に
つ
な
が
る
こ
と
で
、

特
に
「
自
分
名
義
の
通
帳
を
持
つ
こ
と
な
ど
夢
の
ま
た
夢

だ
っ
た
」
高
齢
女
性
に
と
っ
て
は
、
た
と
え
得
ら
れ
る
収

入
額
が
小
さ
く
と
も
大
切
な
生
き
が
い
の
場
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
グ
ル
ー
プ
活
動
を
母
体
と
し
て
第
一
世
代
が

作
り
上
げ
た
「
農
村
女
性
起
業
」
は
、
近
年
顕
著
な
変
化

を
見
せ
て
い
る
。
２
０
０
０
年
度
に
は
グ
ル
ー
プ
経
営
が

76
・
０
％
を
占
め
て
い
た
が
、
２
０
０
７
年
度
を
境
に
減

少
に
転
じ
、
２
０
１
６
年
度
で
は
、
個
別
経
営
が
54
・５
％

と
グ
ル
ー
プ
経
営
を
上
回
っ
た
。
年
齢
層
を
み
る
と
、
グ

ル
ー
プ
経
営
で
は
平
均
年
齢
60
歳
以
上
の
経
営
体
が
76
・

３
％
を
占
め
る
が
、
個
別
経
営
で
は
57
・
８
％
と
な
っ
て

お
り
、
49
歳
以
下
の
若
年
層
の
増
加
が
み
ら
れ
る
。

以
上
の
変
化
を
念
頭
に
置
き
、
次
項
で
は
、
若
年
層
女

性
が
個
人
で
行
う
起
業
事
例
を
取
り
上
げ
て
検
討
を
加
え

た
い
。

水
産
業
分
野
に
お
け
る

女
性
起
業
の
取
り
組
み

は
じ
め
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
水
産
業
分
野
に
お
け
る

若
手
女
性
の
起
業
事
例
で
あ
る
。
熊
本
県
天
草
市
の
益
田

沙
央
里
さ
ん
（
37
歳
）
は
、
同
市
牛
深
町
の
網
元
の
家
に

生
ま
れ
、
結
婚
を
機
に
車
海
老
養
殖
業
に
携
わ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

熊
本
県
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
車
海
老
の
養
殖
に
着
手

し
、
以
前
は
日
本
一
の
生
産
量
を
誇
っ
て
い
た
が
、

１
９
８
７
年
を
ピ
ー
ク
に
、
経
営
体
数
、
生
産
量
と
も
大

き
く
減
少
し
て
い
る
。
と
く
に
、
彼
女
が
結
婚
し
た

２
０
０
９
年
は
、
配
合
飼
料
の
高
騰
、
運
賃
の
値
上
げ
、

石
油
価
格
の
高
騰
が
続
き
、
市
場
価
格
は
暴
落
し
原
価
割

れ
の
状
態
だ
っ
た
。益
田
さ
ん
は
大
き
な
危
機
感
を
抱
き
、

従
来
の
市
場
出
荷
に
加
え
て
、
個
人
向
け
販
売
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
こ
と
に
し
た
。
結
婚
前
に
勤
め
て
い
た
広
告
代

理
店
で
の
経
験
を
生
か
し
、
パ
ソ
コ
ン
や
Ｉ
Ｔ
技
術
を
活

用
し
て
、
自
家
の
特
別
な
餌
に
こ
だ
わ
っ
た
車
海
老
の
チ

ラ
シ
を
作
成
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
、

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
な
ど
個
人
向
け
の
独
自
販
売
を
展
開
し

た
と
こ
ろ
、売
り
上
げ
を
大
き
く
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
た
。

自
家
の
経
営
か
ら
地
域
へ
と
広
く
目
を
向
け
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
の
は
、
２
０
１
３
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の

年
、
益
田
さ
ん
は
、
生
産
者
に
寄
り
添
っ
て
通
販
、
受
注

代
行
を
行
う
「（
株
）
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
Ｗ
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｌ
Ａ

Ｎ
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」 

を
設
立
し
、
代
表
取
締
役
と
な
っ
て
天
草

の
農
水
産
物
を
消
費
者
に
つ
な
ぐ
仕
事
を
お
こ
し
た
。

２
０
１
５
年
か
ら
は
、
天
草
市
ふ
る
さ
と
納
税
の
商
品
発

送
の
業
務
委
託
を
受
け
、
地
元
農
林
水
産
品
約
３
０
０
商

品
を
取
り
扱
い
、
創
業
４
年
で
１
億
円
を
超
え
る
売
り
上

げ
と
な
っ
た
。
益
田
さ
ん
の
起
業
は
、
こ
れ
ま
で
直
販
の

実
績
が
な
か
っ
た
天
草
地
域
に
お
い
て
初
め
て
直
販
に
道

を
開
い
た
も
の
で
あ
り
、
地
元
生
産
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

益
田
さ
ん
が
天
草
地
域
の
産
物
を
取
り
扱
う
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
を
立
ち
上
げ
た
の
は
、
幼
少
期
か
ら
漁
業
不
振

に
苦
し
む
家
族
や
生
産
者
達
の
苦
労
を
身
近
で
見
て
き
た

経
験
か
ら
、
何
か
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
模
索

し
た
結
果
で
あ
っ
た
。
地
元
の
農
林
漁
業
者
と
話
す
と
、

ग़యɿྛਫ࢈লʮ村ঁੑʹよるى業׆ಈ実ଶ調査݁Ռʯ

ਤ　ঁੑى業のಈ

ӹాࠫԝཬ͞ん
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皆
、「
作
る
こ
と
」
と
「
売
る
こ
と
」
の
両
立
に
苦
労
し

て
い
る
こ
と
を
知
り
、
起
業
に
ふ
み
き
っ
た
と
い
う
。
彼

女
の
起
業
は
、「
生
産
者
が
利
益
を
確
保
で
き
る
価
格
設

定
に
す
る
こ
と
」
を
重
視
し
て
お
り
、
地
域
の
第
一
次
産

業
全
体
の
振
興
を
目
的
と
し
て
い
る
。「
豊
か
な
自
然
と

共
存
し
、
良
質
な
農
産
物
を
育
む
生
産
者
が
、
笑
顔
に
な

れ
る
よ
う
な
物
流
を
起
こ
し
た
い
。
そ
し
て
、
１
０
０
年

後
も
続
く
明
る
い
未
来
を
こ
ど
も
達
に
残
し
た
い
」
と
い

う
強
い
使
命
感
を
も
ち
、
地
域
の
生
産
者
間
の
連
携
を
深

め
る
益
田
さ
ん
の
取
り
組
み
は
、
女
性
が
水
産
業
の
第
一

線
で
活
躍
す
る
こ
と
を
お
し
と
ど
め
が
ち
な
地
域
性
を
大

き
く
変
え
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。

新
規
就
農
女
性
が
拓
く
農
福
連
携
と�

主
婦
の
仕
事
づ
く
り

新
潟
県
新
発
田
市
で
イ
チ
ゴ
栽
培
に
取
り
組
む
若
杉
智

代
子
さ
ん
（
48
歳
）
は
、
稲
作
と
和
牛
飼
育
を
行
う
専
業

農
家
の
家
に
生
ま
れ
た
。
多
忙
な
両
親
を
見
て
育
っ
た
の

で
、
若
い
頃
は
農
業
と
い
う
仕
事
に
魅
力
を
感
じ
て
は
い

な
か
っ
た
と
い
う
。
２
０
０
１
年
に
東
京
出
身
の
夫
と
結

婚
し
、
夫
の
語
学
研
修
の
た
め
ハ
ワ
イ
に
移
住
し
た
。
ハ

ワ
イ
で
の
生
活
は
、
今
ま
で
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た

日
本
の
農
産
物
の
品
質
の
高
さ
を
改
め
て
感
じ
る
機
会
と

な
っ
た
。
２
０
１
４
年
、
父
が
病
で
倒
れ
た
た
め
、
地
元

に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
急
遽
就
農
す
る
こ
と
に
な
り
、
イ
チ
ゴ

の
養
液
栽
培
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
認
定
新
規
就
農
者
と

し
て
認
定
を
受
け
、
本
人
の
努
力
と
支
援
機
関
の
指
導
に

よ
り
、
技
術
研
究
会
優
秀
賞
を
複
数
回
受
賞
す
る
ま
で
に

栽
培
技
術
を
向
上
さ
せ
た
。

若
杉
さ
ん
の
経
営
の
特
徴
は
、
通
常
の
新
規
就
農
者
は

イ
チ
ゴ
ハ
ウ
ス
２
棟
か
ら
始
め
る
と
こ
ろ
を
１
棟
に
変
更

し
、
小
規
模
経
営
に
よ
る
高
付
加
価
値
型
農
業
を
目
指
し

て
い
る
点
で
あ
る
。
家
事
や
子
育
て
と
の
両
立
を
考
え
る

と
、
２
棟
を
一
人
で
管
理
す
る
の
は
難
し
く
、
身
の
丈
に

あ
っ
た
規
模
で
始
め
、
ド
ラ
イ
加
工
を
行
う
こ
と
で
付
加

価
値
を
上
げ
て
い
き
た
い
と
し
て
い
る
。
２
０
１
８
年
に

は
６
次
化
総
合
計
画
の
認
定
を
受

け
、
加
工
所
兼
直
売
所
「
苺
禀
Ｉ
ｃ

ｈ
ｉ
‐
Ｒ
ｉ
ｎ
」を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

す
で
に
新
発
田
市
の
ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
や
新
潟
伊
勢
丹
と
の
取
り
引

き
が
決
ま
っ
て
い
る
。

若
杉
さ
ん
は
、
地
元
の
福
祉
施
設

と
連
携
し
て
障
害
者
を
雇
用
す
る
な

ど
、農
福
連
携
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

地
域
で
障
害
者
が
い
き
い
き
と
働
け

る
農
園
づ
く
り
に
力
を
注
い
で
い
き

た
い
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
新
発

田
市
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
や

地
域
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
も
務
め
、
移
住
希
望
者
向
け
の
講
演

会
で
話
を
す
る
こ
と
も
多
い
。
実
際
、
新
た
に
イ
チ
ゴ
栽

培
を
始
め
た
い
と
い
う
女
性
が
増
え
、
農
業
を
新
規
に
志

す
就
農
者
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

若
杉
さ
ん
は
、
こ
の
加
工
事
業
が
将
来
的
に
軌
道
に

の
っ
た
時
点
で
、「
ハ
ウ
ス
１
棟
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
着

手
す
る
予
定
で
あ
る
。
資
金
を
準
備
し
て
ハ
ウ
ス
５
〜
６

棟
を
建
設
し
、
地
域
の
女
性
た
ち
に
ハ
ウ
ス
を
貸
し
出
し

て
イ
チ
ゴ
栽
培
を
行
っ
て
も
ら
い
、
そ
こ
か
ら
イ
チ
ゴ
を

買
い
付
け
る
こ
と
で
加
工
品
の
原
材
料
の
確
保
を
行
っ
て

い
く
と
い
う
構
想
で
あ
る
。
若
杉
さ
ん
自
身
、
ハ
ウ
ス
に

入
っ
て
イ
チ
ゴ
と
向
き
合
っ
て
い
る
と
ス
ト
レ
ス
が
小
さ

く
な
る
こ
と
に
気
が
つ
き
、
育
児
な
ど
で
様
々
な
ス
ト
レ

ス
を
抱
え
る
主
婦
た
ち
に
、
ハ
ウ
ス
と
い
う
静
寂
な
空
間

で
イ
チ
ゴ
栽
培
を
し
て
も
ら
い
、
気
持
ち
を
フ
ラ
ッ
ト
に

で
き
る
場
を
提
供
し
た
い
と
い
う
。
パ
ー
ト
に
出
る
よ
う

に
気
軽
に
農
業
の
世
界
に
入
っ
て
い
け
る
道
筋
を
創
り
た

い
と
い
う
思
い
も
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
込
め
ら
れ

て
い
る
。

被
災
地
で
の
起
業
が�

地
域
に
も
た
ら
す
価
値

東
日
本
大
震
災
か
ら
早
く
も
８
年
が
過
ぎ
た
。
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
が
起
き
た
福
島
県
で
は
、「
風

化
」
と
「
風
評
」
と
い
う
二
つ
の
大
風
が
吹
き
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
困

難
な
事
態
に
対
し
、
生
産
と
生
活
の
両
局
面
で
女
性
た
ち

が
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
以
下
で
は
食
と
農
を
つ

な
ぐ
取
り
組
み
を
展
開
す
る
若
手
女
性
農
業
者
を
取
り
上

げ
る
。

菅
野
瑞
穂
さ
ん
（
30
歳
）
は
、
二
本
松
市
旧
東
和
町
の

ϋεの中のएਿஐ͞ࢠん

৽ׁ県Φリδナϧछのӽޙඣ
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有
機
農
業
を
営
む
家
に
生
ま
れ
、
高
校
を
卒
業
後
、
教
師

を
目
指
し
て
東
京
の
大
学
に
進
学
し
た
。
当
時
は
家
の
農

業
を
継
ぐ
こ
と
は
ま
っ
た
く
考
え
て
い
な
か
っ
た
と
い
う

が
、
一
度
地
域
外
に
出
た
こ
と
で
農
業
の
魅
力
を
改
め
て

感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
２
０
１
０
年
に
故
郷
に
戻
っ
て
就

農
し
た
。
そ
れ
か
ら
１
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
原
発
事
故

に
遭
遇
す
る
こ
と
に
な
る
。
東
和
地
域
は
避
難
指
示
区
域

の
指
定
は
受
け
な
か
っ
た
も
の
の
、「
果
た
し
て
こ
こ
で

農
業
を
続
け
て
い
い
の
か
」
と
葛
藤
す
る
毎
日
だ
っ
た
。

彼
女
の
営
農
を
支
え
た
の
は
、地
元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
ゆ

う
き
の
里
東
和
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
議
会
」
が
行
っ
た
放

射
能
測
定
の
取
り
組
み
だ
っ
た
。
専
門
家
の
支
援
を
受
け

な
が
ら
農
地
、
山
林
、
河
川
の
放
射
能
汚
染
の
実
態
調
査

に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
セ
シ
ウ
ム
は
有
機
物
や
粘
土
鉱
物

に
付
着
し
や
す
く
、
思
っ
て
い
た
よ
り
も
農
産
物
に
移
行

し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
福
島
の
有
機
農
業
者

が
必
死
の
思
い
で
取
り
組
ん
で
い
る
姿
を
、
都
会
で
暮
ら

す
多
く
の
消
費
者
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
瑞
穂
さ
ん

は
、
２
０
１
３
年
に
株
式
会
社
「
き
ぼ
う
の
た
ね
カ
ン
パ

ニ
ー
」
を
設
立
し
て
代
表
取
締
役
に
就
任
、
大
手
旅
行
会

社
と
提
携
し
て
「
人
と
自
然
を
つ
な
ぐ
農
作
業
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
事
業
化
し
た
。

当
時
、
宮
城
や
岩
手
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
は
数

多
く
あ
っ
た
も
の
の
、
福
島
を
対
象
と
し
た
ツ
ア
ー
は
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
中
で
、
菅
野
さ
ん
は
、
旅
行
会
社
の
担

当
者
と
話
し
合
い
を
重
ね
な
が
ら
福
島
で
の
ス
タ
デ
ィ
ツ

ア
ー
の
立
ち
上
げ
を
実
現
さ
せ
た
。
こ
れ
ま
で
の
ツ
ア
ー

参
加
人
数
は
延
べ
８
５
０
人
に
及
び
、
地
元
の
農
家
民
宿

と
連
携
す
る
な
ど
地
域
活
性
化
に
も
寄
与
し
て
お
り
、
ツ

ア
ー
参
加
者
の
中
か
ら
移
住
者
も
生
ま
れ
て
い
る
。

２
０
１
９
年
度
か
ら
は
、
ツ
ア
ー
開
催
地
が
被
害
の
深
刻

な
浪
江
町
に
移
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
、
菅
野
氏

の
事
業
も
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
豊
か
な
活
動
実
績
を
生
か
し
た
取
り
組
み
へ

と
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

本
稿
で
は
、
若
手
女
性
農
漁
業
者
に
よ
る
起
業
活
動
に

焦
点
を
当
て
、
起
業
の
経
緯
と
特
徴
、
地
域
へ
の
波
及
効

果
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
事
例
の
女
性
た
ち
は
、
い
ず
れ

も
農
漁
家
の
出
身
で
は
あ
る
が
、
家
の
仕
事
を
そ
の
ま
ま

継
承
す
る
の
で
は
な
く
、
生
活
歴
や
職
歴
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
生
か
し
て
新
た
な
視
点
か
ら
の
仕
事
を
創
出
し
て
い

る
。
個
人
経
営
で
は
あ
る
が
、
個
人
の
利
潤
追
求
の
み
を

目
的
と
は
し
て
お
ら
ず
、
地
域
全
体
へ
の
波
及
効
果
や
地

域
の
持
続
性
の
向
上
を
目
的
と
し
て
い
る
点
も
共
通
し
て

い
る
。

農
村
女
性
起
業
の
特
性
と
し
て
、そ
の
多
く
が
「
志
し
」

を
も
ち
、
利
潤
の
追
求
の
み
で
は
達
成
で
き
な
い
価
値
の

実
現
を
目
指
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
地
域
の
困

難
を
目
の
あ
た
り
に
し
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
を

模
索
し
た
結
果
、
自
ら
の
も
つ
力
量
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

事
業
化
を
果
た
し
て
い
る
女
性
た
ち
の
取
り
組
み
は
、
広

く
地
域
内
外
の
人
々
を
勇
気
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。

非
営
利
的
な
「
志
し
」
の
側
面
の
み
な
ら
ず
、
経
営
面

か
ら
み
て
も
、女
性
が
主
体
的
に
関
わ
る
経
営
で
は
売
上
・

収
益
力
と
も
に
高
ま
る
傾
向
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、日
本
政
策
金
融
公
庫
が
行
っ
た
調
査
（
２
０
１
２
年
）

で
は
、
女
性
役
員
や
管
理
職
が
い
る
経
営
は
融
資
後
３
年

間
で
売
上
高
が
23
％
増
加
し
、い
な
い
場
合（
９
・
４
％
増
）

を
上
回
っ
た
。
生
活
者
と
し
て
の
女
性
の
感
性
や
経
験
を

生
か
し
て
経
営
を
活
性
化
さ
せ
、
消
費
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
た
販
促
や
接
客
、
交
流
活
動
を
行

う
な
ど
、
農
業
生
産
の
み
な
ら
ず
農
産
加
工
、
販
売
、
調

理
、
顧
客
へ
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
な
ど
の
面
で
、
女
性
の

力
は
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。

 

今
後
は
、
若
年
女
性
農
業
者
の
ニ
ー
ズ
把
握
と
支
援
施

策
の
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。結
婚
を
機
に
就
農
す
る
パ
タ
ー

ン
が
主
で
あ
っ
た
従
来
の
女
性
に
対
し
、近
年
は
就
農
ル
ー

ト
が
多
様
化
し
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
地
域
と
の
関
わ
り

方
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
も
ま
た
進
ん
で
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
置
か
れ
た
状
況
を
ふ
ま
え
、
支
援
方
策
を
ね

り
あ
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
と
く
に
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
空
間
で
は
得
ら
れ
な
い
、
地
域
社
会
に
お
け
る
顔

と
顔
の
見
え
る
信
頼
関
係
づ
く
り
は
、
女
性
個
人
の
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
地
域
に
広
げ
る
基
盤
と
な
ろ
う
。

「
女
性
活
躍
」
を
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
女
性
労

働
力
「
活
用
」
の
単
な
る
便
法
に
す
る
こ
と
な
く
、
多
様

性
に
富
ん
だ
都
市
／
農
村
の
共
生
型
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
地
域
社
会
で
の
女
性
の
参
画
の
場
を
よ
り
い
っ
そ
う

確
保
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

ੁਸ਼ึ͞ん
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特 集
宮
城
県
南
三
陸
町
は
、
リ
ア
ス
式
海
岸
が
織
り
な
す
美

し
い
海
辺
と
里
山
の
風
景
が
広
が
る
自
然
豊
か
な
地
域
で

す
。
２
０
１
１
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
が
そ

の
町
を
襲
い
ま
し
た
。津
波
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
受
け
、

住
宅
の
約
６
割
が
被
災
し
、
住
民
の
多
く
が
避
難
生
活
を

送
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
当
時
、
東
京
か
ら
参
加
し
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
有
志
で
立
ち
上
げ
た
団
体
で
、「
女
性
が
自
ら
を
い

か
し
元
気
に
活
躍
で
き
る
」
を
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
て
い
ま

す
。
復
興
支
援
の
現
場
で
、
地
元
の
女
性
た
ち
が
と
き
に

自
分
を
後
ま
わ
し
に
し
て
子
ど
も
や
シ
ニ
ア
を
ケ
ア
し
、

ま
わ
り
を
元
気
に
し
た
い
と
奮
闘
す
る
姿
を
見
て
、
彼
女

た
ち
を
支
え
な
く
て
は
と
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
２
０
１

９
年
現
在
も
、「
地
域
で
活
躍
す
る
女
性
た
ち
の
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
」
を
軸
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

人
が
集
う
こ
と
で
何
か
が
始
ま
る

活
動
初
期
、
避
難
所
で
の
癒
し
イ
ベ
ン
ト
や
、
仮
設
住

宅
な
ど
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
通
じ
て
、
人
々
の

◆◆◆

間
に
被
災
の
程
度
や
受
け
た
支
援
の
度
合
い
な
ど
で
、
交

わ
り
づ
ら
い
大
き
な
分
断
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

一
方
で
、
趣
味
、
関
心
、
課
題
な
ど
、
参
加
者
に
「
共
通

す
る
テ
ー
マ
」
で
の
講
座
や
サ
ロ
ン
な
ど
人
が
集
う
場
づ

く
り
を
行
う
と
、
人
と
人
と
が
つ
な
が
り
や
す
い
と
い
う

実
感
を
得
ま
し
た
。
特
に
、
要
望
の
多
か
っ
た
手
芸
や
、

体
操
、
簡
単
な
料
理
な
ど
、
安
心
で
楽
し
い
時
間
を
共
有

す
る
こ
と
で
、
互
い
の
つ
な
が
り
が
次
第
に
深
ま
り
、
信

頼
が
醸
成
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

緊
急
支
援
期
か
ら
生
活
再
建
期
に
移
っ
た
頃
、
前
記
の

よ
う
な
「
テ
ー
マ
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育
成
」
の
手
法
を
使

っ
て
、
女
性
の
ま
な
ざ
し
で
地
元
を
元
気
に
す
る
こ
と
を

意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
２
０
１
３
年
に
女
性
た

ち
を
対
象
に
地
元
を
元
気
に
す
る
ア
イ
デ
ア
創
発
型
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
と
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
講
座
の

参
加
者
や
仮
設
支
援
員
さ
ん
た
ち
と
の
つ
な
が
り
か
ら

「
地
域
の
復
興
の
役
に
立
ち
た
い
」
と
多
く
の
参
加
者
が

集
ま
り
、
口
々
に
思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
彼
女
た

ち
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
講
座
を
行
う
一
方
、
こ
う
し
た
女

性
た
ち
の
多
く
が
、
不
用
意
に
「
目
立
つ
」
こ
と
を
怖
れ

て
い
る
こ
と
が
才
能
の
発
揮
と
活
躍
の
障
害
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
私
た
ち
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ア
イ
が
、
女
性
が
主
役

の
マ
ル
シ
ェ
を
主
催
し
た
り
、
地
元
の
マ
マ
サ
ー
ク
ル
と

共
催
で
子
育
て
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
な
ど
あ
る
種
の
緩
衝
材

の
役
割
を
し
て
、
思
い
を
形
に
す
る
こ
と
を
後
押
し
し
は

じ
め
ま
し
た
。
例
え
ば
、
２
０
１
５
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

「
ひ
こ
ろ
マ
ル
シ
ェ
」
は
、
古
民
家
の
あ
る
広
い
原
っ
ぱ

で
子
ど
も
を
の
び
の
び
遊
ば
せ
な
が
ら
１
日
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
初
回
に
10
に
満
た
な
か
っ
た
参
加
ブ
ー

ス
が
現
在
は
毎
回
50
程
度
と
な
り
、
年
に
２
回
、
里
山
に

新
し
い
賑
わ
い
を
生
ん
で
い
ま
す
。

パ
ン
・
菓
子
の
共
同
加
工
場
の
例

思
い
を
形
に
す
る
場
と
し
て
、
パ
ン
・
菓
子
の
共
同
加

工
場
も
つ
く
り
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
、「
美
味
し
い
パ

ン
が
食
べ
た
い
。
町
内
に
天
然
酵
母
の
パ
ン
屋
が
一
軒
も

な
い
。
自
分
た
ち
で
つ
く
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
の

声
を
き
っ
か
け
に
、
パ
ン
づ
く
り
の
本
格
的
な
連
続
講
座

を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
力
を
つ
け
た
参
加
者
グ
ル
ー

プ
が
、
趣
味
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
自
分
た
ち
の
パ
ン
を
販

売
し
た
い
と
思
っ
た
と
き
、
製
造
許
可
の
あ
る
場
所
を
整

え
る
初
期
投
資
が
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
と
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
弊
団
体
が
パ
ン
や
菓
子
の
製
造
・
販
売
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
応
援
す
る
共
同
加
工
場
を
建
設
・
運
営
す
る
事
業

が
始
ま
り
ま
し
た
。
２
０
１
７
年
の
開
業
か
ら
約
２
年
間

に
約
15
人
の
女
性
た
ち
が
利
用
登
録
し
、
地
域
の
マ
ル
シ

ェ
の
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
出
店
や
地
元
カ
フ
ェ
・
店
舗
で
の

販
売
を
目
的
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

◆◆◆

宮
城
県
南
三
陸
町

―
復
興
支
援
で
奮
闘
す
る
女
性
の
後
押
し
―

栗
林
　
美
知
子

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ア
イ

震
災
被
災
地
で
女
性
活
躍
の
場
づ
く
り
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働
き
方
の
選
択
肢
「
小
さ
な
ナ
リ
ワ
イ
」

こ
の
共
同
加
工
場
事
業
に
対
し
て
、「
マ
マ
ゴ
ト
だ
ろ

う
」「
そ
ん
な
こ
と
で
食
べ
て
い
け
る
の
か
」
と
い
う
厳

し
い
声
も
あ
り
ま
し
た
。地
方
は
人
手
不
足
で
あ
る
一
方
、

仕
事
の
選
択
肢
が
限
ら
れ
て
お
り
、
自
分
が
や
り
た
い
こ

と
を
仕
事
に
で
き
る
女
性
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
生
活
を

し
て
い
く
た
め
の
収
入
を
得
て
い
く
こ
と
は
重
要
で
す

が
、
自
分
の
価
値
観
を
大
事
に
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を

殺
し
て
生
き
る
こ
と
は
苦
し
い
こ
と
で
す
。

昨
年
か
ら
20
〜
40
代
の
子
育
て
世
代
の
女
性
た
ち
を
主

な
対
象
に
、
自
分
ら
し
い
新
し
い
働
き
方
を
つ
く
る
「
小

さ
い
ナ
リ
ワ
イ
塾
」
と
い
う
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
で
と
も
に
学
び
な
が
ら
、
自
分
の
感
性
と
得
意

◆◆◆

な
こ
と
を
活
か
す
こ
と
、
地
域
の
誰
か
の
困
り
ご
と
を
具

体
的
に
解
決
す
る
こ
と
、月
３
万
円
ビ
ジ
ネ
ス
を
「
複
業
」

の
形
で
始
め
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
継
続
す
る
こ
と
、
な
ど

を
勧
め
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
モ
ニ
タ
ー
体
験
や
実
践
イ

ベ
ン
ト
を
自
分
た
ち
の
手
で
作
り
、
将
来
の
仕
事
の
一
つ

に
し
た
い
と
思
う
ス
キ
ル
を
磨
き
な
が
ら
、
一
歩
ず
つ
地

域
に
踏
み
出
し
て
い
ま
す
。
パ
ン
・
菓
子
共
同
加
工
場
の

利
用
者
た
ち
の
営
み
も
同
様
の
ス
テ
ッ
プ
で
す
。
彼
女
た

ち
の
そ
の
活
動
自
体
が
楽
し
さ
と
ワ
ク
ワ
ク
感 

を
生
み
、

地
域
の
未
来
へ
の
希
望
を
つ
く
る
種
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
分
ら
し
く
い
ら
れ
る
こ
と
が
大
前
提

震
災
後
の
被
災
地
は
人
口
流
出
す
る
一
方
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
機
に
土
地
の
豊
か
さ
と
人
の
温
か
さ
に
触
れ

て
都
会
か
ら
移
り
住
む

人
た
ち
の
姿
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
暮
ら

し
方
や
働
き
方
を
考
え

る
中
で
、
人
と
つ
な
が

◆◆◆

り
な
が
ら
地
方
で
生
き
て
い
く
こ
と
を
新
し
い
豊
か
さ
と

考
え
る
人
た
ち
も
増
え
て
い
ま
す
。

た
だ
、
私
た
ち
が
活
動
す
る
東
北
の
一
次
産
業
主
体
の

農
山
漁
村
地
域
に
は
文
化
的
な
慣
習
や
、
固
定
的
な
も
の

の
見
方
が
あ
り
、
若
い
世
代
の
女
性
た
ち
は
窮
屈
に
感
じ

て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
特
に
、
結
婚
を
機
に
そ
の
土
地
に

暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
女
性
た
ち
は
、
自
身
が
そ
れ
ま
で

培
っ
て
来
た
力
を
発
揮
す
る
こ
と
は
決
し
て
簡
単
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
地
域
に
暮
ら
す
女
性
た
ち
と
出
会
い
話
を
聞

か
せ
て
も
ら
う
中
で
、
彼
女
た
ち
に
共
通
す
る
生
き
づ
ら

さ
に
気
付
き
ま
し
た
。自
分
ら
し
く
い
ら
れ
な
い
こ
と
は
、

時
に
心
身
に
不
調
を
も
た
ら
し
、
本
来
持
っ
て
い
た
「
ま

わ
り
を
元
気
に
す
る
力
」を
も
封
じ
込
め
て
し
ま
い
ま
す
。

南
三
陸
町
の
拠
点
で
は
、
そ
ん
な
女
性
た
ち
が
燃
え
尽

き
な
い
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座
、
ヨ
ガ
や

食
の
知
識
を
通
じ
て
の
健
や
か
な
身
体
づ
く
り
、
信
頼
し

あ
え
る
仲
間
づ
く
り
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
と
り

わ
け
、
良
好
な
人
間
関
係
を
育
む
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
、
地
域
を
い
き
い
き
と
変
え
て
い
く
可
能
性
を
持
っ
て

い
ま
す
。

私
た
ち
は
自
分
ら
し

く
活
躍
し
た
い
と
願
う

彼
女
た
ち
が
前
を
向
い

て
進
む
時
だ
け
で
は
な

く
、
立
ち
止
ま
っ
て
休

息
を
と
る
時
も
サ
ポ
ー

ト
で
き
る
態
勢
を
整

え
、
一
緒
に
こ
の
土
地

で
の
持
続
可
能
な
暮
ら

し
を
作
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

2015 年冬、出店する女性たちと共につくった手づくりマルシェ

オーガニック志向のひころマルシェは子育て世代に人気

「子そだてフェスタ」は、近隣地域にも波及
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特 集
わ
が
ま
ち
を
わ
が
手
で
守
る
消
防
団

消
防
団
は
全
国
の
市
区
町
村
に
設
置
さ
れ
る
消
防
機
関

で
、
２
２
０
９
団
が
各
地
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
東
日
本

大
震
災
の
際
に
も
地
域
に
密
着
し
て
活
動
す
る
消
防
団
の

存
在
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
が
、
団
員
総
数
は
約
85
万
４
千

人
と
年
々
減
少
を
た
ど
り
、
新
た
な
入
団
者
の
確
保
が
大

き
な
課
題
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
生
業
を
持
つ
消
防
団
員
は

非
常
勤
の
特
別
職
地
方
公
務
員
と
さ
れ
、
①
18
歳
以
上
で

あ
る
こ
と
②
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る
こ
と
③
消
防
団
の

区
域
内
に
住
む
・
働
く
・
学
ぶ
こ
と
、
が
入
団
の
資
格
で

す
。ル

ー
ツ
を
江
戸
時
代
の
町
火
消
ま
で
遡
る
消
防
団
は
、

長
く
圧
倒
的
に
男
性
が
活
躍
す
る
組
織
で
し
た
が
、
近
年

は
団
員
減
少
と
反
比
例
す
る
か
の
よ
う
に
じ
わ
じ
わ
と
女

性
の
入
団
が
増
加
し
て
お
り
、
女
性
活
躍
推
進
法
の
施
行

な
ど
も
受
け
、
も
っ
と
多
く
の
女
性
の
入
団
や
、
さ
ら
な

る
女
性
団
員
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◆◆◆

賑
わ
い
の
ま
ち
で

毎
年
４
月
最
終
の
週
末
、
赤
羽
は
昭
和
31
年
か
ら
続
く

「
赤
羽
馬
鹿
祭
り
」
で
賑
わ
い
ま
す
（
今
年
は
５
月
開
催
）。

馬
鹿
踊
り
や
仮
装
パ
レ
ー
ド
、
地
元
小
学
生
の
マ
ー
チ
ン

グ
行
進
な
ど
が
人
気
で
、
多
数
の
人
が
訪
れ
ま
す
。
終
日

警
戒
に
あ
た
る
赤
羽
消
防
団
（
手
嶋
一
男
団
長
）
の
新
年

度
初
め
の
大
き
な
行
事
参
加
と
な
り
ま
す
。

赤
羽
は
東
京
都
北
区
の
北
端
の
ま
ち
で
、
約
13
万
人
が

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
一
級
河
川
の
荒
川
を
挟
み
、
対
岸
は

埼
玉
県
川
口
市
。
商
業
の
盛
ん
な
土
地
柄
で
交
通
も
至
便

な
こ
と
か
ら
、昨
年
民
間
で
実
施
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト「
本

当
に
住
み
た
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
第
１
位
を
獲
得
し
ま

し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ア
ス
リ
ー
ト
を
育
て
る
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
周
囲
に
は
閑
静
な
住
宅
地

も
広
が
る
一
方
、
木
造
家
屋
密
集
地
、
行
列
の
で
き
る
飲

み
屋
さ
ん
の
多
い
横
丁
な
ど
実
に
多
彩
な
顔
を
持
つ
ま
ち

で
す
。
懸
念
さ
れ
る
大
災
害
は
首
都
直
下
地
震
と
発
災
後

の
火
災
、
河
川
の
増
水
等
に
よ
る
堤
防
の
決
壊
・
洪
水
で

◆◆◆

す
。
実
際
、
明
治
43
年
の
荒
川
の
洪
水
で
は
銀
座
あ
た
り

ま
で
が
水
に
浸
か
り
大
変
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
北
区
は
高
齢
化
率
が
23
区
内
ト
ッ
プ
で
、
多
く

の
高
齢
者
が
暮
ら
し
て
い
る
一
方
、
最
近
は
子
育
て
層
の

流
入
も
み
ら
れ
ま
す
。
在
住
外
国
人
の
数
も
多
く
、
守
る

べ
き
住
民
も
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
こ
の
賑
わ
い
の
あ
る

管
内
を
７
個
分
団
・
現
員
１
７
６
人
の
赤
羽
消
防
団
員
が

守
り
ま
す
。
女
性
団
員
は
45
人
と
定
数
の
２
割
以
上
を
占

め
、
女
性
分
団
長
率
い
る
Ｊ
Ｒ
赤
羽
駅
に
近
い
第
４
分
団

で
は
、
分
団
員
の
半
数
が
女
性
で
す
。

赤
羽
消
防
団
・
女
性
団
員
の
活
動

全
国
的
に
み
る
と
、
ま
だ
女
性
が
在
籍
し
な
い
消
防
団

が
３
割
あ
り
ま
す
。
女
性
消
防
団
員
総
数
は
約
２
万
５
千

人
と
、
全
体
の
わ
ず
か
３
％
で
す
。
女
性
団
員
の
活
動
は

◆◆◆

東
京
都
北
区

―
地
域
を
つ
な
ぐ
女
性
消
防
団
員
―

小
澤
　
浩
子

赤
羽
消
防
団
　
副
団
長

こ
の
ま
ち
を
共
に
守
る
！

AEDを使用しての応急手当て指導

ঁ
ࢠ
ྗ
Λ
׆
͔
͠
ͯ

Ҭ
׆
ੑ
Խ
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特 集

団
に
よ
っ
て
様
々
で
、
高
齢
者
宅
訪
問
、
幼
児
へ
の
防
火

指
導
、
応
急
手
当
法
の
普
及
な
ど
も
っ
ぱ
ら
女
性
な
ら
で

は
の
特
性
を
生
か
し
た
活
動
に
専
念
す
る
消
防
団
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
が
、
東
京
23
区
内
58
の
消
防
団
で
は
全
団
に

女
性
が
所
属
し
、
地
域
性
も
あ
っ
て
基
本
的
に
女
性
も
男

性
同
様
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

装
備
も
男
女
同
じ
で
、
火
災
が
あ
れ
ば
防
火
衣
を
身
に

着
け
現
場
に
出
動
し
ま
す
。
毎
年
梅
雨
が
始
ま
る
前
に
実

施
さ
れ
る
荒
川
の
越
水
を
想
定
し
た
水
防
訓
練
で
は
、
女

性
団
員
も
土
嚢
を
作
り
、
土
嚢
積
み
の
作
業
に
当
た
り
ま

す
。
い
ざ
と
い
う
時
の
救
助
活
動
で
役
立
つ
よ
う
に
特
殊

工
具
の
取
り
扱
い
指
導
も
受
け
て
い
ま
す
。
年
に
一
度
の

団
操
法
大
会
に
は
男
性
団
員
と
混
成
で
女
性
団
員
も
選
手

と
し
て
出
場
し
、
住
民
の
方
に
「
心
強
い
」
と
の
感
想
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
小
中
学
校
で
の
総
合
防
災
教
育
へ

の
協
力
や
、
都
立
高
校
、
町
自
治
会
等
で
の
応
急
手
当
指

導
に
は
男
性
よ
り
女
性
団
員
の
参
加
が
目
立
ち
ま
す
。

赤
羽
消
防
団
で
も
ほ
と
ん
ど
の
女
性
が
仕
事
を
持
っ
て

い
ま
す
が
、
比
較
的
自
宅
近
く
で
の
勤
務
や
パ
ー
ト
タ
イ

ム
勤
務
の
団
員
が
多
い
こ
と
か
ら
、
平
常
時
の
啓
発
活
動

に
参
加
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
地
域
に
も
顔
見

知
り
の
住
民
が
多
く
、
男
性
と
同
じ
災
害
現
場
に
あ
っ
て

も
、
女
性
の
持
つ
ソ
フ
ト
な
面
や
細
や
か
な
気
配
り
が
発

揮
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
火
災
の
騒
然
と
し
た
現
場
に

女
性
団
員
が
い
る
こ
と
で
、
住
民
に
一
種
の
安
心
感
を
も

た
ら
し
、「
危
な
い
の
で
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
」
の

一
言
も
女
性
か
ら
の
声
掛
け
だ
と
す
ん
な
り
受
け
止
め
て

も
ら
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
初
期
消
火
や
応
急
手
当
の

指
導
も
女
性
の
や
さ
し
さ
、分
か
り
や
す
さ
が
好
評
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
女
性
団
員
の
活
躍

◆◆◆

消
防
団
員
、
と
り
わ
け
女
性
団
員
は
家
族
の
理
解
協
力

が
な
け
れ
ば
長
く
活
動
を
続
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
家
事
、
育

児
、
仕
事
、
介
護
な
ど
と
団
活
動
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う

と
る
か
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
予
防
活
動
に
重
点
が
置
か

れ
る
現
在
、
女
性
の
出
番
は
ま
す
ま
す
必
要
と
さ
れ
そ
う

で
す
が
、
災
害
発
生
後
の
避
難
生
活
や
復
興
へ
向
け
て
の

歩
み
の
中
で
も
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
女
性

の
役
割
は
重
要
で
す
。

最
近
、
赤
羽
消
防
団
で
嬉
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

２
人
の
女
子
学
生
の
入
団
で
、
１
人
は
赤
羽
消
防
少
年
団

の
出
身
者
で
す
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
を
防
災
の
輪

で
つ
な
ご
う
と
懸
命
に
取
り
組
む
姿
は
、
消
防
団
に
新
た

な
風
を
吹
き
込
ん
で
く
れ
る
か
の
よ
う
で
す
。

消
防
団
に
は
実
に
様
々
な
職
種
や
立
場
の
人
が
い
ま

す
。
入
団
し
な
け
れ
ば
接
点
の
な
か
っ
た
人
々
と
出
会
え

る
こ
と
が
団
活
動
の
大
き
な
魅
力
で
あ
り
、
地
域
を
つ
な

ぐ
原
動
力
と
も
言
え
ま
す
。
訓

練
や
警
戒
、
災
害
出
動
や
啓
発

指
導
な
ど
、
時
間
も
気
力
も
体

力
も
必
要
と
さ
れ
る
消
防
団
活

動
で
す
が
、
ま
ち
の
中
で
多
く

の
人
が
知
り
合
い
、
声
を
掛
け

合
い
な
が
ら
、
子
供
た
ち
を
守

り
災
害
に
強
い
人
材
を
育
て
、

自
ら
身
を
守
る
こ
と
の
で
き
る

人
の
存
在
を
増
や
し
て
い
く
。

こ
の
ま
ち
と
共
に
育
ち
合
い
な

が
ら
、
笑
顔
で
活
動
す
る
女
性

団
員
の
存
在
は
地
域
の
絆
を
深

め
、
防
災
力
を
高
め
て
い
く
と

思
っ
て
い
ま
す
。

平成 31年始め式で決意表明する新入団員

赤羽消防団操法大会に 3番員として出場する女性団員

荒川河川敷での水防訓練で、土嚢積み作業
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特 集
多
様
な
働
き
方
の
実
践
者

私
た
ち
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・
コ
ラ
ボ
（
以
下

ワ
ー
コ
ラ
）
は
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
テ
ー
マ
に

「
人
・
企
業
・
地
域
〜
三
方
を
つ
な
ぎ
豊
か
な
未
来
へ
〜
」

を
目
指
し
て
愛
媛
県
松
山
市
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
。

地
方
の
特
性
と
し
て
行
政
と
の
距
離
感
が
近
い
こ
と
も
あ

り
、
平
成
23
年
か
ら
は
女
性
活
躍
推
進
事
業
を
中
心
に
、

少
子
化
対
策
事
業
や
起
業
支
援
な
ど
、
受
託
事
業
や
、
自

主
事
業
を
地
域
と
協
働
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

ワ
ー
コ
ラ
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
は
、
理
事
長
を
含
む
８
人

全
員
が
子
育
て
中
の
女
性
で
、
時
間
制
約
の
あ
る
な
し
に

関
わ
ら
ず
、
子
連
れ
出
勤
や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
、
在

宅
勤
務
な
ど
の
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、
職
務
を
遂
行
し

て
い
る
。
ま
た
、
地
域
に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

担
う
多
様
な
生
活
実
践
者
で
あ
る
。

◆◆◆

個
人
の
悩
み
を�

地
域
で
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

私
が
ワ
ー
コ
ラ
の
存
在
を
知
っ
た
き
っ
か
け
は
、
平
成

24
年
度
愛
媛
未
来
づ
く
り
協
働
提
案
事
業
を
受
託
し
作
成

さ
れ
た
、
愛
媛
県
で
活
躍
す
る
女
性
10
人
に
ス
ポ
ッ
ト
を

あ
て
た
冊
子
「
ｓ
ｗ
ｉ
ｔ
ｃ
ｈ
」
を
、
地
域
の
公
民
館
で

手
に
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
巻
末
に
は
「
も
う
一
度
自
分
の

生
き
方
を
見
つ
め
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
登
ろ
う
と
す
る
女

性
の
た
め
に
作
ら
れ
ま
し
た
」
と
い
う
言
葉
と
共
に
、
冊

子
を
作
っ
た
５
人
の
主
婦
ラ
イ
タ
ー
の
奮
闘
記
が
編
集
後

記
に
つ
づ
ら
れ
て
い
た
。
地
方
で
も
仕
事
も
生
活
も
あ
き

ら
め
ず
に
前
進
し
て
い
る
10
＋
5
人
の
等
身
大
の
女
性
た

ち
が
と
て
も
身
近
に
感
じ
ら
れ
、
会
っ
て
み
た
い
と
思
っ

た
。
冊
子
の
中
の
人
物
と
の
出
会
い
が
転
機
と
な
り
、
後

日
ワ
ー
コ
ラ
の
ス
タ
ッ
フ
と
な
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。結

婚
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
転
勤
（
転
職
）
に
伴
う
転
居
、

◆◆◆

離
職
、
出
産
、
子
育
て
と
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
再
構
築
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

女
性
は
地
方
に
こ
そ
多
く
、
私
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。

そ
の
当
事
者
が
再
ス
タ
ー
ト
を
切
る
に
は
か
な
り
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
必
要
と
す
る
。
ワ
ー
コ
ラ
は
、
そ
ん
な
女
性
た

ち
が
「
一
人
じ
ゃ
な
い
」
こ
と
を
感
じ
、
次
の
一
歩
を
踏

み
出
す
パ
ワ
ー
を
も
ら
え
る
「
居
場
所
（
サ
ー
ド
プ
レ
イ

ス
）」
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
感
じ
る
。

シ
ー
ダ
ー
（
種
を
ま
く
人
）�

と
な
る
人
の
連
鎖

ワ
ー
コ
ラ
は
自
主
事
業
と
し
て
続
け
て
い
る
「
地
域
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
場
」
を
い
く
つ
か
持
っ
て
い

る
。
平
成
21
年
か
ら
定
期
開
催
し
て
い
る
、
働
く
女
性
が

職
場
や
家
庭
以
外
の
横
の
つ
な
が
り
を
持
つ
場
と
な
る

「
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
ラ
ン
チ
会
」、
育
児
休
業
前
後
の
悩

み
や
相
談
事
を
当
事
者
や
経
験
者
を
交
え
て
情
報
共
有
す

る
「
育
休
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
」、
子
ど
も
を
預
け
て
働
く
こ

と
へ
の
理
解
と
知
識
を
深
め
る
「
子
ど
も
を
預
け
て
働
く

基
礎
知
識
」
な
ど
だ
。
参
加
者
は
、
仕
事
と
子
育
て
の
両

立
に
つ
い
て
何
ら
か
の
不
安
や
悩
み
を
抱
え
る
女
性
が
多

く
、「
両
立
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
い
ん
だ
」「
私
だ
け
じ
ゃ

な
い
」
と
、
思
い
を
共
有
す
る
こ
と
は
自
分
を
認
め
る
こ

と
に
つ
な
が
る
。

こ
の
よ
う
な
座
談
会
や
勉
強
会
を
重
ね
て
い
く
中
で
、

ワ
ー
コ
ラ
の
活
動
に
賛
同
し
て
く
だ
さ
る
会
員
さ
ん
は

徐
々
に
増
え
、
シ
ー
ダ
ー
（
種
を
ま
く
人
）
と
な
る
人
が

現
れ
は
じ
め
た
。「
育
休
取
得
社
内
第
１
号
」
や
「
初
の

女
性
管
理
職
」、
さ
ら
に
は
地
域
の
役
割
を
担
う
よ
う
に

な
る
な
ど
、
何
か
し
ら
は
じ
め
の
一
歩
を
踏
み
出
す
人
が

少
し
ず
つ
増
え
て
き
た
。

◆◆◆

愛
媛
県
松
山
市

子
育
て
中
の
女
性
が
中
心
と
な
っ
て

 

人
や
地
域
を
育
て
る

―
人
・
企
業
・
地
域
を
つ
な
ぎ
、
地
域
の
課
題
を
解
決
―

ঁ
ࢠ
ྗ
Λ
׆
͔
͠
ͯ

Ҭ
׆
ੑ
Խ

髙
橋
　
浩
子

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・
コ
ラ
ボ

事
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
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人
を
育
て
る
こ
と
は
地
域
を
育
て
る
こ
と

ワ
ー
コ
ラ
が
次
世
代
育
成
の
視
点
か
ら
展
開
す
る
事
業

に
、
小
学
生
の
長
期
休
暇
中
の
預
か
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ま

ち
の
が
っ
こ
う
」
や
、
地
（
知
）
の
拠
点
大
学
に
よ
る
地

方
創
生
推
進
事
業（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
）（
平
成
26
年
〜
31
年
ま
で
）

の
参
加
大
学
の
一
つ
で
あ
る
松
山
東
雲
女
子
大
学
・
松
山

東
雲
短
期
大
学
か
ら
受
託
し
て
い
る
「
地
方
に
お
け
る
女

性
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
。

「
ま
ち
の
が
っ
こ
う
」
は
、
長
期
休
暇
中
の
子
ど
も
の

預
け
先
に
苦
慮
し
て
い
る
保
護
者
（
多
く
は
母
親
）
を
支

援
・
子
ど
も
の
非
認
知
能
力
（
学
力
で
は
は
か
れ
な
い
生

き
る
力
）
を
育
む
・
地
域
（
企
業
）
と
子
ど
も
を
つ
な
ぐ
、

３
つ
の
目
的
を
併
せ
持
っ
て
い
る
。

ま
た
、
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
事
業
で
は
、
女
子
学
生
が
愛
媛
県
内

で
働
き
、
か
つ
家
庭
を
築
き
生
活
す
る
と
い
う
こ
と
を
よ

◆◆◆

り
具
体
的
に
思
い
描
け
る
よ
う
、
地
元
企
業
（
で
働
き
、

子
育
て
を
す
る
男
女
）
と
学
生
を
つ
な
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
そ
の
役
割
と
な
る
地

域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
た
め
の
養
成
講
座

や
、
学
生
が
子
育
て
中
の
企
業
勤
務
者
の
お
宅
を
訪
問
す

る
子
育
て
家
庭
訪
問
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
を
企
画

し
、
協
働
で
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
踏
み
込
ん
だ

取
り
組
み
に
よ
り
、
学
生
に
と
っ
て
は
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
学
ぼ

う
と
す
る
地
域
の
方
々
に
と
っ
て
は
地
域
の
中
で
の
役
割

や
今
の
学
生
の
現
状
、女
性
が
働
く
現
状
（
企
業
の
現
状
）

を
広
く
知
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

近
年
の
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
は
地
方
で
も
加
速
度

的
に
進
ん
で
お
り
、
若
者
が
自
分
の
将
来
を
考
え
る
と
き

の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
不
在
ま
た
は
、（
男
は
仕
事
、
女
は

家
庭
と
い
う
よ
う
な
）
性
別
役
割
を
担
っ
た
親
し
か
身
近

な
大
人
が
い
な
い
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
。

女
性
の
幅
広
い
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
寄
り
添
う
こ
と

が
、「
人
育
て
＝
地
域
を
育
て
る
」
と
な
り
、
ひ
い
て
は

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
の
で
は
と
私
た
ち
は
考
え

る
。
し
か
し
、人
を
育
て
る
こ
と
は
数
値
で
は
測
れ
な
い
。

愛
媛
に
暮
ら
す
人
・
地
域
・
企
業
が
、
周
り
で
起
こ
っ
て

い
る
課
題
に
気
づ
き
、
解
決
に
向
け
て
の
目
標
を
共
有
す

る
こ
と
が
、
豊
か
な
未
来
へ
の
新
た
な
一
歩
に
な
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

愛
媛
県
の
す
べ
て
の
女
性
が
「
自
分
の
人
生
の
か
じ
取

り
は
自
分
で
す
る
」
と
い
う
意
識
を
も
ち
、
そ
の
実
践
者

と
し
て
次
世
代
へ
バ
ト
ン
を
渡 

し
た
い
。

私
た
ち
の
課
題

こ
れ
ま
で
の
ワ
ー
コ
ラ
の
活
動
を
振
り
返
る
と
、
行
政

か
ら
の
受
託
事
業
の
割
合
が
８
割
以
上
を
占
め
、
自
主
事

業
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
て
い
る
現
状
が
あ
る
。
今
後
も

ま
す
ま
す
人
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
は
多
様
化
し
、
ニ
ー
ズ
は

多
岐
に
わ
た
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
て
い
く
た
め
に
は
、
活
動
資

金
の
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◆◆◆

まちのがっこうでワーコラの法人会員（有限会社ラポール）が
お菓子作りのプログラムを提供、実施している様子

ワーコラが行政と協働で作成した冊子

ワーコラスタッフは全員子育て中

ワークライフ・コラボの
HPの QRコード
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地
域
活
動
な
ど
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
で
輝
い
て
い
る

女
性
個
人
や
支
援
団
体
を
顕
彰
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
身
近

な
モ
デ
ル
を
示
す
た
め
、
２
０
０
４
年
度
か
ら
毎
年
、「
女

性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
」を
授
与
し
て
い
ま
す
。
是
非
、ロ
ー

ル
モ
デ
ル
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
受
賞
者
の
取
り
組
み
を

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

http://w
w
w
.gender.go.jp/public/com

m
endation/

w
om
en_challenge/c_hyoshou.htm

l

農
林
水
産
分
野
に
お
け
る
女
性
の
参
画

農
林
水
産
業
は
地
方
に
と
っ
て
重
要
な
産
業
で
す
が
、

担
い
手
不
足
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
、
農
業

従
事
者
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
、
若
者
の
新
規
農
業
従

事
者
は
増
加
傾
向
で
、
若
い
女
性
の
新
規
農
業
従
事
者
も

増
え
て
お
り
、
ま
た
、
既
存
の
農
林
水
産
業
の
延
長
で
は

な
く
、
新
た
な
観
点
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
や
付
加
価
値
を
も

た
ら
し
て
い
る
方
も
多
く
お
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
、２
０
１
７
年
度
の
「
女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
」

を
受
賞
さ
れ
た
佐
藤
可
奈
子
さ
ん
は
、
20
代
で
新
潟
県
十

日
町
市
の
限
界
集
落
に
移
住
し
、
山
清
水
米
や
さ
つ
ま
い

も
な
ど
、
地
元
の
特
産
品
の
六
次
産
業
化
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
東
京
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
コ
ラ
ボ
し
、

女
性
の
声
を
反
映
さ
せ
た
農
作
業
着
「
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｇ
Ｉ
」

の
開
発
・
販
売
、
フ
リ
ー
マ
ガ
ジ
ン
の
発
行
を
行
う
な
ど
、

農
業
や
里
山
の
魅
力
と
文
化
を
未
来
へ
つ
な
げ
る
活
動
を

精
力
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
省
で
は
、「
農
業
女
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

立
ち
上
げ
る
な
ど
、
農
業
分
野
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
女
性
農
業
者
が
日
々
の

生
活
や
仕
事
、
自
然
と
の
関
わ
り
の
中
で
培
っ
た
知
恵
を

吉
田
　
真
晃

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
総
務
課
企
画
官

は
じ
め
に

多
く
の
地
域
に
お
い
て
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進

行
し
て
い
ま
す
が
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
形
成
し
て
い

く
た
め
に
は
、
地
域
の
人
材
や
資
源
を
最
大
限
に
活
か
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

政
府
は
、
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
（
閣
議
決
定
）
に

お
い
て
、
地
域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
を
重
点
分
野
の

一
つ
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
身
近
な
地

域
社
会
で
男
女
共
同
参
画
を
進
め
る
こ
と
は
、
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
に
と
っ
て
重
要
と
い
う
だ
け
で
は
な

く
、
女
性
が
地
域
に
参
画
し
て
い
く
こ
と
は
、
多
様
な
視

点
を
反
映
し
た
よ
り
よ
い
地
域
社
会
づ
く
り
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

２
０
１
４
年
、
日
本
創
成
会
議
・
人
口
減
少
問
題
検
討

分
科
会
が
、
２
０
１
０
年
か
ら
の
30
年
間
で
20
〜
39
歳
の

女
性
人
口
が
半
分
未
満
に
な
る
と
予
測
さ
れ
る
自
治
体
を

「
消
滅
可
能
性
」
自
治
体
と
し
て
、
該
当
す
る
８
９
６
の

自
治
体
の
リ
ス
ト
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
発
表
は
、
多

く
の
自
治
体
に
衝
撃
を
与
え
、
国
に
お
い
て
も
、
地
方
創

生
（
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
）
の
取
り
組
み
が
始
ま

り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
経
緯
も
考
え
れ
ば
、
女
性
に
と
っ

て
暮
ら
し
や
す
い
、
力
を
発
揮
で
き
る
、
魅
力
的
な
地
域

を
つ
く
る
こ
と
が
、
地
方
創
生
の
重
要
な
カ
ギ
に
な
っ
て

い
る
と
言
え
ま
す
。
女
性
の
視
点
か
ら
の
発
想
、行
動
力
、

つ
な
が
る
力
・
つ
な
げ
る
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、

多
様
な
生
活
者
の
ニ
ー
ズ
の
理
解
な
ど
、
そ
う
し
た
力
を

活
か
し
た
地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

本
稿
で
は
、
農
林
水
産
業
、
防
災
・
復
興
の
分
野
の
事

例
を
題
材
と
し
て
女
性
が
参
画
す
る
地
域
づ
く
り
・
ま
ち

づ
く
り
を
紹
介
し
た
上
で
、
就
業
や
起
業
な
ど
の
分
野
で

の
女
性
の
活
躍
支
援
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
そ
の

上
で
、
女
性
の
ニ
ー
ズ
や
声
を
反
映
し
た
地
域
づ
く
り
に

必
要
と
な
る
意
思
決
定
の
場
へ
の
女
性
の
参
画
な
ど
に
つ

い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
内
閣
府
で
は
、
起
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
の
活
動
、

―
女
性
が
活
躍
で
き
る
、
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
―

意
思
決
定
の
場
へ
の
女
性
の
参
画
が
必
要

ঁ
ࢠ
ྗ
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様
々
な
企
業
の
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
・
ア
イ
デ
ア
な
ど
と
結

び
つ
け
、
新
た
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
を
創
造
し
、

社
会
に
広
く
発
信
し
て
い
く
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。メ
ン
バ
ー
の
取
り
組
み
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
例
は
、

Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

防
災
・
復
興
分
野
に
お
け
る
女
性
の
活
躍

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
こ
と
も
、
重
要
な
地
域
づ
く

り
で
す
。
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
近
年
の
大
規

模
災
害
の
経
験
か
ら
、
女
性
の
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
し
た
防

災
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
よ
り
明
確
に
な
り
、
様
々
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
で
は
、２
０
１
３
年
５
月
に
、

「
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
の
防
災
・
復
興
の
取
組
指

針
」
を
作
成
し
、
予
防
、
応
急
、
復
旧
・
復
興
等
の
各
段

階
に
お
い
て
地
方
公
共
団
体
が
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か

ら
取
り
組
む
際
の
基
本
的
事
項
を
示
し
ま
し
た
。例
え
ば
、

お
む
つ
や
離
乳
食
の
備
蓄
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た

避
難
所
運
営
、
さ
ら
に
は
、
地
方
防
災
会
議
な
ど
意
思
決

定
の
場
へ
の
女
性
の
参
画
な
ど
で
す
。
ま
た
、
男
女
共
同

参
画
の
視
点
を
も
っ
て
施
策
を
企
画
立
案
・
実
施
で
き
る

よ
う
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
防
災
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
２
０
１
６
年
６
月
に
作
成
し
ま
し
た
。
地
域
の
防
災
力

の
向
上
の
た
め
に
は
、
平
時
か
ら
の
取
り
組
み
が
重
要
で

あ
り
、地
方
自
治
体
や
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
、

こ
う
し
た
指
針
等
も
踏
ま
え
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

例
え
ば
、
青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で
は
、
防

災
対
策
に
女
性
の
視
点
を
活
か
す
こ
と
に
よ
り
、
青
森
県

民
全
体
の
多
様
性
に
配
慮
し
た
防
災
対
策
を
一
層
推
進
す

る
た
め
、
２
０
１
８
年
度
に
「
地
域
防
災
力
向
上
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
地
域
で
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
、女
性
防
災
士
の
育
成
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、

女
性
も
参
画
し
て
の
地
域
全
体
で
の
防
災
力
の
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
復
興
に
お
け
る
女
性
の
参
画
や
活
躍
も
重
要
な

テ
ー
マ
で
す
。
復
興
庁
で
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
に
お
い
て
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
も
っ
て
活
動
し

て
い
る
事
例
に
つ
い
て
現
地
で
取
材
を
行
い
、
と
り
ま
と

め
、「
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
の
復
興
〜
参
考
事
例

集
〜
」
と
し
て
公
表
し
て
い
ま
す
。
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
や
生
活
環
境
を
実
現
す
る
た

め
に
配
慮
す
べ
き
こ
と
や
復
興
活
動
を
う
ま
く
進
め
る
た

め
の
工
夫
な
ど
、
事
例
が
豊
富
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

職
業
分
野
に
お
け
る
女
性
活
躍

女
性
が
地
方
で
就
職
し
、
活
躍
で
き
る
環
境
整
備
も
地

方
創
生
に
お
い
て
重
要
な
課
題
で
す
。

２
０
１
５
年
８
月
に
「
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活

躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
女
性
活
躍
推
進
法
）」
が
成

立
し
、
翌
年
４
月
か
ら
完
全
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

法
律
に
基
づ
き
、
国
・
地
方
公
共
団
体
、
３
０
１
人
以
上

の
大
企
業
は
、
①
自
社
の
女
性
の
活
躍
に
関
す
る
状
況
把

握
・
課
題
分
析
②
そ
の
課
題
を
解
決
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し

い
数
値
目
標
と
取
り
組
み
を
盛
り
込
ん
だ
行
動
計
画
の
策

定
・
届
出
・
周
知
・
公
表
③
自
社
の
女
性
活
躍
に
関
す
る

情
報
の
公
表
、
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
３
０
０

人
以
下
の
中
小
企
業
は
努
力
義
務
）。
な
お
、
こ
の
義
務

の
対
象
と
な
る
企
業
に
つ
い
て
、
労
働
者
１
０
１
人
以
上

に
対
象
を
拡
充
す
る
法
律
案
が
、
２
０
１
９
年
の
通
常
国
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会
に
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
女
性
活
躍
推
進
法
で
は
、
地
方
自
治
体
に
、
女

性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
施
策
に

つ
い
て
の
計
画
（
推
進
計
画
）
を
策
定
す
る
こ
と
を
努
力

義
務
と
し
て
お
り
、
す
べ
て
の
都
道
府
県
と
多
く
の
市
区

町
村
で
、
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
地
方

自
治
体
が
推
進
計
画
に
基
づ
き
女
性
活
躍
の
た
め
の
施
策

を
推
進
す
る
こ
と
を
支
援
す
る
た
め
、
内
閣
府
は
、
地
域

女
性
活
躍
推
進
交
付
金
（
平
成
31
年
度
予
算
案
１
・
５
億

円
、
補
助
率
二
分
の
一
）
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
こ
の
交

付
金
を
活
用
し
な
が
ら
、
各
地
方
自
治
体
に
お
い
て
、
女

性
活
躍
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
体
制
の
整
備
、
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
、託
児
付
き
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
開
設
、様
々

な
分
野
で
活
躍
す
る
女
性
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
提
供
、
女
性

管
理
職
育
成
研
修
、
女
性
の
学
び
直
し
支
援
な
ど
の
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
自
治
体
や
経
済
団
体
・
企
業
の
ト
ッ
プ
が
連

携
し
て
女
性
の
活
躍
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
動
き
も
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
神
奈
川
県
の
「
か
な
が
わ
女
性
の
活

躍
応
援
団
」
や
鹿
児
島
県
「
ど
ん
ど
ん
鹿
児
島
女
性
の
活

躍
応
援
団
」
の
ほ
か
、
京
都
で
は
、「
京
都
女
性
活
躍
応

援
男
性
リ
ー
ダ
ー
の
会
」
が
発
足
し
て
い
ま
す
。

女
性
の
起
業
支
援

地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
中
で
、
地
域
の

資
源
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
る
た
め
の
起
業
や
、

地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
社
会
的
起
業
を
さ
れ
る

方
も
い
ま
す
。
ま
た
、
多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
を
実
施
す

る
上
で
、
特
に
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
の
両
立
が
課
題
で
あ

る
女
性
の
就
労
促
進
に
は
「
起
業
」
が
一
つ
の
有
効
な
手

段
と
な
り
ま
す
。

女
性
の
起
業
を
支
援
す
る
た
め
、
経
済
産
業
省
で
は
、

地
域
の
金
融
機
関
や
産
業
・
創
業
支
援
機
関
、
女
性
キ
ャ

リ
ア
相
談
な
ど
を
行
う
民
間
事
業
者
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
を
中
心

と
し
た
「
女
性
起
業
家
等
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
全
国

10
カ
所
に
形
成
し
て
い
ま
す
。こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、

起
業
を
決
意
・
準
備
し
始
め
る
前
の
段
階
の
支
援
体
制
の

強
化
と
併
せ
て
、
地
域
横
断
的
な
支
援
体
制
を
構
築
し
、

金
融
機
関
や
女
性
起
業
家
支
援
機
関
等
へ
の
橋
渡
し
な

ど
、
女
性
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
支
援
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
地
方
自
治
体
等
に
お
い
て
も
、
女
性
の
起
業
支
援
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
男
女
共
同
参
画
推
進
連
携
会
議
「
経

済
分
野
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
促
進
」
チ
ー
ム
は
、

２
０
１
８
年
度
に
お
い
て
、
各
都
道
府
県
等
が
実
施
し
て

い
る
支
援
内
容
に
つ
い
て
と
り
ま
と
め
、
公
表
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
な
お
、
２
０
１
９
年
度
の
事
業

に
つ
い
て
は
、
各
自
治
体
等
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.gender.go.jp/kaigi/renkei/team

/
kigyo/pdf/kigyo06_1.pdf

地
域
で
の
女
性
参
画
を�

さ
ら
に
進
め
る
た
め
に

女
性
活
躍
の
取
り
組
み
は
広
が
っ
て
い
ま
す
が
、一
方
で
、

地
域
に
お
け
る
女
性
の
参
画
や
女
性
に
と
っ
て
も
魅
力
的

な
地
域
づ
く
り
に
は
、ま
だ
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

①
地
域
社
会
の
意
思
決
定
の
中
心
に
女
性
が
少
な
い
こ
と

②
固
定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
や
男
性
優
位
社
会
が
残
っ

て
い
る
こ
と
、
の
２
点
に
言
及
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
治
会
活
動
に
お
け
る
女
性
の
参
画

女
性
に
と
っ
て
住
み
や
す
い
魅
力
的
な
地
域
を
作
っ
て

い
く
た
め
に
は
、
女
性
の
声
や
ニ
ー
ズ
が
反
映
さ
れ
て
い

る
か
と
い
う
点
が
重
要
で
す
。
そ
の
一
つ
が
、
暮
ら
し
に

最
も
身
近
な
存
在
で
あ
る
自
治
会
で
す
。
自
治
会
活
動
の

多
く
を
女
性
が
担
っ
て
い
ま
す
が
、
意
思
決
定
に
つ
い
て

は
、
男
性
が
担
っ
て
い
る
自
治
会
が
多
く
、
自
治
会
長
に

占
め
る
女
性
の
割
合
は
、５
・７
％
に
と
ど
ま
り
ま
す
（
内

閣
府
「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の

形
成
又
は
女
性
に
関
す
る
施
策
の
推
進
状
況
」（
平
成
30

年
度
））。

自
治
会
長
は
男
性
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
自
治
会
の

地域ঁੑ׆༂ਪਐަۚのΈ
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女
性
の
意
見
や
ニ
ー
ズ
を
反
映
す
る
工
夫

地
域
や
企
業
に
お
い
て
女
性
の
活
躍
を
推
進
し
て
い
く

上
で
重
要
な
こ
と
は
、
地
域
や
組
織
の
ト
ッ
プ
が
女
性
活

躍
を
重
要
な
方
針
と
し
て
打
ち
出
し
、
そ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
を
繰
り
返
し
伝
え
る
こ
と
、
そ
し
て
具
体
的
に
実
行

し
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
の
際
、
当
事
者
で
あ
る
女
性
の

声
を
聴
く
た
め
に
、
女
性
を
構
成
員
と
す
る
委
員
会
を
作

り
、
提
言
を
得
て
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
、
一
つ
の

効
果
的
な
方
法
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

意
思
決
定
層
が
男
性
中
心
と
い
う
場
合
、ど
う
し
て
も
、

女
性
の
視
点
か
ら
考
え
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
り
、
配
慮

が
行
き
届
か
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
意
思

決
定
過
程
に
女
性
が
参
画
す
る
こ
と
が
大
事
で
は
あ
る
の

で
す
が
、
ま
ず
は
、
固
定
的
性
別
役
割
分
担
を
前
提
に
し

た
意
思
決
定
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
男
性
中
心
の
意
思
決

定
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
女
性
の
観
点
や
意
見
は
入
っ
て

い
る
か
、
無
意
識
の
偏
見
（
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア

ス
）
が
入
っ
て
い
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
意
識
的
に

チ
ェ
ッ
ク
し
、
女
性
の
声
を
丁
寧
に
聞
く
と
い
う
こ
と
が

重
要
で
す
。

地
域
で
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

ま
た
、
地
域
に
お
い
て
女
性
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
す
る
た
め
の
力
を
つ
け
る
研
修
事
業
を
行
っ
て
い
る
自

治
体
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
仙
台
市
の
男
女
共
同
参
画

財
団
で
は
、
参
加
者
同
士
の
学
び
合
い
や
実
践
的
な
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
通
し
て
、
地
域
課
題
の
解
決
や
組
織
の
目

標
達
成
に
必
要
な
力
を
磨
く
と
と
も
に
、
自
分
の
強
み
を

意
思
決
定
は
男
性
ば
か
り
の
会
合
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
当

然
、と
い
う
固
定
的
な
考
え
や
習
慣
が
な
い
で
し
ょ
う
か
。

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
が
２
０
１
６
年
度
に
行
っ
た
調

査
研
究
「
持
続
可
能
な
自
治
会
活
動
に
向
け
た
男
女
共
同

参
画
の
推
進
に
つ
い
て
」
で
は
、
女
性
が
自
治
会
長
に
な

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
①
多
様
な
自
治
会
の
担
い
手
に
よ
る

持
続
可
能
な
自
治
会
運
営
が
可
能
に
な
る
こ
と
に
加
え
、

②
運
営
に
多
様
な
視
点
が
生
ま
れ
る
、
③
地
域
を
よ
く
知

り
、
細
か
い
配
慮
の
あ
る
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
、

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
④
女

性
の
方
が
比
較
的
話
し
や
す
い
た
め
住
民
と
の
交
流
が
進

ん
だ
と
い
っ
た
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
。
自
治
会
の
運
営
な

ど
に
女
性
の
意
見
や
声
が
十
分
に
反
映
さ
れ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

政
治
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

住
民
に
身
近
な
問
題
な
ど
を
議
論
す
る
地
方
議
会
な
ど

へ
の
女
性
の
参
画
も
重
要
で
す
。
２
０
１
８
年
４
月
時
点

で
、
地
方
議
会
議
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は
、
都
道
府

県
で
10
・
１
％
、
市
区
町
村
で
13
・
１
％
と
低
く
、
市
区

町
村
議
会
の
２
割
で
は
女
性
議
員
が
一
人
も
い
な
い
状
況

で
す
。
２
０
１
８
年
５
月
に
、「
政
治
分
野
に
お
け
る
男

女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」が
成
立
し
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
国
の
衆
議
院
・
参
議
院
だ
け
で
は
な
く
、

地
方
議
会
も
対
象
と
し
て
お
り
、
政
党
等
の
政
治
活
動
の

自
由
を
確
保
し
つ
つ
、
男
女
の
候
補
者
の
数
が
で
き
る
限

り
均
等
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
が
基
本
原
則
と
し
て

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
閣
府
で
は
、
各
都
道
府
県
、
市

区
町
村
の
議
会
に
お
け
る
女
性
割
合
を
見
え
る
化
し
た

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

活
か
し
た
リ
ー
ダ
ー
像
を
描
け
る
よ
う
、「
地
域
版
女
性

リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、自
信
を
深
め
、

仲
間
と
つ
な
が
り
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
地
域
づ

く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
さ
ら
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

お
わ
り
に

現
在
、
政
府
は
、「
女
性
が
輝
く
社
会
」
の
実
現
を
目

指
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
経
済
分
野
、
地
域
づ

く
り
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
様
々
な
分
野
で
女
性
の
活
躍

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
女
性
の
活
躍
は
、
担
い
手
が
増
え

る
と
い
う
点
だ
け
で
は
な
く
、
男
性
中
心
の
職
場
や
地
域

社
会
に
対
し
て
多
様
な
視
点
を
提
供
し
、
女
性
や
子
育
て

を
含
め
た
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
、
よ
り
魅
力
的
な

地
域
を
つ
く
る
原
動
力
に
も
な
り
ま
す
。

女
子
力
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
上
で
、
本
稿
に
お
い
て
紹
介
し
た
も
の
を
含
め
て
、
既

に
様
々
な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
、
好
事
例
、
行
政
等
に
よ
る
支
援

の
事
例
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
（
ま
た
は
、
女
性
セ
ン
タ
ー
）
に
お
い
て
は
、
女
性
の

抱
え
る
様
々
な
問
題
の
解
決
や
女
性
の
社
会
参
画
を
目
的

と
し
て
、
情
報
提
供
や
相
談
、
研
修
事
業
や
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
蓄
積
が
女
性
や
地

域
の
行
政
・
団
体
に
積
極
的
に
活
用
さ
れ
、
ま
た
、
地
域
の

行
政
が
女
性
支
援
団
体
を
含
め
関
係
機
関
の
有
機
的
な
連

携
を
図
っ
て
い
く
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
女
性
の
活
躍
や
地
域

の
活
性
化
が
さ
ら
に
進
ん
で
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
注
）
所
属
す
る
組
織
全
体
の
見
解
を
示
す
も
の
で
あ
り

ま
せ
ん
。

特 集

15 2019・4月号 地域づくり 本編 2019・4月号地域づくり 本編 14



地
域
の
現
状

矢
掛
町
は
、
岡
山
県
の
南
西
部
に
位
置

し
、
山
に
囲
ま
れ
た
盆
地
で
、
田
園
風
景

が
美
し
い
町
で
す
。
温
暖
で
晴
れ
の
日
が

多
く
、
冬
で
も
積
雪
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。
江
戸
時
代
に
は
山
陽
道
の
宿
場
町

と
し
て
栄
え
、
本
陣
、
脇
本
陣
が
と
も
に

当
時
の
姿
の
ま
ま
残
っ
て
お
り
、
町
の
重

要
な
観
光
資
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
も
美
川
地
区
は
、
矢
掛
町
の
北
部
に

あ
る
山
間
部
の
集
落
で
、
矢
掛
町
で
唯
一

山
村
振
興
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

美
川
地
区
の
人
口
は
１
１
３
６
人
、
高
齢

化
率
48
・
68
％
と
地
域
の
約
半
数
が
高
齢

者
で
す
。
生
鮮
食
品
等
が
購
入
で
き
る

ス
ー
パ
ー
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
は
な
い
た
め
、

買
い
物
は
自
家
用
車
で
20
分
か
け
て
町
の

市
街
地
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

組
織
誕
生

「
み
か
わ
て
ら
す
」
は
、
平
成
27
年
度

か
ら
農
林
水
産
省
の
山
村
活
性
化
支
援
交

付
金
事
業
を
活
用
す
る
中
で
、
何
か
地
域

の
農
作
物
で
新
た
な
商
品
が
で
き
な
い
か

と
集
ま
っ
た
方
々
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
山
村
振
興
地
域
の
美
川
地
区
の
基

幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
と
、
美
川
地
区
の

特
性
や
資
源
を
活
か
し
新
た
な
商
品
開
発

に
よ
る
地
域
産
業
の
活
性
化
・
維
持
を
図

り
、
地
域
の
方
の
所
得
の
向
上
や
雇
用
の

創
出
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
の
経
緯

こ
の
事
業
を
活
用
し
新
商
品
を
考
え
る

中
で
、
デ
ザ
イ
ン
が
お
し
ゃ
れ
で
都
会
の

若
い
女
性
に
売
れ
る
商
品
に
し
た
い
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
を
決
め
、
35
歳
か
ら
49
歳

ま
で
の
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
ま
し

た
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
な
ど
に
こ
だ

わ
り
、「
陽
気
な
ピ
ク
ル
ス
＆
デ
ィ
ッ
プ

ソ
ー
ス
」
と
い
う
新
商
品
が
誕
生
し
ま
し

た
。
こ
の
商
品
の
４
本
入
り
の
ギ
フ
ト

ボ
ッ
ク
ス
は
２
０
１
８
ギ
フ
ト
大
賞
岡
山

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
現
在
８
種
類
の
ピ

ク
ル
ス
と
１
種
類
の
デ
ィ
ッ
プ
ソ
ー
ス
が

あ
り
、
ミ
ニ
セ
ッ
ト
も
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
こ

だ
わ
っ
て
商
品
化
し
ま
し
た
。
ギ
フ
ト

ボ
ッ
ク
ス
は
、東
京
・
秋
葉
原
に
あ
る
「
日

本
百
貨
店
し
ょ
く
ひ
ん
か
ん
」
や
、
倉
敷

美
観
地
区
に
あ
る
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ

「
美
観
堂
」
な
ど
に
も
置
い
て
い
た
だ
け

る
こ
と
と
な
り
、
会
員
も
自
信
が
持
て
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
、
加
工
場
と
み
か
わ
て
ら
す
の
拠
点
が

必
要
と
な
り
、
平
成
29
年
度
に
岡
山
県
矢

掛
町
の
協
力
に
よ
り
古
民
家
を
再
生
し
、

地
方
創
生
に
向
け
て
〝
が
ん
ば
る
地
域
〞
応
援
事
業

（
岡
山
県
矢
掛
町
）

地
域
×
デ
ザ
イ
ン
を
き
っ
か
け
に
地
域
の
魅
力
を
発
信

―
持
続
可
能
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
目
指
し
て
―

土
田
　
正
雄

み
か
わ
て
ら
す
　
代
表

古民家を再生した拠点

地
方
創
生
推
進
の
た
め
に
は
、
地
域
内
経
済
循
環
の
活
性
化
に
よ
る
雇
用
の
創
出
、

若
者
や
女
性
が
活
躍
す
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
な
ど
の
環
境
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
地
方
創
生
に
向
け
て
〝
が
ん
ば
る
地
域
〞
応
援
事
業
」

と
し
て
、
地
域
団
体
も
し
く
は
市
町
村
等
が
住
民
と
共
に
実
施
す
る
、
自
治
体
・
地
域
・

集
落
の
消
滅
可
能
性
の
危
機
打
開
等
に
向
け
た
事
業
を
支
援
し
て
い
る
。

今
回
、
平
成
ùĀ
年
度
に
同
事
業
を
活
用
し
た
岡
山
県
矢
掛
町
美
川
地
区
の
取
り
組

み
を
、
地
元
の
資
源
を
活
か
し
た
商
品
開
発
・
販
売
を
行
っ
て
い
る
「
み
か
わ
て
ら
す
」

代
表
の
土
田
正
雄
氏
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。�
（
企
画
課
）
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ピ
ク
ル
ス
の
加
工
場
だ
け
で
な
く
カ
フ
ェ

も
併
設
し
た
、
地
域
活
性
化
の
拠
点
が
で

き
ま
し
た
。

事
業
の
内
容

カ
フ
ェ
で
は
、
も
ち
ろ
ん
ピ
ク
ル
ス
販

売
も
行
い
ま
す
し
、
地
域
の
方
が
作
成
し

た
竹
細
工
（
か
ご
、
ザ
ル
な
ど
）
や
地
元

染
物
作
家
さ
ん
の
ハ
ン
カ
チ
、
手
ぬ
ぐ
い

な
ど
も
展
示
販
売
し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、

販
売
し
た
と
き
に
使
用
す
る
ビ
ニ
ー
ル
袋

や
ピ
ク
ル
ス
の
化
粧
箱
が
２
箱
入
る
紙
袋

な
ど
の
装
飾
品
、
カ
フ
ェ
で
使
用
す
る
カ

フ
ェ
メ
ニ
ュ
ー
ブ
ッ
ク
、
プ
ラ
イ
ス
カ
ー

ド
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
・
作
成
を
デ
ザ
イ
ン

会
社
に
依
頼
し
、
古
民
家
を
再
生
し
た
お

し
ゃ
れ
な
空
間
を
活
か
し
た
、
統
一
感
あ

る
カ
フ
ェ
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
み
か
わ
て
ら
す
会
員
が
作
付
し

育
て
た
藍
を
使
い
、
こ
の
地
区
に
移
住
し

て
こ
ら
れ
た
地
元
染
物
作
家
が
そ
れ
を
使

用
し
藍
の
「
す
く
も
（
染
料
）」
を
作
成

し
ま
し
た
。
そ
の
作
成
工
程
で
は
、
地
元

で
作
付
し
て
い
る
小
麦
の
ふ
す
ま
を
使
用

し
た
り
、
移
住
者
が
作
っ
た
灰
を
使
用
し

ま
し
た
。
こ
う
し
て
作
成
し
た
す
く
も
を

使
っ
て
藍
染
め
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

事
業
の
成
果

プ
ラ
イ
ス
カ
ー
ド
、
手
提
げ
袋
、
手
提

げ
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
を
統
一

し
た
こ
と
に
よ
り
、
カ
フ
ェ
全
体
に
統
一

感
が
生
ま
れ
、
こ
こ
を
訪
れ
る
お
客
様
に

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
落
ち
着
い
た
時
間
を
過

ご
し
て
い
た
だ
け
て
い
る
こ
と
が
で
き
、

会
員
の
士
気
も
高
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
交
流
体
験
で
は
、
町
外
か
ら
の

参
加
者
も
多
く
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
と
参
加
者
の
年
齢
幅
も
広
い
た
め
、
地

域
内
外
の
世
代
間
交
流
も
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
交
流
体
験
を
継
続
的

に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
都
市
部
と
の

交
流
や
世
代
間
交
流
を
目
指
し
、
み
か
わ

て
ら
す
を
知
ら
な
い
方
に
も
知
っ
て
い
た

だ
く
機
会
と
な
り
、
よ
り
一
層
の
Ｐ
Ｒ
に

も
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

み
か
わ
て
ら
す
の
取
り
組
み
を
継
続
し

て
い
く
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
意
識

の
改
革
が
重
要
で
す
。
カ
フ
ェ
で
は
、
地

域
の
野
菜
や
商
品
で
も
あ
る
ピ
ク
ル
ス
を

使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
提
供
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
カ
フ
ェ
経
営
な
ど
し
た
こ

と
も
な
い
方
々
の
集
団
な
の
で
、
自
分
た

ち
で
話
し
合
っ
て
決
め
た
コ
ン
セ
プ
ト

や
、
ど
ん
な
人
に
来
て
も
ら
い
た
い
か
、

さ
ら
に
は
人
件
費
、
光
熱
水
費
、
食
材
な

ど
そ
の
他
カ
フ
ェ
運
営
に
必
要
な
こ
と
を

き
ち
ん
と
決
め
る
手
順
が
欠
け
て
い
ま
し

た
。
助
成
金
を
活
用
し
た
取
り
組
み
以
後

は
、
会
員
の
一
人
ひ
と
り
が
運
営
経
費
に

も
気
を
配
る
よ
う
に
な
り
、
ス
キ
ル
の
あ

る
移
住
者
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な

が
ら
、
さ
ら
な
る
コ
ス
ト
意
識
向
上
の
た

め
に
一
歩
一
歩
前
に
進
ん
で
い
ま
す
。

今
後
の
方
向
性
・
展
望

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
か
な
か
継
続
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
一
人
ひ
と
り

が
経
営
者
と
な
り
え
る
よ
う
意
識
改
革
を

行
い
、
体
験
交
流
事
業
、
カ
フ
ェ
事
業
、

ピ
ク
ル
ス
製
造
事
業
な
ど
を
継
続
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
み

か
わ
て
ら
す
の
目
的
で
も
あ
る
、
地
域
の

基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
の
活
性
化
や
維

持
を
図
り
、
地
域
の
方
の
所
得
の
向
上
や

雇
用
創
出
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

藍染めによる世代間交流

地元染物作家による藍染め体験

竹細工、ハンカチ、手ぬぐい

カフェの客間
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岡
崎
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
Ｏ

Ｋ
ａ‒

Ｂ
ｉ
ｚ
（
以
下
オ
カ
ビ
ズ
）
は
、

平
成
25
年
に
岡
崎
市
と
岡
崎
商
工
会
議
所

が
共
同
で
開
設
し
た
ｆ‒

Ｂ
ｉ
ｚ
型
中
小

企
業
相
談
セ
ン
タ
ー
（
注
）
で
あ
る
。
そ

れ
ま
で
の
中
小
事
業
者
支
援
策
と
い
え

ば
、
補
助
金
の
交
付
や
単
発
セ
ミ
ナ
ー
、

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
が
中
心
で
あ
っ

た
。
事
業
者
の
売
り
上
げ
を
ア
ッ
プ
さ
せ

る
こ
と
に
特
化
し
て
お
り
、
お
金
を
か
け

ず
に
知
恵
を
出
し
て
具
体
的
な
改
善
策
を

提
案
す
る
オ
カ
ビ
ズ
の
取
り
組
み
は
、
開

設
か
ら
５
年
で
約
１
万
１
千
件
の
相
談
を

受
け
る
な
ど
大
き
な
支
持
を
集
め
て
い

る
。
他
に
も
、
岡
崎
市
は
「
ま
ち
ゼ
ミ
」

発
祥
の
地
で
も
あ
り
、
ど
ち
ら
も
全
国
か

ら
自
治
体
の
視
察
が
訪
れ
る
な
ど
、
中
小

事
業
者
支
援
の
取
り
組
み
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。
今
回
の
実
践
塾
で
は
、
岡
崎
市
と

い
う
一
つ
の
ま
ち
に
あ
る
オ
カ
ビ
ズ
や
ま

ち
ゼ
ミ
な
ど
複
数
の
取
り
組
み
事
例
を
通

じ
て
、「
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
は
中
小
事

業
者
の
活
性
化
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を

実
感
し
、
個
店
支
援
の
視
点
を
持
ち
帰
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

構
成
し
た
。

１
日
目
：
講
義

﹁
公
的
／
民
間
の
プ
ロ
に
よ
る

中
小
事
業
者
支
援

︵
オ
カ
ビ
ズ
・
Ｄ
Ｄ
Ｒ
︶﹂

１
日
目
は
、
オ
カ
ビ
ズ
が
公
的
産
業
支

援
機
関
と
し
て
「
お
金
を
か
け
ず
に
」「
売

上
ア
ッ
プ
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
」
取
り
組

み
に
つ
い
て
セ
ン
タ
ー
長
の
秋
元
祥
治
が

講
義
を
行
っ
た
。
続
い
て
、
中
小
企
業
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
（
株
）

Ｄ
Ｄ
Ｒ
代
表
の
安
藤
竜
二
氏
か
ら
、
民
間

支
援
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
お
話
を
い

た
だ
い
た
。
ま
ち
づ
く
り
の
中
心
と
し
て

中
小
企
業
支
援
が
語
ら
れ
る
こ
と
は
あ
ま

り
な
い
が
、
ま
ち
づ
く
り
と
は
、
商
店
街

の
個
々
の
店
舗
が
大
型
店
に
負
け
な
い
魅

力
を
も
っ
て
持
続
的
に
儲
か
る
こ
と
が
基

盤
と
な
る
。
秋
元
、
安
藤
両
氏
に
共
通
す

る
の
は
「
今
あ
る
技
術
・
人
材
で
」
取
り

組
め
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
だ
。
個
店

が
そ
れ
ま
で
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
自
分
た

ち
の
「
強
み
」
を
見
つ
け
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

絞
っ
た
上
で
そ
の
強
み
を
わ
か
り
や
す
く

発
信
す
る
こ
と
を
伴
走
支
援
す
る
の
が
、

岡
崎
市
の
両
社
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
ま

ち
の
に
ぎ
わ
い
を
作
る
た
め
に
は
、
い
き
い

き
し
た
商
店
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
取
り
組
む
岡
崎
市
の
公
的
・
民
間
の

支
援
に
つ
い
て
両
面
か
ら
講
義
を
行
っ
た
。

２
日
目
：
講
義
＋
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

﹁
ま
ち
ゼ
ミ
～

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
﹂

２
日
目
は
、
今
や
全
国
約
３
７
０
カ
所

に
展
開
し
て
い
る
「
ま
ち
ゼ
ミ
」
代
表
の

松
井
洋
一
郎
氏
の
講
義
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

「
ま
ち
ゼ
ミ
」
は
、
運
営
を
通
し
て
ソ
ー

シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
店
主
同
士
の
つ
な

が
り
）
が
高
ま
る
こ
と
が
商
店
街
と
し
て

の
メ
リ
ッ
ト
と
言
わ
れ
て
い
る
。
個
店
と

し
て
は
、「
ま
ち
ゼ
ミ
」
と
い
う
フ
レ
ー

ム
の
中
で
自
身
の
得
意
な
こ
と
を
生
か
し

て
見
込
み
客
を
開
拓
し
た
り
、
新
商
品
の

テ
ス
ト
を
し
た
り
で
き
る
こ
と
が
最
大
の

メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。
講
義
で
は
「
ま
ち
ゼ

ミ
」
と
い
う
し
く
み
と
個
店
の
努
力
に

よ
っ
て
成
立
す
る
こ
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
て
い
た
だ
き
つ
つ
、
松
井
氏
と
と
も
に

商
店
街
へ
と
現
地
視
察
を
進
め
て
い
っ

た
。岡

崎
市
の
中
心
地
・
ま
ち
ゼ
ミ
発
祥
の

地
「
康
生
通
り
」
を
松
井
氏
の
ガ
イ
ド
に

よ
っ
て
進
み
、
途
中
ま
ち
ゼ
ミ
に
参
加
し

て
い
る
商
店
主
に
も
話
を
聞
い
た
。
商
店

街
は
今
や
創
業
１
件
に
対
し
て
、
２
件
が

廃
業
す
る
時
代
。
だ
か
ら
こ
そ
い
か
に
既

存
店
が
持
続
的
に
活
性
化
す
る
か
が
カ
ギ

だ
と
、
松
井
氏
も
語
っ
て
い
る
。
視
察
は

続
い
て
、
株
式
会
社
三
河
家
守
舎
　
代
表

平
成
30
年
度
地
方
創
生
実
践
塾

愛
知
県
岡
崎
市

秋元氏講義

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
方
創
生
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
養
成
を
目
的

と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
地
方
創
生
実
践
塾
」
を
実
施
し
て
い
る
。
平
成
úø
年
１

月
ùü
日
（
金
）
〜
ùý
日
（
土
）
に
愛
知
県
岡
崎
市
で
開
催
さ
れ
た
実
践
塾
の
内
容
に

つ
い
て
、
岡
崎
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
Ｏ
Ｋ
ａȂ

Ｂ
ｉ
ｚ�

セ
ン
タ
ー
長
の
秋

元
祥
治
氏
に
ご
報
告
い
た
だ
い
た
。�
�（
地
域
創
生
業
務
課
）

地
ํ

生
の
要
は
、

 
࣋
ଓ
す
る
中
小
ا
ۀ
の
׆
ੑ
Խ

Ổ
中
小
ا
ۀ
ࢧ
ԉ
を
௨
͡
た
ま
ち
ͮ
く
り
Ổ

秋
元
　
祥
治

●●

岡
崎
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

Ｏ
Ｋ
ａȂ

Ｂ
ｉ
ｚ
セ
ン
タ
ー
長
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取
締
役
の
山
田
高
広
氏
に
交
代
し
、
岡
崎

市
に
お
け
る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
、
実
際
の
事
例
を
見
学
し
な

が
ら
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
と
は
、
遊
休
不
動
産

を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
手
法
を
用
い
て
再

生
す
る
こ
と
で
、
産
業
振
興
、
雇
用
な
ど

複
合
的
な
課
題
を
解
決
し
、
エ
リ
ア
の
価

値
向
上
を
図
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
１
日

目
の
懇
親
会
で
は
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち

づ
く
り
の
代
表
的
事
例
と
な
っ
て
い
る

「
ｗ
ａ
ｇ
ａ
ｍ
ａ
ｍ
ａ 

ｈ
ｏ
ｕ
ｓ
ｅ
」
を

会
場
と
し
、
ま
ち
な
か
で
い
き
い
き
と
働

く
マ
マ
た
ち
が
作
る
お
惣
菜
を
食
べ
な
が

ら
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
に
よ

る
ま
ち
な
か
の
変
化
の
兆
し
を
体
感
し
て

も
ら
っ
た
。
近
隣
エ
リ
ア
は
、
市
の
活
性

化
戦
略
の
中
心
地
区
と
し
て
、
公
園
や
公

共
施
設
、
歴
史
的
遺
産
を
回
遊
で
き
る
よ

う
な
ハ
ー
ド
整
備
が
進
ん
で
い
る
。
ま
ち

な
か
に
魅
力
あ
る
店
舗
を
増
や
す
オ
カ
ビ

ズ
や
ま
ち
ゼ
ミ
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち

づ
く
り
の
取
り
組
み
は
、
ハ
ー
ド
事
業
を

補
完
し
、
さ
ら
に
回
遊
性
を
高
め
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

今
回
の
実
践
塾
で
は
、
全
国
か
ら
注
目

い
た
だ
い
て
い
る
岡
崎
市
の
中
小
事
業
者

支
援
の
主
要
な
取
り
組
み
を
２
日
間
に
凝

縮
し
て
学
べ
る
、初
め
て
の
機
会
で
あ
っ
た
。

イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
一
時
的
な
に
ぎ
わ
い
創
出

だ
け
で
な
く
、
事
業
者
の
経
営
の
基
盤
で

あ
る
「
個
店
（
中
小
事
業
者
）
の
魅
力
を

生
か
し
た
持
続
的
な
繁
栄
」
と
い
う
軸
で

各
取
り
組
み
を
改
め
て
捉
え
直
し
、
参
加

者
と
と
も
に
学
べ
た
意
義
は
深
い
。 

一
方

で
、
こ
れ
ま
で
お
互
い
の
取
り
組
み
を
理

解
し
、
様
々
な
側
面
で
協
働
し
て
き
た
各

取
り
組
み
で
は
あ
る
が
、
さ
ら
に
一
歩
進
ん

だ
効
果
が
期
待
さ
れ
る
内
容
で
も
あ
っ
た
。

し
く
み
を
提
供
す
る
ま
ち

ゼ
ミ
、
場
を
つ
く
る
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り

に
、
継
続
的
な
売
り
上
げ

ア
ッ
プ
の
伴
走
支
援
が
得

意
な
オ
カ
ビ
ズ
や
安
藤
氏

は
補
完
的
に
事
業
者
を
支

援
で
き
る
だ
ろ
う
。
参
加

者
か
ら
も
「
ま
ち
づ
く
り

の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
一
つ
で
は

足
り
な
い
。
行
政
を
含
め
、

お
互
い
を
補
完
す
る
様
々

な
取
り
組
み
が
必
要
」
と

感
想
が
あ
っ
た
。
今
後
ま

す
ま
す
、
各
取
り
組
み
が

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
理
解

し
相
互
に
補
完
す
る
こ
と

で
、
岡
崎
市
内
の
中
小
事

業
者
に
と
っ
て
有
益
な
支
援
策
が
提
供
で

き
る
よ
う
、
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

（
注
）
ｆ‒

Ｂ
ｉ
ｚ
型
中
小
企
業
相
談
セ

ン
タ
ー
＝
平
成
20
年
に
開
設
し
た
静
岡
県

富
士
市
の
富
士
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ｆ‒

Ｂ
ｉ
ｚ
（
エ
フ
ビ
ズ
）」
を
モ
デ
ル

に
し
た
中
小
企
業
支
援
の
取
り
組
み
。
売

り
上
げ
ア
ッ
プ
に
特
化
し
た
無
料
の
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
地
方
創
生
の
切
り
札
と

し
て
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。
他
地

域
展
開
第
１
号
と
し
て
、
平
成
25
年
に
開

設
し
た
オ
カ
ビ
ズ
の
取
り
組
み
に
よ
り
汎

用
性
が
実
証
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
導
入

を
検
討
す
る
自
治
体
が
一
挙
に
増
加
し
、

全
国
20
カ
所
以
上
に
拡
大
し
て
い
る
。

地方創生実践塾（愛知県岡崎市）の概要

ςʔϚɿ��தখࢧۀاԉΛ௨ͨ͡Ҭੑ׆Խ�
ʙ 0,B-#J[ɾ·ͪθϛͷऔΓΈΛ௨ͯ͡ʙ

� ओࢣߨɿ��Ԭ࡚Ϗδωεαϙʔτηϯλʔ0,B-#J[�ηϯλʔ�
ळݩࢯ࣏

ɹ̍ɹ݄̍��ʢۚʣ
 講義　「  お金をかけずに売り上げUP 

～中小企業支援で地方創生に取り組むOKa-Bizの事例から～」
 　講師：  岡崎ビジネスサポートセンターOKa-Biz センター長 

秋元祥治 氏 
 講義　「なぜ中小企業支援がまちを元気にするのか？」
 　講師：株式会社DDR 　代表取締役社長　安藤竜二 氏
ɹ̎ɹ݄̍��ʢʣ
 講義　「まちゼミがもたらす地域活性」
 　講師：岡崎まちゼミの会 代表　松井洋一郎 氏
 講義・フィールドワーク「リノベーションまちづくりの役割」
 　講師：株式会社三河家守舎 代表取締役　山田高広 氏
 グループワーク
 　秋元祥治氏、松井洋一郎氏、山田高広氏

フィールドワーク（リノベーションエリア） フィールドワーク（まちゼミエリア）

集合写真
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Μ
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क़

や
ね
だ
ん
は
、
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
の
人

口
約
３
０
０
人
の
柳
谷
集
落
の
通
称
で

す
。
１
９
９
６
年
に
豊
重
哲
郎
氏
が
柳
谷

自
治
公
民
館
長
に
就
任
し
て
か
ら
、「
行

政
に
頼
ら
な
い
地
域
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
全
員
参
加
型
の
地
域
づ
く
り
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
現
地
で
は
、
２
０
０
７

年
か
ら
豊
重
氏
が
塾
長
と
な
り
３
泊
４
日

の
「
や
ね
だ
ん
故
郷
創
世
塾
」
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

や
ね
だ
ん
東
京
塾
は
、
こ
の
「
や

ね
だ
ん
故
郷
創
世
塾
」
を
２
日
間
に

凝
縮
し
東
京
で
開
催
す
る
も
の
で

す
。塾

長
の
豊
重
氏
を
は
じ
め
（
株
）

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
代
表
取

締
役
土
居
龍
一
氏
、
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー
理
事
長
椎
川
忍
、
卒
塾
生
の

い
す
み
市
土
着
菌
完
熟
堆
肥
セ
ン

タ
ー
長
関
静
男
氏
、
足
利
市
職
員
永

井
健
太
氏
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
報

告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ԣ
۲
ਓ
ࡐ
の
ҭ

Λ

椎
川
は
、
地
方
創
生
は
国
民
的
意

識
改
革
が
前
提
で
、
20
年
か
ら
30
年

と
い
う
長
い
時
間
が
か
か
り
、
一
足
飛
び

に
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
自
治

体
職
員
は
ど
の
部
署
に
あ
っ
て
も
地
方
創

生
に
関
係
が
あ
る
た
め
、
縦
割
り
の
専
門

人
材
の
育
成
だ
け
で
な
く
、
組
織
横
断
的

な
人
材
「
横
串
人
材
」
を
育
成
す
る
こ
と

が
必
要
に
な
る
と
述
べ
ま
し
た
。


Ҭ
づ
く
り
の
લ
ఏ

݅

̏


土
居
氏
は
、
地
域
づ
く
り
の
前
提
条
件

と
し
て
次
の
３
点
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま

し
た
。
①
潜
在
的
な
魅
力
（
農
業
・
観
光

等
）
の
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
に
寄
与

し
て
い
る
こ
と
②
地
域
づ
く
り
構
想
推
進

の
た
め
の
「
小
規
模
な
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
組
織
」
が
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
③

自
分
た
ち
が
目
指
す「
地
域
づ
く
り
構
想
」

の
策
定
は
、
似
た
よ
う
な
構
想
事
例
を
見

つ
け
て
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
ヒ
ン
ト
を

探
り
構
想
を
策
定
し
よ
う
と
い
う
努
力
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
、
で
し
た
。

ू
མ
に
ิ
ܽ
ͳ
͠

や
ね
だ
ん
は
、「
集
落
に
補
欠
な
し
」

と
い
う
信
念
で
、
全
員
参
加
の
地
域
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
豊
重

氏
は
①
企
画
力
②
ア
ド
リ
ブ
力
③
財
務
力

が
必
要
で
あ
り
、「
常
に
自
分
の
立
ち
位

置
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
。『
民
あ
り
て
、

自
分
あ
り
』
と
い
う
言
葉
の
よ
う
に
、
や

ね
だ
ん
が
あ
っ
て
、
自
分
が
い
る
と
い
う

こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
の
政
策
に
反
対
す

る
人
は
ど
う
し
た
ら
納
得
し
て
も
ら
え
る

か
を
考
え
、
感
動
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ

り
納
得
し
て
も
ら
っ
た
と
語
ら
れ
ま
し

た
׆。

ಈ
ใ
ࠂ
ͱ
ά
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

卒
塾
生
の
関
氏
、
永
井
氏
か
ら
現
状
の

活
動
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

関
氏
か
ら
は
、
や
ね
だ
ん
の
活
動
を
学

び
、
い
す
み
市
で
展
開
し
て
い
る
土
着
菌

農
法
に
よ
る
循
環
型
農
業
の
活
動
に
つ
い

て
、
永
井
氏
か
ら
は
、
や
ね
だ
ん
の
地
域

の
人
と
一
緒
に
行
う
ま
ち
づ
く
り
の
カ
ッ

コ
よ
さ
と
一
体
感
の
良
さ
を
踏
ま
え
、
足

利
市
で
行
っ
て
い
る
サ
ッ
カ
ー
を
媒
介
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
つ
い
て
お
話
し

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、青
少
年
対
策
・

自
主
財
源
・
商
品
開
発
・
高
齢
者
対
策
の

４
つ
の
テ
ー
マ
で
参
加
者
同
士
の
議
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
講
師

や
ね
だ
ん
故
郷
創
世
塾
塾
長

 

豊
重 

哲
郎 

氏

株
式
会
社
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役 

土
居 

龍
一 

氏

一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

理
事
長 

椎
川
　 

忍 

氏

い
す
み
市
土
着
菌
完
熟
堆
肥
セ
ン
タ
ー
長

 

関
　 

静
男 

氏

足
利
市
広
報
課
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

担
当 

永
井 

健
太 

氏

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
広
報
室

 

副
参
事
　
●
篠
原 

歩

心
を
ಈ
か
す
Ϧ
ー
μ
ー
γ
ỽ
ϓ
の
ൿ
݃

 

Ổ
や
Ͷ
だ
Μ
౦
ژ
क़

平
成
30
年
度

新
た
な
知
と
方
法
を
生
む
土
日
集
中
セ
ミ
ナ
ー

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
土
日
で
な
け
れ
ば
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
こ
と
が

困
難
な
地
域
づ
く
り
に
熱
意
の
あ
る
方
を
対
象
に
「
新
た
な
知
と
方
法
を
生
む
土
日

集
中
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

平
成
ú÷
年
度
第
ø÷
回
は
、
øù
月
øü
、
øý
日
の
両
日
、「
や
ね
だ
ん
東
京
塾
〜
心
を
動

か
す
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
秘
訣
〜
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
し
た
。

ずっと繋がっている やねだんの仲間（左から永井氏、豊重氏、関氏）
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ใࣨ
ͩΑΓ

基
調
講
演
：
株
式
会
社
ビ
ー
ム
ス

第
１
事
業
本
部
兼
Ｂ
Ｊ
事
業
部　

Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｓ�

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ�

バ
イ
ヤ
ー�

鈴
木�

修
司�

氏

基
調
講
演
で
は
、
若
者
に
絶
大
な
人
気

を
誇
る
衣
料
・
雑
貨
の
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ

プ
「
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｓ
」
の
地
域
産
品
に
特
化

し
て
情
報
を
発
信
す
る
拠
点
「
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｍ

Ｓ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。背
景
や
ス
ト
ー

リ
ー
な
ど
に
着
目
し
、
既
存
の
産
品
を
再

定
義
し
て
い
く
こ
と
が

地
域
産
品
を
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
際
に

大
切
な
点
で
あ
り
、
こ

れ
か
ら
は
、「
モ
ノ
」

だ
け
で
な
く
「
コ
ト
」

や
「
ヒ
ト
」
に
よ
り
焦

点
を
当
て
て
い
く
こ
と

が
情
報
発
信
に
お
い
て

大
切
で
あ
る
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

事
例
発
表
①
：�

Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｉ�

ｓ
ｅ
ｎ
ｓ
ｅ�

（
出
店
自
治
体
＝
茨
城
県
、�

出
店
先
＝
銀
座
）

茨
城
県
の
営
業
戦
略
部
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
戦
略
チ
ー
ム
の
大
森
茂
宏
氏
よ
り
、
昨

年
10
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た

店
舗
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
平
成
25
年
〜
29
年
の
５

年
連
続
で
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ
が
最
下
位

と
な
り
、
県
の
魅
力
を
十
分
に
伝
え
ら
れ

て
い
な
い
情
報
発
信
の
在
り
方
の
見
直
し

が
必
要
と
考
え
た
こ
と
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

の
契
機
と
な
っ
た
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
後
は
「
厳
選
さ
れ
た
茨
城
の

逸
品
を
世
界
へ
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
納

豆
な
ど
の
特
定
品
目
に
は
、
原
材
料
の
産

地
、
栽
培
方
法
、
添
加
物
の
使
用
の
有
無

な
ど
に
つ
い
て
厳
し
い
基
準
を
設
け
、
取

扱
商
品
を
厳
選
す
る
こ
と
で
、
県
の
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
強
化
を
行
っ
て
い
る
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

事
例
発
表
②
：�

Ｔ
ｕ
ｒ
ｎ�
Ｔ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ�

（
出
店
自
治
体
＝
徳
島
県
、�

出
店
先
＝
渋
谷
）

運
営
会
社
の
Ｔ
ｕ
ｒ
ｎ 

Ｔ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ

代
表
取
締
役
の
渡
辺
徹
氏
か
ら
は
、
宿
泊

施
設
と
レ
ス
ト
ラ
ン
の
機
能
を
備
え
た
施

設
に
つ
い
て
、
物
販
を
主
眼
と
せ
ず
、「
体

験
」
に
重
点
を
置
い
た
施
設
の
特
徴
を
解

説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。最
後
に
は「
ぜ

ひ
、タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
で
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
」

と
各
県
の
参
加
者
に
交
流
を
呼
び
掛
け
、

単
独
で
は
な
く
地
域
同
士
が
連
携
し
て
情

報
発
信
を
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
訴

え
ら
れ
ま
し
た
。

事
例
発
表
③
：�

ｄ
ｉ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ�

ｇ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｒ
ｙ　

銀
座
の
金
沢
（
出
店
自
治
体
＝�

石
川
県
金
沢
市
、出
店
先
＝
銀
座
）

中
央
区
内
に
市
町
村
で
唯
一
出
店
し
て

い
る
「
ｄ
ｉ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ 

ｇ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｒ
ｙ
　

銀
座
の
金
沢
」
の
運
営
会
社
（
一
社
）
金

沢
ク
ラ
フ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
機
構
の
事
務

局
長
・
新
木
伊
知
子
氏
に
発
表
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
ク
ラ
フ
ト
に

焦
点
を
当
て
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
が
、

ク
ラ
フ
ト
の
み
で
な
く
、
食
と
ク
ラ
フ
ト

工
芸
を
絡
め
る
こ
と
で
相
乗
効
果
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

事
例
発
表
後
の
名
刺
交
換
会
で
は
、
講

師
や
参
加
者
で
交
流
を
深
め
、情
報
共
有
、

交
流
・
連
携
促
進
の
場
と
し
て
大
変
賑
わ

い
の
あ
る
情
報
交
換
会
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
広
報
室

●
小
林 

旭（
島
根
県
雲
南
市
か
ら
出
向
）

聴講の様子

基調講演　鈴木 修司 氏

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
情
報
の
発
信
拠
点
で
あ
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の

さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
自
治
体
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
情
報
交
換
会
を
年
２
回
、
以
下
の
三
部
構
成
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
①
地
域
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
流
通
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
、
店
舗
の
空
間
デ
ザ
イ
ン
、

効
果
的
な
広
報
・
広
告
、
若
年
層
へ
の
訴
求
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
て
の
専
門
家
に
よ
る
基
調

講
演
②
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
運
営
し
て
い
る
自
治
体
の
生
の
声
を
聞
く
事
例
発
表
③
参
加

者
同
士
で
交
流
を
深
め
る
名
刺
交
換
会
。

今
年
度
２
回
目
と
な
る
第
øÿ
回
自
治
体
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
情
報
交
換
会
は
、
平
成
úø
年

２
月
øÿ
日
（
月
）
に
渋
谷
ヒ
カ
リ
エ
で
開
催
し
、
自
治
体
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
担
当
者
な

ど
ÿù
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

―
第
��
回
自
治
体
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
情
報
交
換
会
―

「
コ
ト
」や「
ヒ
ト
」に
も
焦
点
を
当
て
て
情
報
発
信
を
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大
で
８
人
の
宿
泊
が
可
能
で
あ
る
。
旅
行

客
は
、
イ
タ
リ
ア
国
内
は
も
と
よ
り
、
ド

イ
ツ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
イ
ギ
リ
ス
等
か
ら

訪
れ
、
１
週
間
か
ら
２
週
間
程
度
滞
在
す

る
人
が
多
い
と
い
う
。
客
層
は
カ
ッ
プ
ル

や
家
族
連
れ
が
多
く
、
こ
こ
を
拠
点
に
、

オ
ル
ヴ
ィ
エ
ー
ト
市
内
を
観
光
し
た
り
、

畑
で
野
菜
を
収
穫
し
た
り
、
プ
ー
ル
で
日

光
浴
を
楽
し
ん
だ
り
と
思
い
思
い
に
過
ご

す
。
自
慢
の
夕
食
に
は
、
自
家
製
の
チ
キ

ン
サ
ラ
ダ
、
子
羊
の
腰
肉
ロ
ー
ス
ト
な
ど

と
地
元
オ
ル
ヴ
ィ
エ
ー
ト
産
の
ワ
イ
ン
が

提
供
さ
れ
た
。
田
園
で
過
ご
す
休
暇
と
美

味
し
い
イ
タ
リ
ア
料
理
が
ア
グ
リ
ツ
ー
リ

ズ
モ
の
醍
醐
味
で
あ
る
。

ま
と
め

今
回
の
調
査
を
通
じ
て
、
ア
グ
リ
ツ
ー

リ
ズ
モ
経
営
者
は
、
祖
先
が
残
し
て
く
れ

た
土
地
や
建
物
を
守
り
な
が
ら
農
業
を
生

業
と
す
る
一
方
で
、
農
業
体
験
や
宿
泊
を

通
し
て
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
モ
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
た
。
日
本
で
も
農
業
体
験
や
地

域
の
食
材
を
活
か
し
た
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー

開
発
、
自
然
を
満
喫
す
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ

な
ど
は
日
常
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
る
体

験
の
一
つ
で
あ
る
。
余
暇
の
使
い
方
や
働
き

方
の
価
値
観
も
大
き
く
変
革
し
て
い
る
現

在
、「
本
物
の
豊
か
さ
」
を
地
方
で
提
供
で

き
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

地
域
づ
く
り
情
報
課

 

副
参
事
　
●
小
藤 

博
之

ト
の
運
営
及
び
外
国
語
講
座
の
実
施
な
ど

の
会
員
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ

モ
の
推
移
は
図
１
の
通
り
で
あ
る
。
１
９

９
８
年
に
９
７
１
８
軒
だ
っ
た
が
、
２
０

１
３
年
に
は
２
万
１
５
０
０
軒
に
増
加
し

て
い
る
。年
間
約
２
８
０
万
人
が
利
用
し
、

延
べ
宿
泊
人
数
は
１
２
３
５
万
人
、
１
人

平
均
４
・
５
泊
、
26
％
が
外
国
人
観
光
客

で
あ
る
。

「
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
モ
」
の
魅
力

ロ
ー
マ
か
ら
北
へ
約
１
０
０
㌔
に
位
置

し
て
い
る
イ
タ
リ
ア
中
部
の
ウ
ン
ブ
リ
ア

州
オ
ル
ヴ
ィ
エ
ー
ト
市
の
郊
外
に
あ
る

「
カ
ー
サ
・
ア
ン
ド
レ
ア
」
と
い
う
ア
グ
リ

ツ
ー
リ
ズ
モ
の
宿
に
宿
泊
し
た
。
オ
ー
ナ

ー
の
ア
ン
ド
レ
ア
さ
ん
は
、
都
会
の
レ
ス

ト
ラ
ン
を
辞
め
、
祖
父
が
残
し
て
く
れ
た

家
を
改
築
し
農
業
を
継
ぎ
ア
グ
リ
ツ
ー
リ

ズ
モ
を
始
め
た
。
そ
れ
ま
で
の
都
会
の
生

活
に
疲
れ
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
っ
て
い
た
こ

と
と
、
祖
父
が
大
切
に
し
て
い
た
家
を
守

り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
で
あ
る
。
完
成

ま
で
に
は
、
改
築
費
用
だ
け
で

も
15
万
ユ
ー
ロ
（
約
２
０
０
０

万
円
）
程
度
か
か
っ
た
と
い
う
。

イ
タ
リ
ア
で
は
、
ア
グ
リ
ツ

ー
リ
ズ
モ
を
始
め
る
た
め
の
改

築
費
用
に
対
す
る
補
助
制
度
が

あ
り
、
工
事
完
了
後
か
ら
10
年

を
か
け
て
対
象
経
費
の
55
％
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
そ
う

だ
。
部
屋
数
は
４
部
屋
あ
り
最

農
業
と
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
モ

イ
タ
リ
ア
は
南
北
に
長
い
国
土
を
有

し
、
平
原
、
丘
陵
、
山
岳
と
い
っ
た
変
化

に
富
ん
だ
地
形
が
あ
る
。
主
要
農
産
物
は

デ
ュ
ラ
ム
小
麦
、
オ
リ
ー
ブ
、
柑
橘
類
で

あ
る
。
小
規
模
農
家
が
多
く
、
コ
ス
ト
低

減
、
加
工
・
流
通
施
設
の
整
備
、
集
団
化
・

協
業
化
に
注
力
し
て
い
る
。

ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ス
ト
協
会
は
イ
タ
リ
ア

最
古
の
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
モ
組
織
で
、
１

９
６
５
年
に
設
立
さ
れ
た
。
当
時
、
ト
ス

カ
ー
ナ
地
方
の
農
村
は
過
疎
化
が
進
み
、

地
域
経
済
が
衰
退
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、

木
造
家
屋
を
民
宿
に
す
る
農
家
の
た
め

に
、
宿
泊
施
設
の
防
火
基
準
や
衛
生
基
準

が
緩
和
さ
れ
る
と
と
も
に
、
経
営
支
援
の

た
め
に
協
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。
現
在
、

イ
タ
リ
ア
国
内
19
州
に
支
部
が
存
在
し
、

加
盟
農
家
数
は
約
１
千
と
な
っ
て
い
る
。

経
営
者
向
け
の
融
資
の
斡
旋
や
予
約
サ
イ

海
外
調
査
報
告

イ
タ
リ
ア

ʕΠλϦΞのΞάϦπʔϦζϞを調ࠪʕ
農業体験や宿泊を通して魅力を発信

アグリツーリズモ（agriturismo）とは、イタリア語で農業を意味するアグリコルツーラ（agricoltura）
と観光という意味のツーリズモ（turismo）を結びつけた造語である。観光客を受け入れる農家や農業
法人で宿泊施設、レストランなどを営業し、あわせて農業体験・文化活動などを提供するものをいう。
1985年に法制化され、イタリア全土に広がった。イタリア国内では、アグリツーリズモが現在も増加
傾向にある。国内はもとより、イタリア国外からも観光客や宿泊客が訪れている。アグリツーリズモの
成り立ちやそこに滞在する魅力について調査した。

図１

アグリツーリスト協会
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て
学
齢
期
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
、
大
学
等
へ
の
進
学
、
就
労
準
備

訓
練
、
実
習
支
援
、
自
立
・
地
域
生
活
支

援
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
個
別
の
支
援
計
画
作
成
時
に
は
、
保

護
者
、
学
校
の
先
生
、
臨
床
心
理
士
、
作

業
療
法
士
、
学
校
の
医
師
、
早
期
介
入
プ

ロ
グ
ラ
ム
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

ら
が
参
加
し
、
様
々
な
視
点
か
ら
子
ど
も

の
支
援
を
話
し
合
う
。

ま
と
め

今
回
の
調
査
を
通
じ
て
、
日
本
と
ア
メ

リ
カ
の
違
い
を
認
識
し
た
。
日
本
で
は
自

分
の
子
が
普
通
で
は
な
い
と
い
う
レ
ッ
テ

ル
を
貼
ら
れ
た
く
な
い
思
い
が
強
い
が
、

ア
メ
リ
カ
で
は
無
料
で
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
非
常
に
有
意
義
と

考
え
ら
れ
て
お
り
、
支
援
を
受
け
る
抵
抗

感
が
日
本
よ
り
弱
い
。そ
れ
だ
け
で
な
く
、

周
知
方
法
は
全
米
小
児
科
医
協
会
の
ほ

か
、
宗
教
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
メ
デ
ィ
ア
と

も
協
力
し
て
お
り
、
保
護
者
に
直
接
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
支
援
の
話
を
す
る
機
会
が
多

い
と
感
じ
た
。
個
別
の
支
援
計
画
も
、
日

本
で
は
学
校
関
係
者
の
み
で
作
成
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
の
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で

は
様
々
な
専
門
知
識
を
有
す
る
者
が
一
緒

に
作
成
す
る
こ
と
で
、
学
校
外
で
の
子
ど

も
の
様
子
も
共
有
で
き
、
計
画
と
し
て
も

非
常
に
優
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
広
報
室

 

副
参
事
　
●
篠
原 

歩

く
接
す
る
な
ど
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

の
環
境
が
整
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。

̌
ࡀ
͔
Β
øÿ
ࡀ
ま
Ͱ
の

Ұ
؏
͠
ͨ
ࢧ
ԉ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
障
が
い
の
あ
る
子

へ
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
市
の
保
健
局
が

担
当
す
る
早
期
介
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
０
歳

か
ら
３
歳
の
誕
生
日
ま
で
の
発
達
障
が
い

の
可
能
性
が
あ
る
幼
児
が
療
育
や
支
援
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
支
援
は
サ

ー
ビ
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
付
き
、
家

族
と
協
力
し
幼
児
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て

そ
の
子
の
発
達
を
確
認
し
て
い
く
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
こ
の
支
援
で
は
保
護
者
の

金
銭
的
負
担
は
生
じ
な
い
が
、
生
ま
れ
て

間
も
な
い
頃
は
障
が
い
が
あ
る
か
ど
う
か

判
断
が
非
常
に
難
し
い
た
め
、
保
護
者
は

早
期
介
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
る
こ
と
に

抵
抗
が
あ
る
。
行
政
の
み
で
の
周
知
に
は

限
界
が
あ
る
た
め
、
保
護
者
へ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
は
全
米
小
児
科
医
協
会
や
各
宗
教
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
協
力
を
依
頼
し
、
保
護
者

に
早
期
介
入
を
伝
え
る
と
と
も
に
メ
デ
ィ

ア
を
通
じ
て
早
期
介
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
メ

リ
ッ
ト
を
宣
伝
し
て
い
る
。

子
ど
も
が
３
歳
に
な
る
と
市
の
支
援
の

主
体
は
教
育
局
に
移
る
。
こ
の
際
に
保
護

者
の
同
意
が
あ
れ
ば
、
保
健
局
と
教
育
局

が
一
緒
に
な
っ
て
、
そ
の
後
の
支
援
プ
ラ

ン
を
話
し
合
い
、
個
別
の
支
援
計
画
を
作

成
す
る
。
こ
の
計
画
は
18
歳
ま
で
が
対
象

で
、
高
等
学
校
卒
業
の
資
格
を
取
得
で
き

な
い
者
に
つ
い
て
は
、
21
歳
ま
で
延
長
し

૬
ޓ
Ͱ
ॿ
͚
߹
͏
ࣇ
ಐ
ੜ
ె

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
は
、
１
９

７
５
年
に
開
設
さ
れ
、
１
９
９
２
年
に
児

童
生
徒
数
の
増
加
に
よ
り
現
在
の
コ
ネ
チ

カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ
チ
に
移
転
し
た
。
グ

リ
ニ
ッ
チ
は
、
緑
豊
か
な
高
級
住
宅
街
が

広
が
る
非
常
に
の
ど
か
な
街
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
現
在
、
小
学
１
年
生
か
ら
中

学
３
年
生
ま
で
の
児
童
生
徒
が
約
１
３
０

人
、
特
別
支
援
学
級
に
は
３
人
が
在
籍
し

て
い
る
。
教
職
員
は
20
人
程
度
で
、
専
任

の
特
別
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
１
人

い
る
。
特
別
支
援
学
級
の
３
人
に
は
専
任

サ
ポ
ー
タ
ー
が
つ
い
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど

の
時
間
を
通
常
学
級
で
他
の
児
童
生
徒
と

一
緒
に
授
業
を
受
け
て
い
る
。
通
常
学
級

の
児
童
生
徒
は
、
特
別
支
援
学
級
の
子
ど

も
ら
を
「
障
が
い
者
」
と
見
ず
に
、「
同

じ
学
校
に
い
る
得
意
な
こ
と
も
苦
手
な
こ

と
も
あ
る
子
」
と
認
識
し
て
分
け
隔
て
な

海
外
調
査
報
告

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

ʕ༷ʑͳઐՈ͕Ұॹにࢧԉʕ
アメリカの障がい児幼少期支援と特別支援教育

ຊのোがいࢧࣇԉのはେ͖͘ڭҭとࢱにかれて͓り、૬ޓの࿈ܞや༮গظからのҰ؏したࢧ
ԉがしい。·た、ߦからೕ༮ظࣇのൃୡがؾになるࢠどものอऀޢにࢧԉをਃし入れてもஅられるέースがあり、
ݾա͝されて͖たେ人は、ࣾձの᫁のதでࣗݟԉがれてし·うという՝もある。ൃୡোがいをࢧどものࢠ
でにࣗの·ظྸֶ、い。そのたΊߴこす֬がىোがいをҾ͖࣍がԼし、うつපやదԠোがいなどのೋײఆߠ
ൃୡಛੑをཧղし、దなࢧԉを受けてࣾձੜ活にඞཁなૅج力をにつけることは、その人がࣾձで活༂する
う͑で、ඇৗにॏཁなことである。
ຊ調査では、ૣ͘からোがいࣇやその家のࢧԉやڭҭをߦっているアϝリΧ߹ऺ国χϡーϤーΫࢢのࢧԉを
調査した。

早期介入プログラムのカタログ
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や
解
体
作
業
を
見
学
す
る
と
と
も
に
、
渓

流
釣
り
や
キ
ノ
コ
狩
り
と
い
っ
た
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
を
盛
り
込
み
、
村
の
魅
力
を

様
々
な
角
度
か
ら
体
感
で
き
る
内
容
と
な

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
村
内
の
廃
校
を
活

用
し
た
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
提
携
し
て
、
食

事
や
宿
泊
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
村
内
経
済
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
の

み
な
ら
ず
、
参
加
者
と
村
民
の
交
流
も
活

発
に
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

エ
コ
ツ
ア
ー
は
東
京
や
大
阪
な
ど
の
道
外

大
都
市
圏
か
ら
の
参
加
者
や
リ
ピ
ー
タ
ー

も
多
く
、
関
係
人
口
の
創
出
に
も
寄
与
し

て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
業
以
外
に
も
、
酪
農
学
園

大
学
と
の
連
携
事
業
で
エ
ゾ
シ
カ
の
生
態

調
査
等
を
行
う
フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
供
や
ハ

ン
テ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
開
催
の
ほ
か
、

北
海
道
猟
友
会
興
部
支
部
西
興
部
部

会
へ
指
定
管
理
委
託
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
西
興

部
村
猟
区
管
理
協
会
（
管
理
協
会
）

の
要
望
に
応
じ
て
ハ
ー
ド
面
で
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
制
度
を
活
用
し
て
、
村
で
採

用
し
た
隊
員
を
当
協
会
へ
派
遣
し
て

い
る
。
と
り
わ
け
村
営
射
撃
場
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
も
あ
ま

り
例
の
な
い
こ
と
で
あ
り
、
当
村
が
ハ

ン
タ
ー
の
育
成
や
技
術
向
上
、
ひ
い

て
は
有
害
鳥
獣
対
策
に
熱
心
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

̣
̥
̤
๏
ਓ

ڵ
෦
ଜ
ྌ
۠


ཧ
ڠ
ձ
の
औ
Γ

Έ

管
理
協
会
で
常
勤
の
職
員
と
し
て
従
事

し
て
い
る
伊
吾
田
順
平
事
務
局
長
に
話
を

伺
っ
た
。

管
理
協
会
は
平
成
16
年
に
発
足
し
、
地

元
猟
友
会
員
等
32
人
（
調
査
当
時
の
平
成

30
年
10
月
時
点
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

管
理
協
会
で
は
、
エ
ゾ
シ
カ
の
個
体
数
管

理
や
ガ
イ
ド
の
同
伴
に
よ
る
安
全
な
狩

猟
、
村
外
ハ
ン
タ
ー
誘
致
、
狩
猟
者
育
成

な
ど
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
野
生
動
物
を

地
域
で
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
構
築
を
目
指

し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
活
動
の
一
環
と
し

て
、
募
集
型
エ
コ
ツ
ア
ー
の
定
期
的
な
開

催
（
平
成
29
年
度
は
４
回
開
催
）
の
ほ
か
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
日
程
、
金
額
に
応
じ
た
オ

ー
ダ
ー
メ
イ
ド
エ
コ
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て

い
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ


ڵ
෦
ଜ


の
ࢧ
ԉ

西
興
部
村
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
産
業

建
設
課
の
石
川
篤
係
長
に
話
を
伺
っ
た
と

こ
ろ
、
ジ
ビ
エ
振
興
に
係
る
村
の
役
割
は
、

次
の
施
設
整
備
が
中
心
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

○
西
興
部
村
鳥
獣
処
理
加
工
セ
ン
タ
ー

（
施
設
名「
西
興
部
ワ
イ
ル
ド
ミ
ー
ト
」）

捕
獲
し
た
鳥
獣
を
食
肉
と
し
て
処
理
・

加
工
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
過
疎
対
策
事

業
債
を
活
用
し
て
９
３
０
０
万
円
を
か
け

て
整
備
し
た
。
西
興
部
村
養
鹿
研
究
会
が

指
定
管
理
者
と
な
っ
て
い
る
。

○
西
興
部
村
鳥
獣
残
滓
等
処
理
施
設

鳥
獣
被
害
防
止
の
た
め
に
捕
獲
し
た
鳥

獣
の
処
理
・
加
工
で
生
じ
た
残
滓
（
骨
や

内
臓
な
ど
）
に
よ
る
土
壌
汚
染
や
地
下
水

汚
染
を
防
止
す
る
た
め
、
残
滓
の
廃
棄
量

の
減
少
を
目
的
に
、
国
の
鳥
獣
被
害
防
止

総
合
対
策
交
付
金
を
活
用
し
て
約
１
千
万

円
で
整
備
し
た
。
管
理
は
村
直
営
で
行
っ

て
い
る
。

○
西
興
部
村
射
撃
場

鳥
獣
被
害
対
策
の
担
い
手
と
な
る
ハ
ン

タ
ー
の
育
成
や
技
術
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
道
庁
の
地
域
づ
く
り
総
合
交
付

金
（
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
）
を
活
用
し

て
、約
２
７
０
０
万
円
を
か
け
て
整
備
し
、

国
内
調
査
報
告

北
海
道
西
興
部
村

Ҭのັྗをൃ৴͢るΤίπΞʔのऔりみɾւಓڵ෦ଜ
ジビエを活用したエコツーリズムによる地域振興

ۙ年、ੜௗ्による農࡞などのඃやそれにう営農意ཉのݮୀ、غ์࡞ߞ・農の増加、ं྆とのিಥ
、されていたั֫ௗ्をغをもたらしている。こうしたத、ैདྷഇڹなӨࠁଜにਂࢁのがੜ͡て͓り、農ނࣄ
ʮδϏΤʯとして༗ޮ活༻し、Ҭのॴಘにม͑、ੜௗ्をϚイφスのଘ在からϓラスのଘ在にม͑るऔりΈが
されている。
ւಓ౦෦にҐஔするڵ෦ଜでは、/10法人ڵ෦ଜྌ۠ཧڠձにより、ΤκγΧの༗ޮ活༻をਐΊるたΊ、
ΤκγΧのङྌやղ体のֶݟなどをΈࠐΜͩΤκγΧΤコツアーといったಛ৭あるऔりΈがల։されている。
これらのδϏΤを活༻したΤコツーリズϜによるҬ活ੑ化ྫࣄの調査を、ڵ෦ଜとཧڠձの̎Χॴで
。ったߦ

西興部村鳥獣処理加工センター（「西興部ワイルドミート」）
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獣
被
害
の
減
少
、
地
産
地
消
や
外
部
か
ら

の
エ
コ
ツ
ア
ー
参
加
等
に
よ
る
地
域
経
済

の
活
性
化
、
さ
ら
に
は
関
係
人
口
の
創
出

に
寄
与
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
ジ
ビ
エ
を

活
用
し
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み

に
よ
り
、
他
の
自
治
体
に
お
い
て
も
、
有

害
鳥
獣
駆
除
対
策
に
併
せ
て
、
地
域
に
あ

る
魅
力
を
最
大
限
に
活
か
す
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

国
内
調
査
グ
ル
ー
プ

菱
川 

拓
也
（
岡
山
県
か
ら
出
向
）

佐
藤 

秀
樹
（
青
森
県
田
子
町
か
ら
出
向
）

山
影 

奏
絵
（
高
知
県
高
知
市
か
ら
出
向
）

猟
を
は
じ
め
と
し
た
エ
ゾ
シ
カ
や
ジ
ビ
エ

に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
高
め
る
こ
と
に

貢
献
し
て
い
る
。

本
調
査
で
、
ジ
ビ
エ
を
活
用
し
た
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
に
あ
た
っ
て
、

管
理
協
会
と
村
が
各
々
の
役
割
を
明
確
化

し
、
着
実
に
実
践
す
る
こ
と
で
、
円
滑
な

推
進
を
図
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
進
め
て
い
く
上
で
大

切
な
こ
と
は
、
住
民
一
人
一
人
が
で
き
る

こ
と
、
す
べ
き
こ
と
、
得
意
な
こ
と
を
行

政
が
サ
ポ
ー
ト
、
応
援
し
な
が
ら
、
各
々

の
役
割
を
明
確
化
し
、
地
域
全
体
で
連
携

し
て
実
行
す
る
こ
と
で
あ
る
。
官
民
が
連

携
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
、
地
域
の
人
々

の
理
解
や
関
心
へ
と
つ
な
が
り
、
有
害
鳥

の
エ
コ
ツ
ア
ー
の
模
範
と
い
え
る
。

ま
と
め�

Ỗ

ຽ
の
ద

ͳ

ׂ

୲
Ͱ
ỏ


Ҭ
の
魅
力
Λ
࠷
େ
ݶ
׆
͔
͢
Ỗ

こ
れ
ま
で
エ
ゾ
シ
カ
は
有
害
鳥
獣
と
の

認
識
が
地
域
に
定
着
し
て
い
た
が
、
西
興

部
村
の
取
り
組
み
に
よ
り
イ
メ
ー
ジ
が
大

き
く
変
わ
り
、
地
域
資
源
と
し
て
捉
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
前
述
の
通
り
、
エ

ゾ
シ
カ
は
ジ
ビ
エ
肉
、
革
製
品
等
に
無
駄

な
く
利
用
さ
れ
、
ま
た
、
環
境
教
育
の
面

で
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
管

理
協
会
に
よ
る
狩
猟
の
担
い
手
育
成
な
ど

の
先
駆
的
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
、
村

内
に
留
ま
ら
ず
、
村
外
、
道
外
で
も
、
狩

捕
獲
し
た
シ
カ
の
皮
を
加
工
し
、
村
の
特

産
品
と
し
て
販
売
す
る
「
西
興
部
デ
ィ
ア

レ
ザ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
、
特
色
あ

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
。

日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
に
よ
れ
ば
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
定
義
は
「
資
源
の
保

護
＋
観
光
業
の
成
立
＋
地
域
振
興
の
融
合

を
目
指
す
観
光
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
旅

行
者
に
魅
力
的
な
地
域
資
源
と
の
触
れ
合

い
の
機
会
が
永
続
的
に
提
供
さ
れ
、
地
域

の
暮
ら
し
が
安
定
し
、
資
源
が
守
ら
れ
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
」
と
さ
れ

て
い
る
。
エ
コ
ツ
ア
ー
は
こ
れ
ら
の
考
え

方
に
基
づ
き
実
践
さ
れ
る
ツ
ア
ー
の
形
態

で
あ
り
、
西
興
部
村
の
事
例
は
ま
さ
に
こ

シカの革で作成したキーホルダー

解体作業の様子

ヒアリングの様子
地域おこし協力隊員の山中氏（左）　産業建設課の石川係長（右）
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水
は
す
べ
て
の
生
き
物
の
命
の
源

地
球
温
暖
化
・
環
境
汚
染
な
ど
の
環
境

問
題
は
、
地
球
的
規
模
で
深
刻
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
海
洋
ご
み
の
７
割
は
、

私
た
ち
の
身
近
な
河
川
か
ら
流
出
し
た
も

の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ご
み
の
中

で
も
と
り
わ
け
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

は
生
態
系
へ
の
深
刻
な
影
響
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。
水
は
、
人
間
を
は
じ
め
す
べ

て
の
生
き
物
の
命
の
源
で
あ
り
、
川
は
、

そ
の
通
り
道
で
す
。

私
た
ち
は
、「
き
れ
い
な
水
の
八
東
川

を
み
ん
な
で
守
る
」
を
合
言
葉
に
身
近
な

河
川
の
環
境
保
全
の
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
八
東
川
は
、
鳥
取
県
東
部
を
流

れ
て
日
本
海
に
注
ぐ
千
代
川
の
支
流
で
、

河
川
延
長
約
40
㌔
、
流
域
面
積
４
２
０
平

方
㌔
、
流
域
人
口
約
２
万
人
の
一
級
河
川

で
す
。

大
き
く
変
わ
っ
た
八
東
川

私
た
ち
の
生
活
と
密
着
し
た
身
近
な
八

東
川
は
、
か
つ
て
は
、
き
れ
い
な
水
や
豊

か
な
魚
、
安
ら
ぎ
の
風
景
を
恵
ん
で
く
れ

ま
し
た
。
近
年
、
そ
の
河
川
敷
は
一
面
が

葦
な
ど
の
雑
草
に
覆
わ
れ
、
川
面
に
さ
え

近
づ
け
な
く
な
り
、
た
く
さ
ん
い
た
魚
の

数
量
・
魚
種
と
も
激
減
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ビ
ニ
ー
ル
や

ビ
ン
・
カ
ン
・
金
属
な
ど
土
に
還
ら
な
い

ご
み
が
大
量
に
流
出
し
、
景
観
を
害
す
る

だ
け
で
な
く
、
水
質
汚
染
・
生
態
系
へ
の

影
響
も
懸
念
さ
れ
る
状
況
で
し
た
。

団
体
の
設
立
時
は�

４
人
で
ス
タ
ー
ト

こ
の
よ
う
な
八
東
川
の
現
状
を
何
と
か

し
な
け
れ
ば
と
声
を
上
げ
た
中
村
顕
前
理

事
長
を
中
心
に
、
ま
ず
は
同
級
生
に
呼
び

か
け
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
し
て

２
０
０
３
年
４
月
、
わ
ず
か
４
人
で
任
意

団
体
八
東
川
清
流
ク
ラ
ブ
を
発
足
さ
せ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
色
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
多

彩
な
経
験
を
積
ん
だ
人
々
の
入
会
も
あ

り
、会
員
は
次
第
に
増
え
て
22
人
と
な
り
、

２
０
０
８
年
10
月
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
八
東

川
清
流
ク
ラ
ブ
と
し
て
、
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。

八
東
川
の
再
生
を
目
指
し
て

私
た
ち
の
法
人
は
、
地
域
の
課
題
で
あ

る
八
東
川
の
再
生
に
向
け
て
、
①
き
れ
い

で
安
全
な
水
②
魚
や
水
生
生
物
が
豊
か
に

生
息
で
き
る
環
境
③
景
観
や
憩
い
の
場
の

確
保
、
に
貢
献
す
る
活
動
を
幅
広
い
地
域

住
民
の
参
加
を
得
て
実
施
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
ま
す
。

身
近
な
河
川
の
環
境
問
題
、
と
り
わ
け

ご
み
な
ど
に
よ
る
汚
染
の
要
因
は
、「
人
」

に
起
因
す
る
と
こ
ろ
が
極
め
て
大
き
い
と

言
え
ま
す
。
こ
の
た
め
、
ご
み
回
収
の
ク

リ
ー
ン
作
戦
な
ど
直
接
的
な
環
境
保
全
活

動
の
ほ
か
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
住
民

へ
の
環
境
啓
発
を
重
要
視
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
主
な
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

○
Ϋ
Ϧ
ー
ン
Ξ
ỽ
ϓ
େ
࡞
ઓ
͝
Έ
̍
ɾ
̒
Ἁ

環
境
美
化
と
水
質
維
持
を
図
る
た
め
、

河
川
敷
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
・
ビ
ン
・
カ

ン
・
金
属
類
等
の
土
に
還
ら
な
い
ご
み
の

回
収
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
初
は
、
当
法
人
の
単
独
主
催
で
始
め

ま
し
た
が
、
最
近
で
は
、
鳥
取
県
及
び
流

域
の
八
頭
町
、
若
桜
町
並
び
に
鳥
取
環
境

大
学
と
の
５
者
に
よ
る
実
行
委
員
会
を
組

織
し
、
当
法
人
が
事
務
局
を
務
め
て
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
。
地
域
の
諸
団
体
や
住

民
参
加
を
得
て
参
加
者
は
３
０
０
人
を
超

え
、
回
収
ご
み
量
は
総
量
約
１
・
６
㌧
と

な
り
ま
し
た
。
今
で
は
、
地
域
に
欠
か
せ

͖
Ε
͍
ͳ
ਫ
ͷ
ീ
౦

を

�

Έ
Μ
ͳ
Ͱ
क
Δ
׆
ಈ

Ỗ
҆
શ
ͳ
ਫ
ɾ
๛
͔
ͳ
ڕ
ɾ
ܜ
͍
ͷ
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―
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ͷ
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ੜ
を

ࢦ
͠
て
Ỗ

矢
部
　
博
祥

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
八
東
川
清
流
ク
ラ
ブ

理
事
長

ஂମプϩϑィーϧ
ઃཱʹ  �����݄ 

（๏ਓԽ　������݄）
දऀʹཧ事長ʹ矢部 博祥
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NPO法人
八東川清流クラブ
（鳥取県八頭町）
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な
い
行
事
で
す
。

○
Տ

ͷ
༡
ͼ
場
ͮ
͘
Γ
ổ

מ
Γ

景
観
保
持
と
水
辺
の
遊
び
場
づ
く
り
の

た
め
、
河
川
敷
に
生
い
茂
っ
た
葦
の
草
刈

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
整
備
し
た
河
川
敷

は
、
当
法
人
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
も

活
用
し
ま
す
。

○

໘
ʹ
߾
͘


ổ

༡
ͼ
ϑ
ỻ
ε
タ

小
学
校
児
童
を
対
象
に
遊
び
を
通
し
て

川
の
環
境
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め

の
イ
ベ
ン
ト
事
業
で
す
。
カ
ヌ
ー
遊
び
・

会
員
の
サ
ポ
ー
ト
で
作
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
筏
で
の
川
下
り
・
魚
の
つ
か
み
取
り
・

水
中
生
き
物
さ
が
し
な
ど
に
興
じ
る
子
ど

も
た
ち
か
ら
川
面
に
歓
声
が
轟
き
ま
す
。

大
人
も
含
め
て
約
２
０
０
人
も
の
人
が
参

加
し
ま
す
。

○
খ
ֶ
ߍ

ͷ

ڥ
ֶ
श
ࢧ
ԉ

八
頭
町
内
の
小
学
校
の
総
合
学
習
ま
た

は
社
会
科
授
業
等
の
時
間
に
環
境
保
護
に

関
す
る
出
前
授
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

水
の
大
切
さ
・
森
の
大
切
さ
・
川
の
生
き

物
・
川
の
魚
の
生
息
状
況
な
ど
の
座
学
の

ほ
か
、
水
質
・
水
生
生
物
の
現
地
調
査
な

ど
、
年
間
10
回
程
度
行
っ
て
い
ま
す
。

○
ਫ
࣭
ɾ
ਫ
ੜ
ੜ

ௐ
ࠪ

試
薬
に
よ
る
検
査
及
び
水
生
昆
虫
に
よ

る
水
質
調
査
の
ほ
か
、
水
中
カ
メ
ラ
や
水

中
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
、
許
可
を
得
て
の
刺
し

網
利
用
な
ど
に
よ
り
、
激
減
し
て
い
る
魚

の
生
息
状
況
も
調
査
し
て
い
ま
す
。
水
質

は
、お
お
む
ね
「
き
れ
い
（
水
質
階
級
Ⅰ
）」

を
キ
ー
プ
し
て
い
ま
す
が
、
私
ど
も
の
子

ど
も
時
代
で
あ
る
60
年
ほ
ど
前
に
比
べ
て

魚
種
は
約
半
分
に
、
生
息
数
は
十
分
の
一

以
下
に
減
少
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た

啓
発
活
動
も
フ
ル
に

原
則
と
し
て
毎
月
発
行
し
て
い
る
会
報

を
公
民
館
・
図
書
館
な
ど
に
配
布
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
団
体
の
活
動
内
容
な
ど
を
Ｐ

Ｒ
、
八
頭
町
主
催
イ
ベ
ン
ト
や
所
属
す
る

千
代
川
流
域
圏
会
議
が
主
催
す
る
千
代
川

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
出
展
、
３
年
に
１

回
程
度
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
な
ど

一
般
住
民
へ
の
啓
発
活
動
に
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
私
た
ち
の
行
っ
て
い
る
事
業

す
べ
て
が
啓
発
に
つ
な
が
る
と
の
考
え
か

ら
町
報
・
県
広
報
紙
・
各
種
団
体
等
の
機

関
誌
や
テ
レ
ビ
、
新
聞
と
い
っ
た
マ
ス
コ

ミ
へ
の
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。
活
字
媒
体
・
電
子
媒
体
に
取

り
上
げ
ら
れ
た
回
数
は
、
法
人
化
以
来
10

年
間
で
73
回（
地
域
情
報
誌
な
ど
を
含
む
）

に
上
り
ま
す
。

描
い
た
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を�

基
に
継
続

会
員
の
高
齢
化
の
不
安
も
あ
り
ま
す

が
、
既
に
策
定
し
て
い
る
「
中
長
期
ビ
ジ

ョ
ン
」を
指
針
と
し
て
、「
継
続
は
力
な
り
」

を
肝
に
銘
じ
、
地
域
の
皆
様
の
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
さ
ら
に
事
業
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
き
れ
い
で
安
全
な
水
、
た

く
さ
ん
の
魚
、
そ
こ
か
し
こ
で
人
々
が
憩

う
姿
が
見
ら
れ
る
八
東
川
を
夢
見
な
が
ら
。水質・水生生物調査

小学校への環境学習支援

八東川クリーンアップ大作戦（回収作業）

川遊びフェスタ in 八東川参加者
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昨
年
２
月
24
日
に
公
選
第
21
代
岐
阜
市
長
に
就
任
し
、
２
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。「
岐
阜
を
動
か
す
」
を
掲
げ
、
政
策
総
点
検
や

若
手
職
員
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
政
策
立
案
、
課
題
解
決

に
向
け
た
方
向
性
の
決
断
な
ど
、
１
年
目
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と

は
、
概
ね
着
手
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
度
予
算
で
は
、
５
つ
の
政
策
の
ベ
ク
ト
ル
を
示
し

ま
し
た
。「
こ
ど
も
フ
ァ
ー
ス
ト
」「
観
光
振
興
」「
中
心
市
街
地

活
性
化
と
都
市
基
盤
整
備
」「
広
域
連
携
」「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
」
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
就
任
後
に
市
役
所
各
部
の
話
を
聴
き
、

情
報
や
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
政
治
家
と
し
て
温
め
て
き
た
政
策
と

も
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
決
定
し
ま
し
た
。

「
こ
ど
も
フ
ァ
ー
ス
ト
」
で
は
、
本
年
10
月
に
予
定
さ
れ
て
い

る
幼
児
教
育
の
無
償
化
を
見
据
え
、
幼
児
教
育
が
子
ど
も
た
ち
の

成
長
や
未
来
に
与
え
る
可
能
性
を
評
価
す
る
観
点
か
ら
、
教
育
委

員
会
に
幼
児
教
育
課
を
新
た
に
設
置
し
、「
幼
児
教
育
推
進
プ
ラ

ン
」
策
定
を
目
指
し
ま
す
。
幼
・
保
・
小
の
連
携
を
進
め
る
た
め

の
合
同
研
修
会
の
継
続
、
ま
た
家
庭
教
育
の
支
援
な
ど
を
考
え
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
全
国
を
見
る
と
、
登
下
校
時
に
子
ど
も
が
犯

罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
事
件
や
、
児
童
虐
待
に
よ
り
子
ど
も
の
命
が

失
わ
れ
る
事
件
が
起
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
民
間
事
業
者

が
提
供
す
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
位
置
情
報
を
活
用
し
た
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
を

導
入
す
る
ほ
か
、
子
ど
も
・
若
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
「
エ
ー
ル

ぎ
ふ
」
に
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
を
設
置
す
る
な
ど
、
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
行
い
ま
す
。

「
観
光
振
興
」
で
は
、「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
（
都
市
に
対
す
る

市
民
の
誇
り
）」
を
醸
成
す
る
た
め
、
岐
阜
城
、
岐
阜
公
園
、
長

良
川
と
い
っ
た
地
域
資
源
を
最
大
限
に
生
か
し
ま
す
。
ま
た
、
明

智
光
秀
公
を
主
役
と
し
た
２
０
２
０
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
麒
麟
が
く
る
」
放
映
に
向
け
、
大
河
ド
ラ
マ
推
進
課
の
新
設
や
、

岐
阜
市
歴
史
博
物
館
２
階
に
お
け
る
大
河
ド
ラ
マ
館
設
置
の
ほ

か
、
岐
阜
県
や
関
係
市
町
、
各
団
体
、
民
間
企
業
な
ど
と
の
連
携

を
進
め
ま
す
。
特
に
岐
阜
城
で
は
、
昨
年
度
の
発
掘
調
査
等
に
よ

り
、
新
た
な
石
垣
群
や
鉄
の
矢
じ
り
が
発
見
さ
れ
る
な
ど
大
き
な

成
果
を
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
金
華
山
に
お
け
る
調
査
箇
所
を
増

や
し
、
今
後
の
整
備
に
向
け
た
計
画
を
具
体
化
す
る
予
定
で
す
。

「
中
心
市
街
地
活
性
化
と
都
市
基
盤
整
備
」
で
は
、
高
島
屋
南

地
区
の
市
街
地
再
開
発
を
進
め
る
と
と
も
に
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ま
ち
づ
く
り
を
加
速
す
る
た
め
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
事

業
を
行
い
、
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
育
成
や
遊
休
不
動
産
の
利
活

用
を
促
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
年
１
月
に
完
成
し
た
Ｊ
Ｒ
岐
阜
駅

東
の
再
開
発
ビ
ル
「
岐
阜
イ
ー
ス
ト
ラ
イ
ジ
ン
グ
24
」
で
リ
モ
ー

ト
オ
フ
ィ
ス
設
置
実
証
実
験
を
行
う
こ
と
、
広
域
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
を
、
近
隣
市
町
と
の
広
域
連
携
に
重
点
を
置
い
て

行
う
こ
と
な
ど
、
岐
阜
の
価
値
を
高
め
る
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

の
投
資
を
行
い
ま
す
。

「
広
域
連
携
」
で
は
、
既
に
始
動
し
て
い
る
岐
阜
県 

大
河
ド
ラ

マ
「
麒
麟
が
く
る
」
推
進
協
議
会
の
ほ
か
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス

タ
ー
ズ
２
０
１
９
ぎ
ふ
清
流
大
会
、
エ
ン
ジ
ン
01
文
化
戦
略
会
議

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
in
岐
阜
（
仮
称
）
な
ど
を
中
心
に
、
岐
阜
県

と
協
力
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、
全
国
や
名
古
屋
都
市
圏

に
向
け
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化
す
る
こ
と
な
ど
、
移
住
・
定

住
・
観
光
振
興
に
繋
が
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

こ
う
し
た
毎
年
度
の
事
業
に
加
え
、
未
来
を
見
据
え
た
中
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
施
策
も
重
要
で
す
。
岐
阜
大
学
・
名
古
屋
大

学
の
運
営
法
人
統
合
が
視
野
に
入
る
中
、
岐
阜
市
立
岐
阜
薬
科
大

学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
岐
阜
大
学
近
接
地
に
整
備
・
統
合
し
、
医
学
・

薬
学
・
工
学
・
獣
医
学
の
連
携
に
よ
る
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
拠
点

を
目
指
す
こ
と
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
（
株
）
や
（
株
）
ト
ヨ
タ
オ
ー

ト
モ
ー
ル
ク
リ
エ
イ
ト
と
の
包
括
連
携
協
定
を
生
か
し
、
自
動
運

転
技
術
の
社
会
実
装
を
見
据
え
た
研
究
を
進
め
る
こ
と
、

２
０
２
７
年
の
リ
ニ
ア
イ
ン
パ
ク
ト
ま
で
に
Ｊ
Ｒ
岐
阜
駅
周
辺
の

再
開
発
を
進
め
る
こ
と
な
ど
、ま
ち
づ
く
り
は
待
っ
た
な
し
で
す
。

中
枢
中
核
都
市
と
し
て
、
岐
阜
都
市
圏
の
牽
引
役
を
果
た
せ
る

よ
う
、
岐
阜
市
は
躍
動
し
続
け
ま
す
。

岐阜市長 柴橋　正直

躍動する岐阜市
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表
紙

３
万
輪
の
池
泉
牡
丹

（
島
根
県
松
江
市
）

島
根
県
と
鳥
取
県
の
県
境
・
中
海
に
浮
か
ぶ
花
の
島
、　

大
根
島
。
肥
沃
な
地
質
が
必
要
な
「
牡
丹
」
の
栽
培
に

適
し
、
日
本
一
の
生
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

周
囲
12
キ
ロ
の
小
さ
な
火
山
島
に
山
陰
最
大
級
の
池

泉
回
遊
式
日
本
庭
園
「
由
志
園
」
は
あ
り
ま
す
。
門
を

く
ぐ
れ
ば
、
そ
こ
は
出
雲
風
景
を
模
し
た
庭
造
り
。
新

田
松
（
潮
よ
け
の
黒
松
）
や
中
海
に
見
立
て
た
大
き
な

池
泉
が
、
静
か
な
別
世
界
へ
と
い
ざ
な
い
ま
す
。

木
々
の
緑
が
萌
え
る
春
、
由
志
園
の
牡
丹
が
開
花
の

時
を
迎
え
、園
内
は
優
し
い
花
の
香
り
に
包
ま
れ
ま
す
。

一
番
の
見
頃
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
。
２
５
０
種
の

牡
丹
が
満
開
と
な
り
、
３
万
輪
の
牡
丹
が
庭
園
の
池
を

埋
め
尽
く
す
池
泉
牡
丹
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
日
本
一
の

牡
丹
生
産
地
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
贅
沢
な
風
景
を
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

 

問
い
合
わ
せ
先
＝
日
本
庭
園
　
由
志
園

 

（
０
８
５
２
‐
７
６
‐
２
２
５
５
）

 

（
写
真
提
供
＝
日
本
庭
園
　
由
志
園
）

ＧＷ最終日に池に浮かぶ紅白の牡丹

 1 巻頭エッセー／「元気とやま」の創造をめざして 石井隆一（富山県知事）

特　集 女子力を活かして地域活性化

レギュラーリポート

 2  農村女性起業が地域づくりに果たす役割と可能性 岩崎由美子（福島大学行政
政策学類教授）

 6 宮城県南三陸町 震災被災地で女性活躍の場づくり 栗林美知子

 8 東京都北区 このまちを共に守る！ 小澤浩子

 10 愛媛県松山市 子育て中の女性が中心となって人や地域を育てる 髙橋浩子

 12  意思決定の場への女性の参画が必要 吉田真晃（内閣府男女共同参画局
総務課企画官 ）

基調論文

副基調論文

“ がんばる地域 ”応援事業　岡山県矢掛町
地域×デザインをきっかけに地域の魅力を発信
 土田正雄

地方創生実践塾　愛知県岡崎市
地方創生の要は、持続する中小企業の活性化
 秋元祥治

平成30年度土日集中セミナー
心を動かすリーダーシップの秘訣―やねだん東京塾
広報室だより
「コト」や「ヒト」にも焦点を当てて情報発信を
海外調査報告　イタリア
農業体験や宿泊を通して魅力を発信

16

18

20

海外調査報告　アメリカ合衆国・ニューヨーク市
アメリカの障がい児幼少期支援と特別支援教育
国内調査報告　北海道西興部村
ジビエを活用したエコツーリズムによる地域振興
地域づくりの現場から
NPO法人八東川清流クラブ　鳥取県八頭町
きれいな水の八東川をみんなで守る活動
 矢部博祥

首長の思い

躍動する岐阜市 柴橋正直（岐阜市長）

24

26

28

23

21

22

●北海道・青森県 津軽海峡をまたいで地域おこし 島　康子
●福島県会津若松市 「あねさま」たちがまちを元気に 山崎捷子
●東京都豊島区 「わたしらしく、暮らせるまち。」を目指して 清水美希
●新潟県新潟市 「ここでしか出会えないモノ・ヒト・空間」をコンセプトに 高岡はつえ
●愛知県豊橋市 女子高校生の自由な発想と行動力で繋がりを創出 桑名闘志也
●京都府綾部市 コミュニティナースが地域を元気に 松村利香、鍋島野乃花
●和歌山県有田川町 女子会を結成、女性の力でまちの魅力アップ 楠部睦美
●鳥取県米子市 潜在看護師を活用し保険適用外サービスを提供 神戸貴子
●宮崎県美郷町 届けるのはお弁当とまごころ 黒木和子

【特集編では基調論文、全12事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】

  グラビア

表3 手前みそですが… 【山形県長井市】

長井市は、山形県の南部置賜地区に位置
し、西に朝日山地、東に出羽丘陵を眺

める盆地地帯です。「長井」という地名の由
来は、「水の集まるところ」で、市内を縦横
に巡る水路が、最上川舟運で栄えた歴史を
今に伝える「水」の豊かなまちです。

平 成30年2月 に は、 風 景 の 国 宝 で あ る
「重要文化的景観」に選定されるなど、先人
たちが築いてきた良き文化や風景が、脈々
と受け継がれ、四季を通して、樹齢1200年
の桜、白一色のつつじ、可憐なあやめなどの花々が咲き誇り、訪れる人
の心を癒してくれます。

また、長井市は競技用けん玉の生産量が日本一で、市街地には誰でも
けん玉を体験できるスポットがあり、子どもから大人まで、多くの人々
が集い、日々技を磨いています。

長井市の食といえば、「馬肉ラーメン」です。古くから馬肉を食べる
習慣があり、現在も市内のお店では馬肉料理が提供されています。店舗
ごとに個性があり、何度 も食べたくなる味です。

█あやめ公園
全国的にも貴重な品種「長井古種」を含む500種 100万本の可憐な花が咲き誇る。
見頃は６月中旬～７月上旬

水
と
緑
と
花
の
ま
ち

長
井

長井市

山
形
県

242

█
白
つ
つ
じ
公
園

樹
齢
７
５
０
余
年
の
古
木
を
は
じ
め
、
約

３
０
０
０
株
が
咲
き
揃
う
と
、
ま
る
で
雪

が
積
も
っ
た
よ
う
な
純
白
の
世
界
が
広
が

る
。
見
頃
は
５
月
中
旬
〜
下
旬

█
三
淵
渓
谷

多
く
の
神
秘
と
伝
説
を
伝
え
る
長
井
の
聖

地
。
ボ
ー
ト
ツ
ー
リ
ン
グ
も
行
わ
れ
て
い
る

█
旧
長
井
小
学
校
第
一
校
舎

80
年
以
上
に
渡
っ
て
児
童
を
見
守

り
続
け
て
き
た
校
舎
が
、
平
成
31

年
4
月
に
学
び
と
交
流
の
拠
点
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
る

█ながい黒獅子まつり
古くから長井に伝わる伝統神
事。5月には、市内 10 数社
が一堂に会してまつりが行わ
れる

█けん玉
長井市の特産品として、競技
用けん玉の他、チャレンジし
やすい福祉用けん玉も市内の
店舗で購入できる。けん玉ペ
インティング体験も実施中

█馬肉ラーメン
馬肉チャーシューが乗った
ラーメンで、店舗ごとに違っ
た味が楽しめる

█地酒
市内３つの蔵元で、長井の美味
しい水を使って作った日本酒

地域づくり 4月号
2019 年 4 月 1 日発行　編集・発行＝一般財団法人地域活性化センター
東京都中央区日本橋2-3-4 日本橋プラザビル13階 電話03-5202-6131（代）
https://www.jcrd.jp/　印刷・製本／株式会社太平印刷社

法律で許可された場合以外に本誌からの無断転載を禁止します
落丁・乱丁はお取り替えします。編集室（03-5202-6139）E-mail：hensyuu6139@jcrd.jp まで、ご連絡下さい。

地域活性化
センターからの
メールマガジン
登録はこちら

04月号本編_表2-3_再永.indd   すべてのページ 2019/03/13   16:17



地
域
づ
く
り
4
月
号
（
通
巻
３
５
８
号
）

女子力を活かして地域活性化

ຊࢽɺ ͷࣾձݙߩใۀࣄͱͯ͠ॿΛड͚࡞͞ΕͨͷͰ͢

平
成
úø
年
�
月
�
日
　
一
般
財
団
法
人
　
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
発
行

2019

ISSN  1340-8917ຊฤ

明日をひらく地域活性化のための情報誌

4

04月号本編_00_表1-4_再永.indd   すべてのページ 2019/03/13   16:13



地
域
づ
く
り
4
月
号 

特
集
編
（
通
巻
３
５
８
号
）　

女
子
力
を
活
か
し
て
地
域
活
性
化　

平
成
31
年
4
月
1
日
　
一
般
財
団
法
人
　
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
発
行

2019 年 4月１日発行　編集・発行＝一般財団法人地域活性化センター　©2019  jcrd.jp
東京都中央区日本橋 2-3-4 日本橋プラザビル 13階 電話 03-5202-6131（代）https://www.jcrd.jp/　印刷・製本／株式会社太平印刷社

本誌は、 の社会貢献広報事業として助成を受け作成されたものです

特集編

2019

4
ISSN  1340-8917

目 次 グラビア表2

基調論文／岩崎由美子
農村女性起業が地域づくりに果たす役割と可能性

北海道・青森県／島　康子
津軽海峡をまたいで地域おこし

宮城県南三陸町／栗林美知子
震災被災地で女性活躍の場づくり

福島県会津若松市／山崎捷子
「あねさま」たちがまちを元気に

東京都北区／小澤浩子
このまちを共に守る！

東京都豊島区／清水美希
「わたしらしく、暮らせるまち。」を目指して

新潟県新潟市／高岡はつえ
「ここでしか出会えないモノ・ヒト・空間」をコンセプトに

2～5

6～7

8～9

10～11

12～13

14～15

16～17

18～19

20～21

22～23

24～25

26～27

28～29

30～33

愛知県豊橋市／桑名闘志也
女子高校生の自由な発想と行動力で繋がりを創出

京都府綾部市／松村利香、鍋島野乃花
コミュニティナースが地域を元気に

和歌山県有田川町／楠部睦美
女子会を結成、女性の力でまちの魅力アップ

鳥取県米子市／神戸貴子
潜在看護師を活用し保険適用外サービスを提供

愛媛県松山市／髙橋浩子
子育て中の女性が中心となって人や地域を育てる

宮崎県美郷町／黒木和子
届けるのはお弁当とまごころ

副基調論文／吉田真晃
意思決定の場への女性の参画が必要

女子力を活かして
地域活性化

04月号特集編_00_表1-4_再永.indd   すべてのページ 2019/03/14   15:17



女子力を活かして地域活性化

宮城県南三陸町（p８-９）
パン・菓子の共同加工場の利用者たちが出店した「ひころマルシェ」
2 北海道・青森県（p６-７）

マグロの尾ビレを表現しているマグ女のポーズ、小顔効果もあり
1

福島県会津若松市（p10-11）
ハイカラさんに逢える街パレード
3東京都北区（p12-13）

女性消防団員による工具の使用訓練
4

東京都豊島区（p14-15）
百貨店屋上での図書館司書によるわくわくおはなし会
5新潟県新潟市（p16-17）

沼垂テラス商店街の朝市イベント
6

●5 ●4

●6

●1

●2
●3

女
性
の
意
見
や
ニ
ー
ズ
を
反
映
す
る
工
夫

地
域
や
企
業
に
お
い
て
女
性
の
活
躍
を
推
進
し
て
い
く

上
で
重
要
な
こ
と
は
、
地
域
や
組
織
の
ト
ッ
プ
が
女
性
活

躍
を
重
要
な
方
針
と
し
て
打
ち
出
し
、
そ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
を
繰
り
返
し
伝
え
る
こ
と
、
そ
し
て
具
体
的
に
実
行

し
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
の
際
、
当
事
者
で
あ
る
女
性
の

声
を
聴
く
た
め
に
、
女
性
を
構
成
員
と
す
る
委
員
会
を
作

り
、
提
言
を
得
て
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
、
一
つ
の

効
果
的
な
方
法
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

意
思
決
定
層
が
男
性
中
心
と
い
う
場
合
、ど
う
し
て
も
、

女
性
の
視
点
か
ら
考
え
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
り
、
配
慮

が
行
き
届
か
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
意
思

決
定
過
程
に
女
性
が
参
画
す
る
こ
と
が
大
事
で
は
あ
る
の

で
す
が
、
ま
ず
は
、
固
定
的
性
別
役
割
分
担
を
前
提
に
し

た
意
思
決
定
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
男
性
中
心
の
意
思
決

定
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
女
性
の
観
点
や
意
見
は
入
っ
て

い
る
か
、
無
意
識
の
偏
見
（
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア

ス
）
が
入
っ
て
い
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
意
識
的
に

チ
ェ
ッ
ク
し
、
女
性
の
声
を
丁
寧
に
聞
く
と
い
う
こ
と
が

重
要
で
す
。

地
域
で
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

ま
た
、
地
域
に
お
い
て
女
性
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
す
る
た
め
の
力
を
つ
け
る
研
修
事
業
を
行
っ
て
い
る
自

治
体
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
仙
台
市
の
男
女
共
同
参
画

財
団
で
は
、
参
加
者
同
士
の
学
び
合
い
や
実
践
的
な
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
通
し
て
、
地
域
課
題
の
解
決
や
組
織
の
目

標
達
成
に
必
要
な
力
を
磨
く
と
と
も
に
、
自
分
の
強
み
を

意
思
決
定
は
男
性
ば
か
り
の
会
合
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
当

然
、と
い
う
固
定
的
な
考
え
や
習
慣
が
な
い
で
し
ょ
う
か
。

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
が
２
０
１
６
年
度
に
行
っ
た
調

査
研
究
「
持
続
可
能
な
自
治
会
活
動
に
向
け
た
男
女
共
同

参
画
の
推
進
に
つ
い
て
」
で
は
、
女
性
が
自
治
会
長
に
な

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
①
多
様
な
自
治
会
の
担
い
手
に
よ
る

持
続
可
能
な
自
治
会
運
営
が
可
能
に
な
る
こ
と
に
加
え
、

②
運
営
に
多
様
な
視
点
が
生
ま
れ
る
、
③
地
域
を
よ
く
知

り
、
細
か
い
配
慮
の
あ
る
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
、

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
④
女

性
の
方
が
比
較
的
話
し
や
す
い
た
め
住
民
と
の
交
流
が
進

ん
だ
と
い
っ
た
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
。
自
治
会
の
運
営
な

ど
に
女
性
の
意
見
や
声
が
十
分
に
反
映
さ
れ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

政
治
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

住
民
に
身
近
な
問
題
な
ど
を
議
論
す
る
地
方
議
会
な
ど

へ
の
女
性
の
参
画
も
重
要
で
す
。
２
０
１
８
年
４
月
時
点

で
、
地
方
議
会
議
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は
、
都
道
府

県
で
10
・
１
％
、
市
区
町
村
で
13
・
１
％
と
低
く
、
市
区

町
村
議
会
の
２
割
で
は
女
性
議
員
が
一
人
も
い
な
い
状
況

で
す
。
２
０
１
８
年
５
月
に
、「
政
治
分
野
に
お
け
る
男

女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」が
成
立
し
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
国
の
衆
議
院
・
参
議
院
だ
け
で
は
な
く
、

地
方
議
会
も
対
象
と
し
て
お
り
、
政
党
等
の
政
治
活
動
の

自
由
を
確
保
し
つ
つ
、
男
女
の
候
補
者
の
数
が
で
き
る
限

り
均
等
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
が
基
本
原
則
と
し
て

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
閣
府
で
は
、
各
都
道
府
県
、
市

区
町
村
の
議
会
に
お
け
る
女
性
割
合
を
見
え
る
化
し
た

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

活
か
し
た
リ
ー
ダ
ー
像
を
描
け
る
よ
う
、「
地
域
版
女
性

リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、自
信
を
深
め
、

仲
間
と
つ
な
が
り
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
地
域
づ

く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
さ
ら
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

お
わ
り
に

現
在
、
政
府
は
、「
女
性
が
輝
く
社
会
」
の
実
現
を
目

指
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
経
済
分
野
、
地
域
づ

く
り
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
様
々
な
分
野
で
女
性
の
活
躍

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
女
性
の
活
躍
は
、
担
い
手
が
増
え

る
と
い
う
点
だ
け
で
は
な
く
、
男
性
中
心
の
職
場
や
地
域

社
会
に
対
し
て
多
様
な
視
点
を
提
供
し
、
女
性
や
子
育
て

を
含
め
た
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
、
よ
り
魅
力
的
な

地
域
を
つ
く
る
原
動
力
に
も
な
り
ま
す
。

女
子
力
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
上
で
、
本
稿
に
お
い
て
紹
介
し
た
も
の
を
含
め
て
、
既

に
様
々
な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
、
好
事
例
、
行
政
等
に
よ
る
支
援

の
事
例
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
（
ま
た
は
、
女
性
セ
ン
タ
ー
）
に
お
い
て
は
、
女
性
の

抱
え
る
様
々
な
問
題
の
解
決
や
女
性
の
社
会
参
画
を
目
的

と
し
て
、
情
報
提
供
や
相
談
、
研
修
事
業
や
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
蓄
積
が
女
性
や
地

域
の
行
政
・
団
体
に
積
極
的
に
活
用
さ
れ
、
ま
た
、
地
域
の

行
政
が
女
性
支
援
団
体
を
含
め
関
係
機
関
の
有
機
的
な
連

携
を
図
っ
て
い
く
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
女
性
の
活
躍
や
地
域

の
活
性
化
が
さ
ら
に
進
ん
で
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
注
）
所
属
す
る
組
織
全
体
の
見
解
を
示
す
も
の
で
あ
り

ま
せ
ん
。
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京都府綾部市（p20-21）
コミナスの部屋では、身体や暮らしの「？」を分かりやすくお話
しています

8 愛知県豊橋市（p1�-1�）
首都圏の物産展でのPR活動。JKが店頭に立つと特産品が飛ぶ
ように売れ始める

7

●12
鳥取県米子市（p24-25）

潜在看護師を活用した「わたしの看護婦さん®」
でのミーティング風景

10

愛媛県松山市（p26-27）
３カ月に１回実施のワーキングマザーランチ会
11宮崎県美郷町（p2�-2�）

お弁当配達と見守り活動
12

●7
●9
●8

●6

●11

●10
和歌山県有田川町（p22-23）

有田川町女子会の会合
9



特 集
は
じ
め
に

本
稿
で
は
、

ࢁ
ړ
村
の
女
性
に
よ
る
地
域
活
性
化
の

取
り
組
み
に
য
点
を
当
て
、
女
性
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の

ಛ

と
ࠓ
ޙ
の
課
題
に
つ
い
て
ड़

て
い
き
た
い
。

近
年
、
女
性

業
者
た
ち
の
さ
ま
͟
ま
な
活
動
が
、
ݫ

し
い

ڥ
に
あ
る

業
・

村
の
現
場
を
活
性
化
さ
せ
て

い
る
。

業
経
営
へ
の
共
同
参
画
や
෦

分
担
に
お
い
て

力
を
発
揮
す
る
女
性
、

ച
所
や

࢈
加

、
グ
リ
ー
ン
・

π
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
ى
業
活
動
で
地
域
活
性
化
に
ߩ
ݙ
す

る
女
性
、
そ
し
て
、

業
委
員
、
̟
̖
役
員
な
ど
と
し
て
、

地
域
の
方
針
決
定
の
場
で
政
ࡦ
立
Ҋ
・
提
言
を
行
う
女
性

な
ど
、
そ
の
活
躍
は
目
֮
ま
し
い
。


ࢁ
ړ
村
に
お
け
る
女
性
の
参
画
に
関
し
て
は
、

１
̕
̕
２
年
の
「

ࢁ
ړ
村
女
性
Ϗ
δ
ἀ
ン
」（

ྛ
ਫ

࢈
ল
）
の
ࡦ
定
を
ൽ

り
に
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
き
た
。
中
で
も
１
̕
̕
̕
年
は
、
৯
ྉ
・

業
・

村

基
本
法
ୈ
ùý

で
「
女
性
の
参
画
の
ଅ
進
」
が
規
定
さ
れ
、

同
年
成
立
し
た
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
と
と
も
に
、


村
の
男
女
共
同
参
画
の
અ
目
の
年
と
な
っ
た
。

２
０
１
５
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
ୈ
４
࣍
男
女
共
同
参
画

基
本
ܭ
画
で
は
、「

ࢁ
ړ
村
に
お
け
る
政
ࡦ
・
方
針
決

定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
֦
大
」
と
と
も
に
、「

ࢁ
ړ

村
に
お
け
る
女
性
が
ಇ
き
や
す
い

ڥ
の

උ
、
意
識
と

行
動
の
ม
ֵ
」
が
ܝ
げ
ら
れ
て
い
る
。

本
稿
で
と
り
あ
げ
る
「

村
女
性
ى
業
」
は
、

࢈


加

や

ച
所
、

Ո
レ
ス
ト
ラ
ン
や

Ո
民
॓
な
ど
、

身
の
ճ
り
の
地
域
ࢿ
ݯ
や
生
活
ٕ
ज़
を
活
用
し
な
が
ら
女

性
が
ओ
体
的
に
行
う
経
済
活
動
を
指
す
。

ྛ
ਫ
࢈
ল
の

調
査
に
よ
る
と
、
２
０
１
６
年
度
は
全
国
で
̕
４
̕
̓
݅

に
上
っ
て
い
る
が
、
ߴ
ྸ
化
等
を
എ
ܠ
と
し
て
２
０
１
０

女
子
力
を
活
か
し
て
地
域
活
性
化


ଜ
女
性
ى
ۀ
が

 


Ҭ
ͮ
͘
Γ
ʹ
Ռ
ͨ
͢

ׂ
ͱ
Մ

性

Ổ
ए
年
層
女
性
に
よ
る
ݸ
人
ى
業
事
例
を
中
心
に
Ổ

ؠ
࡚
　
༝
ඒ
ࢠ


ౡ
େ
ֶ
ߦ


ࡦ
ֶ
ྨ
ڭ
त

筆者プロフィール

岩崎 由美子氏
（いわさき・ゆみこ）

埼玉県生まれ。早稲田大学大学院法学研究科博士後期
課程単位取得退学。福島大学行政社会学部助教授を経
て2010年度から現職。農山村地域活性化、農村女性起業、
震災からの地域復興などを研究。
主な著書として、「〈食といのち〉をひらく女性たち」（共
著）、「食と農でつなぐ　福島から」（共著）、「小さな自
治体の大きな挑戦－飯舘村における地域づくり」（共著）、
「女性の参画と農業・農村の活性化」、「成功する農村女
性起業」（共編著）など。
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年
を
ϐ
ー
ク
に
ى
業
数
は
ݮ
গ

向
に
あ
る
（
図
）。

こ
れ
ま
で

村
女
性
ى
業
の
中
心
を
担
っ
て
き
た
の

は
、
生
活
վ
ળ
グ
ル
ー
プ
や

ڠ
女
性
෦
な
ど
で
の
共
同

学
習
を
基
ૅ
と
し
た
ý0
ࡀ

Ҏ
上
の
ੈ

で
あ
っ
た
。
൴

女
た
ち
に
と
っ
て
女
性
ى
業
活
動
は
、
Ո
の

作
業
と
合

わ
せ
て
仲
間
と
と
も
に
行
う
α
イ
υ
Ϗ
δ
ω
ス
で
あ
り
、

খ
さ
な
෭
ऩ
入
を
得
る
機
会
で
あ
っ
た
。
自
Ո

業
で
は

ධ
Ձ
さ
れ
な
か
っ
た
࿑
ಇ
が
、
ى
業
活
動
の
場
で
は
経
済

的
に
ධ
Ձ
さ
れ
、自
分
໊
ٛ
の
所
得
に
つ
な
が
る
こ
と
で
、

ಛ
に
「
自
分
໊
ٛ
の
通
ா
を
持
つ
こ
と
な
ど
ເ
の
ま
た
ເ

だ
っ
た
」
ߴ
ྸ
女
性
に
と
っ
て
は
、
た
と
え
得
ら
れ
る
ऩ

入
ֹ
が
খ
さ
く
と
も
大

な
生
き
が
い
の
場
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
グ
ル
ー
プ
活
動
を

体
と
し
て
ୈ
一
ੈ

が

作
り
上
げ
た
「

村
女
性
ى
業
」
は
、
近
年
ݦ
ஶ
な
ม
化

を
見
せ
て
い
る
。
２
０
０
０
年
度
に
は
グ
ル
ー
プ
経
営
が

þý
・
０
％
を
占
め
て
い
た
が
、
２
０
０
̓
年
度
を
ڥ
に
ݮ

গ
に
స
じ
、
２
０
１
６
年
度
で
は
、
ݸ
別
経
営
が
üû
・５
％

と
グ
ル
ー
プ
経
営
を
上
ճ
っ
た
。
年
ྸ
層
を
み
る
と
、
グ

ル
ー
プ
経
営
で
は
ฏ
均
年
ྸ
ý0
ࡀ
Ҏ
上
の
経
営
体
が
þý
・

̏
％
を
占
め
る
が
、
ݸ
別
経
営
で
は
üþ
・
８
％
と
な
っ
て

お
り
、
ûĀ
ࡀ
Ҏ
Լ
の
ए
年
層
の
増
加
が
み
ら
れ
る
。

Ҏ
上
の
ม
化
を
೦
಄
に
ஔ
き
、
࣍
߲
で
は
、
ए
年
層
女

性
が
ݸ
人
で
行
う
ى
業
事
例
を
取
り
上
げ
て
ݕ
౼
を
加
え

た
い
。

水
産
業
分
野
に
お
け
る

女
性
起
業
の
取
り
組
み

は
じ
め
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
ਫ
࢈
業
分
野
に
お
け
る

ए
手
女
性
の
ى
業
事
例
で
あ
る
。
۽
本
県
ఱ

市
の
ӹ
ా

ࠫ
ԝ
ཬ
さ
ん
（
3þ
ࡀ
）
は
、
同
市
ڇ
深
町
の

ݩ
の
Ո
に

生
ま
れ
、
݁
ࠗ
を
機
に
ं
ւ

ཆ
৩
業
に
携
わ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

۽
本
県
は
、
全
国
に
ઌ
ۦ
け
て
ं
ւ

の
ཆ
৩
に
ண
手

し
、
Ҏ
前
は

本
一
の
生
࢈
ྔ
を
ތ
っ
て
い
た
が
、

１
̕
８
̓
年
を
ϐ
ー
ク
に
、
経
営
体
数
、
生
࢈
ྔ
と
も
大

き
く
ݮ
গ
し
て
い
る
。
と
く
に
、
൴
女
が
݁
ࠗ
し
た

２
０
０
̕
年
は
、
配
合
ࣂ
ྉ
の
ߴ
ಅ
、
運

の

上
げ
、

ੴ
༉
Ձ
֨
の
ߴ
ಅ
が
続
き
、
市
場
Ձ
֨
は

མ
し
原
Ձ
割

れ
の
状
ଶ
だ
っ
た
。ӹ
ా
さ
ん
は
大
き
な
ة
機
ײ
を
抱
き
、

ै
དྷ
の
市
場
出
ՙ
に
加
え
て
、
ݸ
人
向
け
ൢ
ച
に
チ
ャ
レ

ン
δ
す
る
こ
と
に
し
た
。
݁
ࠗ
前
に
ۈ
め
て
い
た
広
ࠂ


ཧ
ళ
で
の
経
ݧ
を
生
か
し
、
ύ
ι
コ
ン
や
̞
̩
ٕ
ज़
を
活

用
し
て
、
自
Ո
の
ಛ
別
な
Ӥ
に
こ
だ
わ
っ
た
ं
ւ

の
チ

ラ
シ
を
作
成
し
、
ϗ
ー
ム
ϖ
ー
δ
や
ω
ッ
ト
シ
ἀ
ッ
プ
、

ϑ
リ
ー
ϖ
ー
ύ
ー
な
ど
ݸ
人
向
け
の
ಠ
自
ൢ
ച
を
ల
։
し

た
と
こ
Ζ
、ച
り
上
げ
を
大
き
く
৳
ば
す
こ
と
が
で
き
た
。

自
Ո
の
経
営
か
ら
地
域
へ
と
広
く
目
を
向
け
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
の
は
、
２
０
１
̏
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の

年
、
ӹ
ా
さ
ん
は
、
生
࢈
者
に
د
り
ఴ
っ
て
通
ൢ
、
ड
注


行
を
行
う
「（
ג
）
ク
リ
Τ
ー
シ
ἀ
ン
̬
̚
̗
̥
̡
̖

̣
̣
̞
̣
̜
」�

を
ઃ
立
し
、

ද
取
క
役
と
な
っ
て
ఱ


の

ਫ
࢈

を
ফ
අ
者
に
つ
な
͙

事
を
お
こ
し
た
。

２
０
１
５
年
か
ら
は
、
ఱ

市
;
る
さ
と
ೲ
੫
の


発

ૹ
の
業

委
ୗ
を
ड
け
、
地
ݩ

ྛ
ਫ
࢈


̏
０
０



を
取
り
ѻ
い
、

業
４
年
で
１
ԯ
ԁ
を

え
る
ച
り
上

げ
と
な
っ
た
。
ӹ
ా
さ
ん
の
ى
業
は
、
こ
れ
ま
で

ൢ
の

実

が
な
か
っ
た
ఱ

地
域
に
お
い
て
ॳ
め
て

ൢ
に
道

を
։
い
た
も
の
で
あ
り
、
地
ݩ
生
࢈
者
の
モ
チ
ϕ
ー
シ
ἀ

ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ӹ
ా
さ
ん
が
ఱ

地
域
の
࢈

を
取
り
ѻ
う
ω
ッ
ト

シ
ἀ
ッ
プ
を
立
ち
上
げ
た
の
は
、
༮
গ
期
か
ら
ړ
業
ෆ
ৼ

に
ۤ
し
Ή
Ո

や
生
࢈
者
達
の
ۤ
࿑
を
身
近
で
見
て
き
た

経
ݧ
か
ら
、
Կ
か
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と

ࡧ

し
た
݁
果
で
あ
っ
た
。
地
ݩ
の

ྛ
ړ
業
者
と
話
す
と
、

出典：農林水産省「農村女性による起業活動実態調査結果」

図　女性起業数の動向

益田沙央里さん
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օ
、「
作
る
こ
と
」
と
「
ച
る
こ
と
」
の
྆
立
に
ۤ
࿑
し

て
い
る
こ
と
を
知
り
、
ى
業
に
;
み
き
っ
た
と
い
う
。
൴

女
の
ى
業
は
、「
生
࢈
者
が
ར
ӹ
を
確
保
で
き
る
Ձ
֨
ઃ

定
に
す
る
こ
と
」
を
重
視
し
て
お
り
、
地
域
の
ୈ
一
࣍
࢈

業
全
体
の
ৼ
ڵ
を
目
的
と
し
て
い
る
。「
๛
か
な
自
然
と

共
ଘ
し
、
ྑ
࣭
な

࢈

を
育
Ή
生
࢈
者
が
、
স
إ
に
な

れ
る
よ
う
な

流
を
ى
こ
し
た
い
。
そ
し
て
、
１
０
０
年

ޙ
も
続
く
໌
る
い
ະ
དྷ
を
こ
ど
も
達
に

し
た
い
」
と
い

う
強
い

໋
ײ
を
も
ち
、
地
域
の
生
࢈
者
間
の
連
携
を
深

め
る
ӹ
ా
さ
ん
の
取
り
組
み
は
、
女
性
が
ਫ
࢈
業
の
ୈ
一

ઢ
で
活
躍
す
る
こ
と
を
お
し
と
ど
め
が
ち
な
地
域
性
を
大

き
く
ม
え
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。

新
規
就
農
女
性
が
拓
く
農
福
連
携
と 

主
婦
の
仕
事
づ
く
り

৽
ׁ
県
৽
発
ా
市
で
イ
チ
ΰ

ഓ
に
取
り
組
Ή
ए
ਿ
ஐ


子
さ
ん
（
ûÿ
ࡀ
）
は
、
Ҵ
作
と

ڇ
ࣂ
育
を
行
う
ઐ
業


Ո
の
Ո
に
生
ま
れ
た
。
多

な
྆

を
見
て
育
っ
た
の

で
、
ए
い
ࠒ
は

業
と
い
う

事
に
魅
力
を
ײ
じ
て
は
い

な
か
っ
た
と
い
う
。
２
０
０
１
年
に
౦
ژ
出
身
の

と
݁

ࠗ
し
、

の
ޠ
学
研
修
の
た
め
ϋ
ϫ
イ
に
Ҡ
住
し
た
。
ϋ

ϫ
イ
で
の
生
活
は
、
ࠓ
ま
で
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た


本
の

࢈

の

࣭
の
ߴ
さ
を
վ
め
て
ײ
じ
る
機
会
と

な
っ
た
。
２
０
１
４
年
、

が
ප
で

れ
た
た
め
、
地
ݩ

に
̪
タ
ー
ン
し
て
ٸ
ᬎ
ब

す
る
こ
と
に
な
り
、
イ
チ
ΰ

の
ཆ
ӷ

ഓ
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
ೝ
定
৽
規
ब

者
と

し
て
ೝ
定
を
ड
け
、
本
人
の

力
と
支
援
機
関
の
指
ಋ
に

よ
り
、
ٕ
ज़
研
究
会
༏
ल

を
ෳ
数
ճ
ड

す
る
ま
で
に


ഓ
ٕ
ज़
を
向
上
さ
せ
た
。

ए
ਿ
さ
ん
の
経
営
の
ಛ

は
、
通
ৗ
の
৽
規
ब

者
は

イ
チ
ΰ
ϋ

ス
２
౩
か
ら
࢝
め
る
と
こ
Ζ
を
１
౩
に
ม
ߋ

し
、
খ
規

経
営
に
よ
る
ߴ

加
Ձ

ܕ

業
を
目
指
し

て
い
る
点
で
あ
る
。
Ո
事
や
子
育
て
と
の
྆
立
を
考
え
る

と
、
２
౩
を
一
人
で

ཧ
す
る
の
は
難
し
く
、
身
の
ৎ
に

あ
っ
た
規

で
࢝
め
、
υ
ラ
イ
加

を
行
う
こ
と
で

加

Ձ

を
上
げ
て
い
き
た
い
と
し
て
い
る
。
２
０
１
８
年
に

は
６
࣍
化
૯
合
ܭ
画
の
ೝ
定
を
ड

け
、
加

所
݉

ച
所
「
ᣀ

̞
̲

̷
̸
ổ
̧
̸
̽
」を
Φ
ー
プ
ン
し
た
。

す
で
に
৽
発
ా
市
の
;
る
さ
と
ೲ
੫

返
ྱ

や
৽
ׁ
ҏ

୮
と
の
取
り
Ҿ

き
が
決
ま
っ
て
い
る
。

ए
ਿ
さ
ん
は
、
地
ݩ
の

ࢱ
施
ઃ

と
連
携
し
て
ো

者
を
ޏ
用
す
る
な

ど
、

連
携
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

地
域
で
ো

者
が
い
き
い
き
と
ಇ
け

る

Ԃ
づ
く
り
に
力
を
注
い
で
い
き

た
い
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
৽
発

ా
市

地
ར
用
࠷
ద
化
推
進
委
員
や

地
域
の
̥
̩
̖
会
長
も

め
、
Ҡ
住
ر

者
向
け
の
ߨ
ԋ

会
で
話
を
す
る
こ
と
も
多
い
。
実
際
、
৽
た
に
イ
チ
ΰ


ഓ
を
࢝
め
た
い
と
い
う
女
性
が
増
え
、

業
を
৽
規
に
ࢤ

す
ब

者
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

ए
ਿ
さ
ん
は
、
こ
の
加

事
業
が
ক
དྷ
的
に
ي
道
に

の
っ
た
時
点
で
、「
ϋ

ス
１
౩
プ
ロ
δ
ェ
ク
ト
」
に
ண

手
す
る
༧
定
で
あ
る
。
ࢿ
ۚ
を
४
උ
し
て
ϋ

ス
５
Ỗ
６

౩
を
ݐ
ઃ
し
、
地
域
の
女
性
た
ち
に
ϋ

ス
を
ି
し
出
し

て
イ
チ
ΰ

ഓ
を
行
っ
て
も
ら
い
、
そ
こ
か
ら
イ
チ
ΰ
を

ങ
い

け
る
こ
と
で
加


の
原
ࡐ
ྉ
の
確
保
を
行
っ
て

い
く
と
い
う
構

で
あ
る
。
ए
ਿ
さ
ん
自
身
、
ϋ

ス
に

入
っ
て
イ
チ
ΰ
と
向
き
合
っ
て
い
る
と
ス
ト
レ
ス
が
খ
さ

く
な
る
こ
と
に
ؾ
が
つ
き
、
育
ࣇ
な
ど
で
様
々
な
ス
ト
レ

ス
を
抱
え
る
ओ
්
た
ち
に
、
ϋ

ス
と
い
う
੩
ऐ
な
ۭ
間

で
イ
チ
ΰ

ഓ
を
し
て
も
ら
い
、
ؾ
持
ち
を
ϑ
ラ
ッ
ト
に

で
き
る
場
を
提
供
し
た
い
と
い
う
。
ύ
ー
ト
に
出
る
よ
う

に
ؾ
ܰ
に

業
の
ੈ
ք
に
入
っ
て
い
け
る
道
ے
を

り
た

い
と
い
う
思
い
も
、
こ
の
プ
ロ
δ
ェ
ク
ト
に
は
ࠐ
め
ら
れ

て
い
る
。

被
災
地
で
の
起
業
が 

地
域
に
も
た
ら
す
価
値

౦

本
大

ࡂ
か
ら
ૣ
く
も
８
年
が
過
͗
た
。

ౡ
ୈ

一
原
子
力
発
ి
所
の
事
ނ
が
ى
き
た

ౡ
県
で
は
、「
෩

化
」
と
「
෩
ධ
」
と
い
う
ೋ
つ
の
大
෩
が
ਧ
き
ґ
然
と
し

て
ݫ
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
ࠔ

難
な
事
ଶ
に
対
し
、
生
࢈
と
生
活
の
྆
局
໘
で
女
性
た
ち

が
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
Ҏ
Լ
で
は
৯
と

を
つ

な
͙
取
り
組
み
を
ల
։
す
る
ए
手
女
性

業
者
を
取
り
上

げ
る
。

ੁ
野
ਸ਼
ึ
さ
ん
（
30
ࡀ
）
は
、
ೋ
本
দ
市
چ
౦

町
の

ハウスの中の若杉智代子さん
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有
機

業
を
営
Ή
Ո
に
生
ま
れ
、
ߴ
ߍ
を
ଔ
業
ޙ
、
ڭ
ࢣ

を
目
指
し
て
౦
ژ
の
大
学
に
進
学
し
た
。
当
時
は
Ո
の


業
を
ܧ
͙
こ
と
は
ま
っ
た
く
考
え
て
い
な
か
っ
た
と
い
う

が
、
一
度
地
域
֎
に
出
た
こ
と
で

業
の
魅
力
を
վ
め
て

ײ
じ
る
よ
う
に
な
り
、
２
０
１
０
年
に
ނ
ڷ
に

っ
て
ब


し
た
。
そ
れ
か
ら
１
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
原
発
事
ނ

に
ૺ
۰
す
る
こ
と
に
な
る
。
౦

地
域
は
ආ
難
指
示
区
域

の
指
定
は
ड
け
な
か
っ
た
も
の
の
、「
果
た
し
て
こ
こ
で


業
を
続
け
て
い
い
の
か
」
と

౻
す
る
ຖ

だ
っ
た
。

൴
女
の
営

を
支
え
た
の
は
、地
ݩ
の
̣
̥
̤
法
人「
Ώ

う
き
の
ཬ
౦

;
る
さ
と
づ
く
り
ڠ
議
会
」
が
行
っ
た
์

ࣹ
能
ଌ
定
の
取
り
組
み
だ
っ
た
。
ઐ

Ո
の
支
援
を
ड
け

な
が
ら

地
、
ࢁ
ྛ
、
Տ

の
์
ࣹ
能
Ԛ
છ
の
実
ଶ
調
査

に
取
り
組
ん
だ
݁
果
、
セ
シ

ム
は
有
機

や
೪

߭


に

ண
し
や
す
く
、
思
っ
て
い
た
よ
り
も

࢈

に
Ҡ
行

し
な
い
こ
と
が
໌
ら
か
に
な
っ
た
。

ౡ
の
有
機

業
者

が
必
ࢮ
の
思
い
で
取
り
組
ん
で
い
る
࢟
を
、
都
会
で

ら

す
多
く
の
ফ
අ
者
に
知
っ
て
΄
し
い
と
思
っ
た
ਸ਼
ึ
さ
ん

は
、
２
０
１
̏
年
に
ג
ࣜ
会
社
「
き
΅
う
の
た
Ͷ
Χ
ン
ύ

ニ
ー
」
を
ઃ
立
し
て

ද
取
క
役
に
ब

、
大
手
ཱྀ
行
会

社
と
提
携
し
て
「
人
と
自
然
を
つ
な
͙

作
業
体
ݧ
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
事
業
化
し
た
。

当
時
、
ٶ

や
ؠ
手
へ
の
Ϙ
ラ
ン
ς
ỹ
ア
π
ア
ー
は
数

多
く
あ
っ
た
も
の
の
、

ౡ
を
対
象
と
し
た
π
ア
ー
は
΄

と
ん
ど
な
か
っ
た
中
で
、
ੁ
野
さ
ん
は
、
ཱྀ
行
会
社
の
担

当
者
と
話
し
合
い
を
重
Ͷ
な
が
ら

ౡ
で
の
ス
タ
デ
ỹ
π

ア
ー
の
立
ち
上
げ
を
実
現
さ
せ
た
。
こ
れ
ま
で
の
π
ア
ー

参
加
人
数
は
Ԇ

８
５
０
人
に
ٴ
び
、
地
ݩ
の

Ո
民
॓

と
連
携
す
る
な
ど
地
域
活
性
化
に
も
د
༩
し
て
お
り
、
π

ア
ー
参
加
者
の
中
か
ら
Ҡ
住
者
も
生
ま
れ
て
い
る
。

２
０
１
̕
年
度
か
ら
は
、
π
ア
ー
։
࠵
地
が
ඃ

の
深
ࠁ

な
࿘
ߐ
町
に
Ҡ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に

い
、
ੁ
野
ࢯ

の
事
業
も
৽
た
な
ス
ς
ー
δ
を
ܴ
え
る
こ
と
に
な
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
๛
か
な
活
動
実

を
生
か
し
た
取
り
組
み
へ

と
ల
։
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

本
稿
で
は
、
ए
手
女
性

ړ
業
者
に
よ
る
ى
業
活
動
に

য
点
を
当
て
、
ى
業
の
経
Ң
と
ಛ

、
地
域
へ
の

ٴ
効

果
に
つ
い
て
֓
観
し
た
。
事
例
の
女
性
た
ち
は
、
い
ず
れ

も

ړ
Ո
の
出
身
で
は
あ
る
が
、
Ո
の

事
を
そ
の
ま
ま

ܧ
ঝ
す
る
の
で
は
な
く
、
生
活
ྺ
や
職
ྺ
、
ω
ッ
ト
ϫ
ー

ク
を
生
か
し
て
৽
た
な
視
点
か
ら
の

事
を

出
し
て
い

る
。
ݸ
人
経
営
で
は
あ
る
が
、
ݸ
人
の
ར
५

ٻ
の
み
を

目
的
と
は
し
て
お
ら
ず
、
地
域
全
体
へ
の

ٴ
効
果
や
地

域
の
持
続
性
の
向
上
を
目
的
と
し
て
い
る
点
も
共
通
し
て

い
る
。


村
女
性
ى
業
の
ಛ
性
と
し
て
、そ
の
多
く
が
「
ࢤ
し
」

を
も
ち
、
ར
५
の

ٻ
の
み
で
は
達
成
で
き
な
い
Ձ

の

実
現
を
目
指
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
地
域
の
ࠔ

難
を
目
の
あ
た
り
に
し
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
Կ
か
を


ࡧ
し
た
݁
果
、
自
ら
の
も
つ
力
ྔ
と
ω
ッ
ト
ϫ
ー
ク
で

事
業
化
を
果
た
し
て
い
る
女
性
た
ち
の
取
り
組
み
は
、
広

く
地
域
内
֎
の
人
々
を
༐
ؾ
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。

ඇ
営
ར
的
な
「
ࢤ
し
」
の
ଆ
໘
の
み
な
ら
ず
、
経
営
໘

か
ら
み
て
も
、女
性
が
ओ
体
的
に
関
わ
る
経
営
で
は
ച
上
・

ऩ
ӹ
力
と
も
に
ߴ
ま
る

向
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
本
政
ࡦ
ۚ
༥
ެ
ݿ
が
行
っ
た
調
査
（
２
０
１
２
年
）

で
は
、
女
性
役
員
や

ཧ
職
が
い
る
経
営
は
༥
ࢿ
ޙ
̏
年

間
で
ച
上
ߴ
が
ù3
％
増
加
し
、い
な
い
場
合（
̕
・
４
％
増
）

を
上
ճ
っ
た
。
生
活
者
と
し
て
の
女
性
の
ײ
性
や
経
ݧ
を

生
か
し
て
経
営
を
活
性
化
さ
せ
、
ফ
අ
者
と
の
コ
ミ
ỿ
ニ

έ
ー
シ
ἀ
ン
を
重
視
し
た
ൢ
ଅ
や

٬
、
交
流
活
動
を
行

う
な
ど
、

業
生
࢈
の
み
な
ら
ず

࢈
加

、
ൢ
ച
、
調

ཧ
、
ސ
٬
へ
の
ϗ
ス
ϐ
タ
リ
ς
ỹ
な
ど
の
໘
で
、
女
性
の

力
は
ෆ
可
ܽ
と
な
っ
て
い
る
。

�

ࠓ
ޙ
は
、
ए
年
女
性

業
者
の
ニ
ー
ズ

Ѳ
と
支
援
施

ࡦ
の
ݕ
౼
が
ٻ
め
ら
れ
る
。݁
ࠗ
を
機
に
ब

す
る
ύ
タ
ー

ン
が
ओ
で
あ
っ
た
ै
དྷ
の
女
性
に
対
し
、近
年
は
ब

ル
ー

ト
が
多
様
化
し
て
お
り
、
そ
れ
に

い
地
域
と
の
関
わ
り

方
や
ラ
イ
ϑ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
も
ま
た
進
ん
で
い
る
。

そ
れ
ͧ
れ
の
ஔ
か
れ
た
状
況
を
;
ま
え
、
支
援
方
ࡦ
を
Ͷ

り
あ
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
と
く
に
、イ
ン
タ
ー

ω
ッ
ト
ۭ
間
で
は
得
ら
れ
な
い
、
地
域
社
会
に
お
け
る
إ

と
إ
の
見
え
る
信
པ
関
係
づ
く
り
は
、
女
性
ݸ
人
の
Τ
ン

ύ
ϫ
ー
メ
ン
ト
を
地
域
に
広
げ
る
基
൫
と
な
Ζ
う
。

「
女
性
活
躍
」
を
、
人
ޱ
ݮ
গ
社
会
に
お
け
る
女
性
࿑

ಇ
力
「
活
用
」
の
୯
な
る
ศ
法
に
す
る
こ
と
な
く
、
多
様

性
に

ん
だ
都
市
ʗ

村
の
共
生
ܕ
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
地
域
社
会
で
の
女
性
の
参
画
の
場
を
よ
り
い
っ
そ
う

確
保
し
て
い
く
こ
と
が

ま
れ
る
。

菅野瑞穂さん

特 集
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マ
グ
ロ
の
よ
う
に
た
く
ま
し
く 

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
る
女
た
ち

そ
れ
は
、
２
０
１
４
年
̏
月
４

の
こ
と
だ
っ
た
。
ͻ

な
ࡇ
り
イ
ϕ
ン
ト
ਅ
っ
࠷
中
の

ւ
道
ߐ
ࠩ
（
え
さ
し
）

に
、
ܰ
ւ
ڦ
を
͙
る
っ
と
取
り
ғ
ん
だ
あ
ち
こ
ち
か
ら
、

十
数
人
の
女
た
ち
が
ू
ま
っ
て
き
た
。
き
ら
び
や
か
な


ஈ
০
り
の

に
ܝ
げ
ら
れ
た
ԣ
அ
ນ
に
は
「

ܰ
ւ
ڦ
マ

グ
ロ
女
子
会
・
ઃ
立
い
つ
の
ま
に
か
૯
会
」
と
い
う
จ
ࣈ

が
躍
っ
て
い
た
。
本
भ
と

ւ
道
を
݁
Ϳ
大
動
຺
・

ւ

道
৽
װ
ઢ
の
։
業
が
２
年
ޙ
に
ഭ
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
き

っ
か
け
に
な
ん
か
や
ら
か
し
た
い
女
た
ち
で
「
ま
ん
ず
作

ઓ
会
議
や
る

ʂ
」と
ू
ま
る
は
ず
だ
っ
た
。
と
こ
Ζ
が
、

地
ݩ
৽
聞
社
が
「
ߐ
ࠩ
で
ઃ
立
૯
会
を
։
く
」
と
報
じ
て

く
れ
た
お
か
げ
で
、「
い
つ
の
ま
に
か
」
໊

り
を
上
げ

て
し
ま
っ
た
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の

か
ら
ࠓ
の
ࠓ
ま
で
、

す
͝
い
ೱ
度
と
ス
ϐ
ー
υ
で
ӭ
͗
続
け
る
こ
と
と
な
っ

た
。

ܰ
ւ
ڦ
マ
グ
ロ
女
子
会
、
ུ
し
て
マ
グ
女
（
ま
͙
じ

ょ
）。
マ
グ
ロ
好
き
な
女
子
で
は
な
く
、
マ
グ
ロ
を
৯


◆◆◆

る
女
子
会
で
も
な
い
。
ࢮ
͵
ま
で
た
く
ま
し
く
ӭ
͗
続
け

る
マ
グ
ロ
の
よ
う
に
、
チ
ャ
レ
ン
δ
し
続
け
て
ࢭ
ま
れ
な

い
女
た
ち
の
܈
れ
で
あ
る
。
マ
グ
ロ
の
Τ
α
は
イ
Χ
。
マ

グ
女
の
Τ
α
は
「
イ
Ψ
メ
ン
ズ
」。
身
も
心
も
マ
グ
女
に

๋
げ
る
男
性
の
こ
と
で
あ
る
。
マ
グ
ロ
に
ݸ
体
ࠩ
が
あ
る

よ
う
に
、
マ
グ
女
の
ݸ
体
ࠩ
も
ܹ
し
い
。

ւ
道
ଆ
の
と

り
ま
と
め
役
・
ਿ
本
Ն
子
は

Լ
町
・
দ
前
の
Թ
ઘ
॓
の

ए
女
ক
。
੨

ଆ
は
、
ࢲ
、
大
間
の
ま
ち
お
こ
し
ή
リ
ラ
。

Χ
ϑ
ェ
の
マ
ダ
ム
に
地
域
お
こ
し
ڠ
力
ୂ
に
ى
業
Ո
に
お

৭
ؾ
デ
β
イ
ナ
ー
に
は
み
出
し
ެ

員
に
は
み
出
し
ۜ
行

員
に
ộ
い
ち
い
ち
ॻ
い
て
い
る
と
Ω
リ
が
な
い
。
持
ち
ຯ

も
さ
ま
͟
ま
で
Ω
ャ
ラ
か
Ϳ
り
が
な
い
。

生
き
残
る
た
め
に
群
れ
に
な
る

ෲ
ࠇ
い
か
ら
「
マ
ッ
ク
ロ
女
子
」
と
໊

っ
て
い
る
ཱྀ

づ
く
り
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
、
あ
る
時
、
໊
言
を
ు
い
た
。「
人

が
つ
な
が
れ
ば
、
道
は
で
き
る
ʂ
」
と
。
か
く
し
て
、
わ

れ
わ
れ
マ
グ
女
た
ち
は
し
な
や
か
に
手
を
つ
な
͗
合
っ

て
、
ւ
の
上
に
も
మ
道
の
な
い
と
こ
Ζ
に
も
道
を
つ
く
っ

◆◆◆

て
い
く
チ
ャ
レ
ン
δ
を
࢝
め
た
。
こ
れ
は
、
ੈ
の
中
に
は

び
こ
る
ॎ
割
り
の
น
に
݀
を
։
け
続
け
る
ࢼ
み
で
も
あ

る
。

ւ
道
と
੨

県
。
生
活
ݍ
と
か
け

れ
た
行
政
の

区
分
は
、
ւ
よ
り
深
く

介
な
の
だ
。
う
ん
う
ん
ᄬ
り
な

が
ら
考
え
て
、
̏
つ
の
ミ
ッ
シ
ἀ
ン
と
し
て

ཧ
し
た
。

①
連
携
ử
人
を
つ
な
げ
て
、
道
を
つ
く
る
②
発
信
ử
地
ݩ

の
人
か
ら
学
び
、

ݩ
に
ޫ
を
あ
て
る
③


ử

ܰ
ւ

ڦ
ݍ
の
ݩ
ؾ
づ
く
り
の
ݗ
Ҿ
役
に
な
る
。

女
た
ち
は
、な
ͥ
܈
れ
に
な
っ
た
の
か
。

え
は
؆
୯
、

生
き

り
作
ઓ
で
あ
る
。
ઃ
立
時
、
マ
グ
女
の
ϙ
ー
ズ
を

決
め
る
よ
り
も
ઌ
に
、
１
つ
の
ᎄ
が
共
有
さ
れ
た
。「
自

ຫ
の
前
に
ま
ん
ず
๙
め
よ
」。
自
ຫ
よ
り
ま
ず
は
ଞ
の
マ

グ
女
の
持
ち
ຯ
を
見
つ
け
て
、๙
め
て
๙
め
て
๙
め
ࡴ
す
。

そ
れ
が
、
ޓ
い
を
ଚ
重
し
補

し
合
え
る
関
係
に
つ
な
が


ւ
ಓ
ɾ
੨

ݝ

Ổ

ւ
道
৽
װ
ઢ
։
業
を
ܖ
機
に
݁
成「
マ
グ
ロ
女
子
会
」Ổ


ܰ
ւ
ڦ
Λ
·
ͨ
͍
Ͱ

Ҭ
͓
͜
͠

津軽海峡マグロ女子会　生息図

女
子
力
を
活
か
し
て
地
域
活
性
化

ౡ
　
߁
ࢠ


ܰ
ւ
ڦ
Ϛ
ά
ϩ
女
ࢠ
ձ
ɾ

੨

ଆ
ͱ
Γ
·
ͱ
Ί
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っ
て
い
る
。
ま
ち
づ
く
り
も
同
じ
。
ྡ
町
が
ࢮ
ん
で
、
自

分
の
町
だ
け
が
生
き

る
な
ん
て
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

だ
か
ら
、
ଋ
に
な
っ
て
お
ޓ
い
の

ݩ
を
磨
き
上
げ
て
い

こ
う
じ
Ỵ
な
い
か
。
৽
た
な

わ
い
と
๛
か
さ
を

り
出

し
、
こ
の
ތ
れ
る
;
る
さ
と
を
ए
い
子
た
ち
に
必
ず
や
つ

な
い
で
い
͙
ど
ʂ
Τ
イ
Τ
イ
Φ
ー
だ
。

小
さ
な
ま
ち
む
ら
に
毛
細
血
管
を
通
す

「
マ
グ
女
の
セ
イ
カ
ン
♡
博
覧
会
」

さ
て
、２
０
１
６
年
̏
月
に

ւ
道
৽
װ
ઢ
が
։
業
し
、


ܰ
ւ
ڦ
を
ڬ
ん
だ
੨

と
വ
ؗ
に
大
動
຺
が
通
っ
た
。

̓
月
か
ら
は
̟
̧
౦

本
に
よ
る
大
規

༠
٬
Ω
ャ
ン
ϖ

ー
ン
「
੨

県
・
വ
ؗ
デ
ỹ
ス
ς
ỹ
ω
ー
シ
ἀ
ン
Ω
ャ
ン

ϖ
ー
ン
（
੨
വ
̙
̘
）」
が
࢝
ま
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、

こ
の
੨
വ
̙
̘
を
ه
೦
し
た
Ӻ
ห
「

ܰ
ւ
ڦ
・
ջ
か
し

の
に
͙
・
さ
が
な
ห
当
」
を
プ
ロ
デ
ỿ
ー
ス
。
੨

の


と

ւ
道
の
ڕ
、
྆
方
を
ָ
し
め
る
ཉ
ு
り
ห
当
に
ত


な
あ
し
ら
い
を
施
し
て
、
৯

て
く
れ
る
人
を
̏
ճ
স
إ

◆◆◆

に
。
̟
̧
౦

本

内
の
Ӻ
ห
૯
બ
ڍ
と
も
言
え
る
「
Ӻ

ห
ຯ
の
ਞ
２
０
１
６
」
に
て
、ಊ
々
の
෭
ক
܉
に
輝
い
た
。

し
か
し
、
খ
さ
な
ま
ち
Ή
ら
に
ま
で
ໟ
細
݂

を
通
す

の
が
、
わ
れ
わ
れ
の
チ
ャ
レ
ン
δ
で
あ
る
。
৽
װ
ઢ
と
い

う
大
動
຺
が
通
っ
た
だ
け
で
は
、
地
域
は
ݩ
ؾ
に
な
ら
な

い
か
ら
だ
。
そ
の
ϑ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
事
業
と
し
て
、「
ւ

を
つ
な
͙
د
り
道
ཱྀ
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
同
年
10
月
か
ら

「
マ
グ
女
の
セ
イ
Χ
ン
ὑ
ത
ཡ
会
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

こ
れ
は
、
地
ݩ
Ѫ
あ
;
れ
る
マ
グ
女
な
ら
で
は
の
視
点
で

作
り
上
げ
た
グ
ル
メ
・
ま
ち
あ
る
き
・
自
然
体
ݧ
な
ど
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
イ
ϕ
ン
ト
な
ど
を
、
数
Χ
月
に

っ
て
実

施
す
る
も
の
。
め
͙
る
た
び
に
࣍
か
ら
࣍
へ
と
৽
た
な
ຯ

わ
い
が
こ
΅
れ
མ
ち
る
ۄ
手
ശ
の
よ
う
な
観
ޫ
ݍ
を

る

た
め
に
、
マ
グ
女
そ
れ
ͧ
れ
が
地
ݩ
の
ૉ
ࡐ
を
۷
り
ى
こ

し
、
地
ݩ
の
人
た
ち
と
Ͷ
っ
と
り
関
わ
り
な
が
ら
、
丁
寧

に
丁
寧
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
上
げ
ू
٬
す
る
。
̏
年
目

と
な
る
２
０
１
８
年
は
、
̕
月
1ü

か
ら
の
２
Χ
月

に


っ
て
、
11
市
町
村
で
ùþ
メ
ニ
ỿ
ー
を
実
施
し
た
。
じ
わ

り
じ
わ
り
で
あ
る
が
、
数
ݸ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

り
า
く

コ
ア
な
参
加
者
も
出
て
き
た
。

関
門
海
峡
に
「
フ
ク
女
」、

北
海
道
後
志
に 

「
し
り
女
」
が
誕
生

こ
れ
ら
の
成
果
が
ೝ
め
ら
れ
て
、
２
０
１
̓
年
に
「
ୈ

̕
ճ
観
ޫ
ி
長

ද
জ
」
を
、
２
０
１
８
年
に
は
「
内
閣

府ɹ

女
性
の
チ
ャ
レ
ン
δ

」
を
い
た
だ
い
た
が
、
さ
ら

に
う
れ
し
い
の
は
、

ܰ
ւ
ڦ
の
女
た
ち
の
ࢤ
が
ඈ
び
Ր

し
た
こ
と
。
関

ւ
ڦ
に
は
「
ϑ
ク
女
」
が
、

ւ
道
ޙ

ࢤ
（
し
り

し
）
に
は
「
し
り
女
」
が
、
੨

県
ീ
ށ
市

に
は
「
α
バ

」
が

生
し
、
共
໐
す
る
女
性
た
ち
の
܈

れ
が
続
々
と
立
ち
上
が
っ
た
こ
と
。
わ
れ
わ
れ
マ
グ
女
自

身
も
、２
０
１
̕
年
̏
月
時
点
の
生
ଉ
数
は
ÿĀ
人
。ઃ
立
時
、

「
マ
・
グ
ロ
（
Āý
）
だ
か
ら
、
Āý
人
を
目
指
す

し
」
と
স

い
合
っ
て
い
た
が
、
も
は
や
ࣹ
程
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
。

イ
Ψ
メ
ン
ズ
の
増
৩
は
も
と
よ
り
、
ޱ
は
出
さ
ず
に
ۚ
は

出
す
「
イ
Ψ
Χ
ン
ύ
ニ
ー
」
も
出
現
し
、
あ
り
が
た
く
て

あ
り
が
た
く
て
ຖ

の
よ
う
に
手
を
合
わ
せ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
を
ಥ
き
動
か
し
て
い
る
も
の
は
な
ん
だ

Ζ
う
。
ए
マ
グ
女
が
「
ಾ
の

໋
ײ
」
と
い
う
言
༿

を

っ
た
。
খ
さ
な
ま
ち
Ή
ら
に
ま
で
ໟ
細
݂

を

通
す
と
い
う
チ
ャ
レ
ン
δ
は
、
そ
う
そ
う
؆
୯
に
は

達
成
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
ࠓ
年
か
ら
「
体
当
た
り

の
本
ؾ
の
イ
ン
バ

ン
υ
事
業
」
も
࢝
め
る
。
う
ま

く
い
か
な
け
れ
ば
、
ま
た
み
ん
な
で
知
ܙ
を
出
し
ダ

ラ
リ
ダ
ラ
リ
と

を
か
き
、
খ
さ
な
成
ޭ
の
た
び
に

ෲ
か
ら
স
い
合
っ
て
ࢌ
え
合
う
。
୭
か
が
ӭ
͗
ർ
れ

る
こ
と
な
く
、
お
バ
バ
に
な
る
ま
で
み
ん
な
で
ӭ
い

で
い
ら
れ
る
、し
な
や
か
な
܈
れ
に
な
れ
れ
ば
い
い
。

そ
の
方
法
を
、
み
ん
な
で
୳
し
続
け
て
い
く
。

◆◆◆
主要観光施設などに貼られてウエルカム機能も
果たすよう制作したポスター（2018 年のもの）

「津軽海峡・懐かしのにぐ・さがな弁当」をＰＲする
等身大ＰＯＰ
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ٶ

県
ೆ
ࡾ

町
は
、
リ
ア
ス
ࣜ
ւ
؛
が
織
り
な
す
ඒ

し
い
ւ
ล
と
ཬ
ࢁ
の
෩
ܠ
が
広
が
る
自
然
๛
か
な
地
域
で

す
。
２
０
１
１
年
̏
月
に
発
生
し
た
౦

本
大

ࡂ
が
そ

の
町
を
ऻ
い
ま
し
た
。

に
よ
る
ਙ
大
な
ඃ

を
ड
け
、

住

の

６
割
が
ඃ
ࡂ
し
、
住
民
の
多
く
が
ආ
難
生
活
を

ૹ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ࢲ
た
ち
は
当
時
、
౦
ژ
か
ら
参
加
し
た
ࡂ

Ϙ
ラ
ン
ς

ỹ
ア
有
ࢤ
で
立
ち
上
げ
た
団
体
で
、「
女
性
が
自
ら
を
い

か
し
ݩ
ؾ
に
活
躍
で
き
る
」
を
Ϗ
δ
ἀ
ン
に
ܝ
げ
て
い
ま

す
。
෮
ڵ
支
援
の
現
場
で
、
地
ݩ
の
女
性
た
ち
が
と
き
に

自
分
を
ޙ
ま
わ
し
に
し
て
子
ど
も
や
シ
ニ
ア
を
έ
ア
し
、

ま
わ
り
を
ݩ
ؾ
に
し
た
い
と
ฃ
ಆ
す
る
࢟
を
見
て
、
൴
女

た
ち
を
支
え
な
く
て
は
と
活
動
を
࢝
め
ま
し
た
。
２
０
１

̕
年
現
在
も
、「
地
域
で
活
躍
す
る
女
性
た
ち
の
Τ
ン
ύ

ϫ
ー
メ
ン
ト
」
を
࣠
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

人
が
集
う
こ
と
で
何
か
が
始
ま
る

活
動
ॳ
期
、
ආ
難
所
で
の
༊
し
イ
ϕ
ン
ト
や
、
Ծ
ઃ
住


な
ど
で
の
コ
ミ
ỿ
ニ
ς
ỹ
づ
く
り
を
通
じ
て
、
人
々
の

◆◆◆

間
に
ඃ
ࡂ
の
程
度
や
ड
け
た
支
援
の
度
合
い
な
ど
で
、
交

わ
り
づ
ら
い
大
き
な
分
அ
が
あ
る
こ
と
に
ؾ
づ
き
ま
す
。

一
方
で
、
झ
ຯ
、
関
心
、
課
題
な
ど
、
参
加
者
に
「
共
通

す
る
ς
ー
マ
」
で
の
ߨ
࠲
や
α
ロ
ン
な
ど
人
が
ू
う
場
づ

く
り
を
行
う
と
、
人
と
人
と
が
つ
な
が
り
や
す
い
と
い
う

実
ײ
を
得
ま
し
た
。
ಛ
に
、
要

の
多
か
っ
た
手
ܳ
や
、

体
ૢ
、
؆
୯
な
ྉ
ཧ
な
ど
、
҆
心
で
ָ
し
い
時
間
を
共
有

す
る
こ
と
で
、
ޓ
い
の
つ
な
が
り
が
࣍
ୈ
に
深
ま
り
、
信

པ
が
ৢ
成
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

ۓ
ٸ
支
援
期
か
ら
生
活
࠶
ݐ
期
に
Ҡ
っ
た
ࠒ
、
前
ه
の

よ
う
な
「
ς
ー
マ
ܕ
コ
ミ
ỿ
ニ
ς
ỹ
育
成
」
の
手
法
を


っ
て
、
女
性
の
ま
な
͟
し
で
地
ݩ
を
ݩ
ؾ
に
す
る
こ
と
を

意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
２
０
１
̏
年
に
女
性
た

ち
を
対
象
に
地
ݩ
を
ݩ
ؾ
に
す
る
ア
イ
デ
ア

発
ܕ
ϫ
ー

ク
シ
ἀ
ッ
プ
を
行
う
と
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
ߨ
࠲
の

参
加
者
や
Ծ
ઃ
支
援
員
さ
ん
た
ち
と
の
つ
な
が
り
か
ら

「
地
域
の
෮
ڵ
の
役
に
立
ち
た
い
」
と
多
く
の
参
加
者
が

ू
ま
り
、
ޱ
々
に
思
い
を
ޠ
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
൴
女
た

ち
の
ス
Ω
ル
ア
ッ
プ
の
ߨ
࠲
を
行
う
一
方
、
こ
う
し
た
女

性
た
ち
の
多
く
が
、
ෆ
用
意
に
「
目
立
つ
」
こ
と
を
ා
れ

て
い
る
こ
と
が
࠽
能
の
発
揮
と
活
躍
の
ো

に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
ࢲ
た
ち

ỹ
メ
ン
ズ
ア
イ
が
、
女
性
が
ओ
役

の
マ
ル
シ
ェ
を
ओ
࠵
し
た
り
、
地
ݩ
の
マ
マ
α
ー
ク
ル
と

共
࠵
で
子
育
て
イ
ϕ
ン
ト
を
行
う
な
ど
あ
る
छ
の
؇
ি
ࡐ

の
役
割
を
し
て
、
思
い
を
ܗ
に
す
る
こ
と
を
ޙ
ԡ
し
し
は

じ
め
ま
し
た
。
例
え
ば
、
２
０
１
５
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

「
ͻ
こ
Ζ
マ
ル
シ
ェ
」
は
、
ݹ
民
Ո
の
あ
る
広
い
原
っ
ͺ

で
子
ど
も
を
の
び
の
び
༡
ば
せ
な
が
ら
１

ָ
し
め
る
イ

ϕ
ン
ト
と
し
て
、
ॳ
ճ
に
10
に
ຬ
た
な
か
っ
た
参
加
ϒ
ー

ス
が
現
在
は
ຖ
ճ
ü0
程
度
と
な
り
、
年
に
２
ճ
、
ཬ
ࢁ
に

৽
し
い

わ
い
を
生
ん
で
い
ま
す
。

パ
ン
・
菓
子
の
共
同
加
工
場
の
例

思
い
を
ܗ
に
す
る
場
と
し
て
、
ύ
ン
・
՛
子
の
共
同
加


場
も
つ
く
り
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
、「
ඒ
ຯ
し
い
ύ

ン
が
৯

た
い
。
町
内
に
ఱ
然
߬

の
ύ
ン

が
一
ݢ
も

な
い
。
自
分
た
ち
で
つ
く
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
の

声
を
き
っ
か
け
に
、
ύ
ン
づ
く
り
の
本
֨
的
な
連
続
ߨ
࠲

を
։
࠵
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
力
を
つ
け
た
参
加
者
グ
ル
ー

プ
が
、
झ
ຯ
か
ら
一
า
౿
み
出
し
自
分
た
ち
の
ύ
ン
を
ൢ

ച
し
た
い
と
思
っ
た
と
き
、


ڐ
可
の
あ
る
場
所
を


え
る
ॳ
期

ࢿ
が
大
き
な
ϋ
ー
υ
ル
と
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
ฐ
団
体
が
ύ
ン
や
՛
子
の


・
ൢ
ച
の
チ
ャ
レ

ン
δ
を
応
援
す
る
共
同
加

場
を
ݐ
ઃ
・
運
営
す
る
事
業

が
࢝
ま
り
ま
し
た
。
２
０
１
̓
年
の
։
業
か
ら

２
年
間

に

1ü
人
の
女
性
た
ち
が
ར
用
ొ

し
、
地
域
の
マ
ル
シ

ェ
の
΄
か
、
イ
ϕ
ン
ト
出
ళ
や
地
ݩ
Χ
ϑ
ェ
・
ళ
ฮ
で
の

ൢ
ച
を
目
的
に
ར
用
し
て
い
ま
す
。

◆◆◆

ٶ

ݝ
ೆ
ࡾ

ொ

Ổ
෮
ڵ
支
援
で
ฃ
ಆ
す
る
女
性
の
ޙ
ԡ
し
Ổ

܀
ྛ
　
ඒ

ࢠ

̣
̥
̤
๏
ਓ

ỹ
ϝ
ϯ
ζ
Ξ
Π


ࡂ
ඃ
ࡂ

Ͱ
女
性
׆
༂
の
場
ͮ
͘
Γ

女
子
力
を
活
か
し
て
地
域
活
性
化
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働
き
方
の
選
択
肢
「
小
さ
な
ナ
リ
ワ
イ
」

こ
の
共
同
加

場
事
業
に
対
し
て
、「
マ
マ
ΰ
ト
だ
Ζ

う
」「
そ
ん
な
こ
と
で
৯

て
い
け
る
の
か
」
と
い
う
ݫ

し
い
声
も
あ
り
ま
し
た
。地
方
は
人
手
ෆ

で
あ
る
一
方
、


事
の
બ

ࢶ
が
限
ら
れ
て
お
り
、
自
分
が
や
り
た
い
こ

と
を

事
に
で
き
る
女
性
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
生
活
を

し
て
い
く
た
め
の
ऩ
入
を
得
て
い
く
こ
と
は
重
要
で
す

が
、
自
分
の
Ձ

観
を
大
事
に
し
た
い
と
い
う
ؾ
持
ち
を

ࡴ
し
て
生
き
る
こ
と
は
ۤ
し
い
こ
と
で
す
。

ࡢ
年
か
ら
ù0
Ỗ
û0

の
子
育
て
ੈ

の
女
性
た
ち
を
ओ

な
対
象
に
、
自
分
ら
し
い
৽
し
い
ಇ
き
方
を
つ
く
る
「
খ

さ
い
ナ
リ
ϫ
イ
क़
」
と
い
う
取
り
組
み
を
࢝
め
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
で
と
も
に
学
び
な
が
ら
、
自
分
の
ײ
性
と
得
意

◆◆◆

な
こ
と
を
活
か
す
こ
と
、
地
域
の
୭
か
の
ࠔ
り
͝
と
を
具

体
的
に
解
決
す
る
こ
と
、月
̏
ສ
ԁ
Ϗ
δ
ω
ス
を
「
ෳ
業
」

の
ܗ
で
࢝
め
、
自
分
の
ϖ
ー
ス
で
ܧ
続
す
る
こ
と
、
な
ど

を
ק
め
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
モ
ニ
タ
ー
体
ݧ
や
実
践
イ

ϕ
ン
ト
を
自
分
た
ち
の
手
で
作
り
、
ক
དྷ
の

事
の
一
つ

に
し
た
い
と
思
う
ス
Ω
ル
を
磨
き
な
が
ら
、
一
า
ず
つ
地

域
に
౿
み
出
し
て
い
ま
す
。
ύ
ン
・
՛
子
共
同
加

場
の

ར
用
者
た
ち
の
営
み
も
同
様
の
ス
ς
ッ
プ
で
す
。
൴
女
た

ち
の
そ
の
活
動
自
体
が
ָ
し
さ
と
ϫ
ク
ϫ
ク
�ײ

を
生
み
、

地
域
の
ະ
དྷ
へ
の
ر

を
つ
く
る
छ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
分
ら
し
く
い
ら
れ
る
こ
と
が
大
前
提


ࡂ
ޙ
の
ඃ
ࡂ
地
は
人
ޱ
流
出
す
る
一
方
、
Ϙ
ラ
ン
ς

ỹ
ア
活
動
を
機
に

地
の
๛
か
さ
と
人
の
Թ
か
さ
に
৮
れ

て
都
会
か
ら
Ҡ
り
住
Ή

人
た
ち
の
࢟
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の

ら

し
方
や
ಇ
き
方
を
考
え

る
中
で
、
人
と
つ
な
が

◆◆◆

り
な
が
ら
地
方
で
生
き
て
い
く
こ
と
を
৽
し
い
๛
か
さ
と

考
え
る
人
た
ち
も
増
え
て
い
ま
す
。

た
だ
、
ࢲ
た
ち
が
活
動
す
る
౦

の
一
࣍
࢈
業
ओ
体
の


ࢁ
ړ
村
地
域
に
は
จ
化
的
な
慣
習
や
、
固
定
的
な
も
の

の
見
方
が
あ
り
、
ए
い
ੈ

の
女
性
た
ち
は
ځ
۶
に
ײ
じ

て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
ಛ
に
、
݁
ࠗ
を
機
に
そ
の

地
に


ら
す
よ
う
に
な
っ
た
女
性
た
ち
は
、
自
身
が
そ
れ
ま
で

ഓ
っ
て
དྷ
た
力
を
発
揮
す
る
こ
と
は
決
し
て
؆
୯
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
地
域
に

ら
す
女
性
た
ち
と
出
会
い
話
を
聞

か
せ
て
も
ら
う
中
で
、
൴
女
た
ち
に
共
通
す
る
生
き
づ
ら

さ
に
ؾ

き
ま
し
た
。自
分
ら
し
く
い
ら
れ
な
い
こ
と
は
、

時
に
心
身
に
ෆ
調
を
も
た
ら
し
、
本
དྷ
持
っ
て
い
た
「
ま

わ
り
を
ݩ
ؾ
に
す
る
力
」を
も
෧
じ
ࠐ
め
て
し
ま
い
ま
す
。

ೆ
ࡾ

町
の
ڌ
点
で
は
、
そ
ん
な
女
性
た
ち
が
೩
え
ਚ

き
な
い
よ
う
に
、
コ
ミ
ỿ
ニ
έ
ー
シ
ἀ
ン
ߨ
࠲
、
Ϥ
Ψ
や

৯
の
知
識
を
通
じ
て
の
݈
や
か
な
身
体
づ
く
り
、
信
པ
し

あ
え
る
仲
間
づ
く
り
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
と
り

わ
け
、
ྑ
好
な
人
間
関
係
を
育
Ή
コ
ミ
ỿ
ニ
έ
ー
シ
ἀ
ン

は
、
地
域
を
い
き
い
き
と
ม
え
て
い
く
可
能
性
を
持
っ
て

い
ま
す
。

ࢲ
た
ち
は
自
分
ら
し

く
活
躍
し
た
い
と
願
う

൴
女
た
ち
が
前
を
向
い

て
進
Ή
時
だ
け
で
は
な

く
、
立
ち
ࢭ
ま
っ
て
ٳ

ଉ
を
と
る
時
も
α
ϙ
ー

ト
で
き
る
ଶ

を


え
、
一
ॹ
に
こ
の

地

で
の
持
続
可
能
な

ら

し
を
作
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

2015 年冬、出店する女性たちと共につくった手づくりマルシェ

オーガニック志向のひころマルシェは子育て世代に人気

「子そだてフェスタ」は、近隣地域にも波及
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さ
っ
し
ゃ
り
ま
せ
パ
レ
ー
ド

１
̕
̕
̓
年
２
月
、
ઇ
の
中
を
女
性
た
ち
が
ち
ょ
う
ち

ん
や
ഥ
子

を
も
っ
て
、
会

ए
দ
Ӻ
か
ら
౦

の
ى
点

と
い
わ
れ
る
࢛
つ
（֯
ࡳ
ϊ
௰
）ま
で
を
࿅
り
า
い
た
。「
お

ͻ
な
さ
ま
さ
っ
し
Ỵ
り
ま
せ
ー
」「
Ր
の
用
心
さ
っ
し
Ỵ

り
ま
せ
ー
」
さ
っ
し
Ỵ
り
ま
せ
ー
は
ޚ
఼
言
༿
で
女

た

ち
が

っ
て
い
た
と
い
う
。

前
年
に
ి
ઢ
の
地
中
化
に
つ
い
て
会

ए
দ
市
と

ళ

֗
の
ू
ま
り
に
意
見
を
聞
き
た
い
か
ら
と
女
性
た
ち
に
も

声
が
か
か
り
、
ࢲ
た
ち
は
ॳ
め
て
出
੮
し
た
の
が
会
を
݁

成
す
る
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

Ӻ
か
ら
４
つ
֯
ま
で
の

１
５
０
０
ἇ
の
道
࿏
を
ڬ
ん

で
̓
つ
の

ళ
会
が
あ
る
。
そ
れ
ま
で

ళ
会
の
運
営
は

男
性
中
心
で
ཹ
क
൪
役
の
女
性
た
ち
は
գ
ா
の
֎
だ
っ
た

が
、
バ
ϒ
ル
が
は
じ
け
た
時
期
で
も
あ
り
、「
Կ
か
ࢲ
た

ち
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
」
と
い
う
思
い
が
強
か
っ
た

の
だ
。

そ
こ
で
、
女
性
を
中
心
に
し
、
地
域
を

え
た
ま
ち
づ

◆◆◆

く
り
を
し
よ
う
と
考
え
、
大
町
ࡳ
ϊ
௰
ք
۾
と
い
う
ア
バ


ト
な
く
く
り
に
し
た
。
こ
の
֗
の
ྺ
࢙
と
֨
ࣜ
あ
る


人
จ
化
を
౿
ま
え
、
さ
ら
に
人
と
の
交
流
に
よ
っ
て
「
;

れ
あ
い
の
ま
ち
会

」
作
り
を
目
指
す
と
い
う
目
標
を
立

て
た
。
身
の
ৎ
に
合
っ
た
活
動
を
心
が
け
よ
う
と
、
６
月

の
૯
会
ま
で
に
会
則
、
ア
ω
ッ
α
ݑ
ষ
、
༧
ࢉ
も
で
き
た
。

会
員
は
ý3
人
だ
っ
た
。
໊
前
の
由
དྷ
は

Ո
の
お
か
み
さ

ん
を
「
あ
Ͷ
さ
ま
」
と
ݺ
Ϳ
こ
と
か
ら
と
り
、
ԣ
จ
ࣈ
に

し
た
の
は
ݹ
い
よ
い
し
き
た
り
は
ܧ
ঝ
し
、
ѱ
し
き
習
慣

は
ม
え
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
か
ら
だ
。
な
ん
と
い
っ
て

も
会

は
男
ଚ
女
൰
の

地
ฑ
だ
っ
た
の
で
す
か
ら
。

ア
ネ
ッ
サ
ク
ラ
ブ
の
事
業

ࢲ
た
ち
は
「
自
分
達
の
で
き
る
こ
と
は
Կ
か
」
か
ら
事

業
を
ల
։
し
た
。
そ
こ
で
࠷
ॳ
に
考
え
た
事
業
が
、
み
ん

な
が
持
っ
て
い
る
で
あ
Ζ
う
「
お
ͻ
な
さ
ま
か
͟
り
」
だ

っ
た
の
だ
。
֖
を
։
け
て
み
た
ら
び
っ
く
り
で
、
由
ॹ
あ

る

Ո
の
お

様
の
༏
խ
さ
に
目
を
見
ு
っ
た
。
ࠓ
は
６

市
町
村
で
一
ॹ
に
お

様
০
り
を
実
施
し
て
い
る
。

◆◆◆

࣍
に
考
え
た
の
が
、「
４
つ
の
ど
う
ͧ
」
だ
。
こ
れ
ま

で
も
各
ళ
で
し
て
い
た
こ
と
だ
が
、
お
٬
様
に
「
お
ർ
れ

さ
ま
」
と
言
っ
て
お

を
出
し
、
Ҝ
子
を
ק
め
、
ト
イ
レ

を
お
ି
し
し
、
֗
を
ࢄ
ࡦ
す
る
間
、
重
い
ՙ

を
ち
ょ
っ

と
༬
か
っ
た
り
し
て
い
た
の
で
、そ
れ
を
Χ
タ
チ
に
し
た
。

こ
れ
は
ධ

が
よ
く
、
そ
の
ޙ
、
प
ғ
の

ళ
会
が
ま
Ͷ

を
し
て

を
い
た
だ
い
た
と
の
報
ࠂ
が
あ
っ
た
。
ど
こ
で

も
広
が
れ
ば
݁
構
な
こ
と
だ
。

࣍
に
、

ళ
な
の
で
各
ళ
ฮ
に
シ
ἀ
ー

イ
ン
υ
ー
が

あ
る
。
そ
れ
を
活
用
し
て
Ո
の
Ԟ
に
あ
る
調
度

を
০
っ

た
。
さ
ら
に
ς
ー
マ
を
決
め
て
࢛
ق
ં
々
に
০
っ
た
。


ஔ
の
Ԟ
に
΄
こ
り
を
か
Ϳ
っ
て
い
た
Ձ

あ
る
࣫
ث
が
よ

み
が
え
っ
た
。「
の
き
さ
き
Ϊ
ャ
ラ
リ
ー
」と
໋
໊
し
た
ら
、

ே
δ
ἀ
Ϊ
ン
グ
の
時
に
ԕ
ճ
り
し
て
ア
ω
ッ
α
ク
ラ
ϒ
の


イ
ン
υ
ー
を
見
る
の
が
ָ
し
み
と
֗
の
方
に
言
わ
れ
た
。

「
ϋ
イ
Χ
ラ
さ
ん
に
ѭ
え
る
֗
」
で
は
प
ғ
に
ݺ
び
ֻ


ౡ
ݝ
ձ

ए
দ
ࢢ

Ổ
女
性
を
中
心
に
ྺ
࢙
を
伝
え
る

ళ
֗
を
活
性
化
Ổ

ࢁ
࡚
　
ড
ࢠ

Ξ
ω
ỽ
α
Ϋ
ϥ
ϒ
ސ


ủ
͋
Ͷ
͞
·
Ứ
ͨ
ͪ
が
·
ͪ
Λ
ݩ
ؾ
ʹ

駅は玄関口です。お迎えのおもてなし

女
子
力
を
活
か
し
て
地
域
活
性
化
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け
、
会

の
Ғ
人
や
̩
̫
の
Ω
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
コ
ス
プ
レ

に
身
を
แ
み
、
֗
中
を
࿅
り
า
い
た
。
市
長
さ
ん
や
֗
の

ྺ
࢙
Ո
な
ど
も
一
ॹ
に
な
っ
て

り
上
げ
て
く
れ
た
。
ま

わ
り
の
方
々
が
そ
の
都
度
大
き
な
力
を
ି
し
て
く
れ
た
の

だ
。
大
町
通
り
は
大

わ
い
で
प
ғ
に
出
ళ
も
出
る
΄
ど

だ
っ
た
。
さ
ら
に
、
֗
中
に
Ֆ
を
と
道
࿏
Ԋ
い
に
ു
২
え

を
౷
一
し
て
お
き
、
一
体
ײ
を
持
た
せ
た
。

女
性
た
ち
が
֗
お
こ
し
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、

ि
ץ
ࢽ
や
̩
̫
で
な
が
れ
、
ಛ
に
民
์
の
ニ
ỿ
ー
ス
൪
組

で
流
れ
た
「
౦

の
女
性
た
ち
が
༊
し
を
ς
ー
マ
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
」
を
し
て
い
る
と
の
情
報
で
、
視

に
དྷ
る


ళ
会
や
ま
ち
作
り
関
係
者
が
多
く
な
っ
て
き
た
。


ౡ
大
学
の
ޙ
౻
એ

ڭ
त
は
、
ळ
ా
の
経
済
จ
化
学

会
で
な
ん
と
ϊ
ル

ェ
ー
の
女
性
と
比
較
し
て
౦

の
会


で
女
性
が
自
立
し
て
֗
お
こ
し
を
࢝
め
た
と
発
ද
し
て

く
だ
さ
っ
た
。


ళ
֗
の
人
た
ち
も
目
を
見
ு
る
΄
ど
ア
ω
ッ
α
ク
ラ

ϒ
の
活
動
は
৽

な
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。

会

ए
দ
市
の
ܠ
観

を
は
じ
め
、「
町
ݩ
ؾ
þþ
બ
」

に
も
બ
ば
れ
、
な
ん
と
８
年
目
に
は
֗
づ
く
り
で
「
内
閣

૯
ཧ
大
ਉ

」
を
ड

し
た
。
৹
査
の
方
が
、「
こ
の
会

を
݁
成
し
て
大
き
く
ม
わ
っ
た
の
は
」
と
の
࣭
問
に
「
ࢲ

た
ち
女
性
が
自
分
の
಄
で
考
え
、
自
分
で
行
動
す
る
と
い

う
こ
と
は
自
立
し
た
人
間
に
育
っ
た
こ
と
。
そ
れ
は
男
女

共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
ߩ
ݙ
し
て
い
る
と
考
え
る
」
と

の

え
が
よ
か
っ
た
、
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
を
担
う
あ
ね
さ
ま
た
ち

ࢲ
た
ち
の
活
動
は
ù0
年
を
過
͗
、
会
の
見

し
を
進
め

て
い
る
。
そ
の
ͻ
と
つ
が
ߴ
ྸ
化
で
あ
る
。
࣍
の
ੈ

に

ৡ
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
思
う
よ
う
に
行
か

◆◆◆

な
い
。

の
介
ޢ
、
自
分
の
ප
ؾ
、
ళ
の
ޙ
ܧ
者
が
い
な

い
な
ど
、
問
題
が
ࢁ
積
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
の
中
で
、「
は
い
か
ら
さ
ん
に
ѭ
え

る
֗
」
は
２
年
お
ٳ
み
し
た
が
ࠓ
年
は
࠶
։
し
よ
う
と
議

題
に
上
が
っ
て
い
る
。

「
こ
ん
な
に
ݸ
人
の
ళ
が
連
な
っ
て
ݩ
ؾ
の
あ
る
所
は
গ

な
い
」
と
い
う
の
が
視

の
方
々
の
ײ

だ
そ
う
で
、
そ

ん
な
中
、
ۭ
き
ళ
ฮ
に
৽
し
い
ए
者
た
ち
が
入
ډ
し
࢝
め

た
。
す
͙
に
会
員
と
な
り
、
活
動
に
加
わ
っ
て
く
れ
た
の

も
う
れ
し
い
。
中
ݎ
ど
こ
Ζ
も
৽
た
な
役
員
と
し
て
運
営

に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
が
ਖ਼
೦
場
だ
。
༊
し
の

ۭ
間
を
作
る
ア
ω
ッ
α
ク
ラ
ϒ
と
し
て
、
地
道
に
お
٬
様

の
立
場
に
な
っ
て
ళ
を
経
営
し
て
い
こ
う
と
心
に
決
め
た
。

震
災
避
難
者
の
心
を
癒
す

２
０
１
１
年
の
౦

本
大

ࡂ
で
は
会

は
ड
け
入
れ

ଆ
に
な
っ
た
。

ౡ
県
内
な
ら
と
い
う
こ
と
で
、
多
く
の

ආ
難
者
が
དྷ
た
。
５
Χ
所
の
ආ
難
所
に
全
国
か
ら
ૹ
ら
れ

て
き
た
女
性
の
ண
ସ
え
な
ど
を
み
ん
な
で
運
ん
た
。
お
ళ

か
ら
出
ら
れ
な
い
会
員
は
お
ళ
に
དྷ
ら
れ
る
ආ
難
者
と
お

し
Ỵ

り
し
、
お

を
出
し
、
গ
し
で
も
心
を
༊
す
時
間

を
と
っ
た
。
ࠓ
会

に

っ
て
い
る
ආ
難
者
の
中
に
は
、
ア

ω
ッ
α
ク
ラ
ϒ
の
方
が



に
し
て
く
れ
心
が
ٳ
ま

っ
た
か
ら
、
こ
こ
に
住
Ή

こ
と
に
し
た
と
い
う
女
性

も
い
ら
っ
し
Ỵ
る
。
時
々

は
お
ళ
に
དྷ
て
ࡶ
談
を
し
、

そ
れ
が
心
を
༊
し
て
く
れ

る
の
だ
と
ײ
じ
た
。

◆◆◆

コスプレに身を包み街中を練り歩く「ハイカラさんに逢える街」

おもてなしの原点「4つのどうぞ」

山崎が出版しました
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わ
が
ま
ち
を
わ
が
手
で
守
る
消
防
団

ফ

団
は
全
国
の
市
区
町
村
に
ઃ
ஔ
さ
れ
る
ফ

機
関

で
、
２
２
０
̕
団
が
各
地
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
౦

本

大

ࡂ
の
際
に
も
地
域
に
ີ
ண
し
て
活
動
す
る
ফ

団
の

ଘ
在
が
ධ
Ձ
さ
れ
ま
し
た
が
、
団
員
૯
数
は

ÿü
ສ
４
ઍ

人
と
年
々
ݮ
গ
を
た
ど
り
、
৽
た
な
入
団
者
の
確
保
が
大

き
な
課
題
で
す
。
そ
れ
ͧ
れ
が
生
業
を
持
つ
ফ

団
員
は

ඇ
ৗ
ۈ
の
ಛ
別
職
地
方
ެ

員
と
さ
れ
、
①
1ÿ
ࡀ
Ҏ
上
で

あ
る
こ
と
②
心
身
と
も
に
݈
߁
で
あ
る
こ
と
③
ফ

団
の

区
域
内
に
住
Ή
・
ಇ
く
・
学
Ϳ
こ
と
、
が
入
団
の
ࢿ
֨
で

す
。ル

ー
π
を
ߐ
ށ
時

の
町
Ր
ফ
ま
で

る
ফ

団
は
、

長
く
ѹ

的
に
男
性
が
活
躍
す
る
組
織
で
し
た
が
、
近
年

は
団
員
ݮ
গ
と
反
比
例
す
る
か
の
よ
う
に
じ
わ
じ
わ
と
女

性
の
入
団
が
増
加
し
て
お
り
、
女
性
活
躍
推
進
法
の
施
行

な
ど
も
ड
け
、
も
っ
と
多
く
の
女
性
の
入
団
や
、
さ
ら
な

る
女
性
団
員
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
Ζ
で
す
。

◆◆◆

賑
わ
い
の
ま
ち
で

ຖ
年
４
月
࠷
ऴ
の
ि

、

Ӌ
は
ত

31
年
か
ら
続
く

「

Ӌ
അ
ࣛ
ࡇ
り
」
で

わ
い
ま
す
（
ࠓ
年
は
５
月
։
࠵
）。

അ
ࣛ
གྷ
り
や
Ծ

ύ
レ
ー
υ
、
地
ݩ
খ
学
生
の
マ
ー
チ
ン

グ
行
進
な
ど
が
人
ؾ
で
、
多
数
の
人
が
๚
れ
ま
す
。
ऴ


ܯ
ռ
に
あ
た
る

Ӌ
ফ

団
（
手
ౢ
一
男
団
長
）
の
৽
年

度
ॳ
め
の
大
き
な
行
事
参
加
と
な
り
ま
す
。


Ӌ
は
౦
ژ
都

区
の


の
ま
ち
で
、

13
ສ
人
が


ら
し
て
い
ま
す
。
一
ڃ
Տ

の
ߥ

を
ڬ
み
、
対
؛
は

࡛
ۄ
県

ޱ
市
。

業
の

ん
な

地
ฑ
で
交
通
も
ࢸ
ศ

な
こ
と
か
ら
ࡢ、
年
民
間
で
実
施
さ
れ
た
ア
ン
έ
ー
ト「
本

当
に
住
み
た
い
֗
ラ
ン
Ω
ン
グ
」
で
ୈ
１
Ґ
を
֫
得
し
ま

し
た
。
Φ
リ
ン
ϐ
ッ
ク
ア
ス
リ
ー
ト
を
育
て
る
ナ
シ
ἀ
ナ

ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
प
ғ
に
は
ؓ
੩
な
住

地

も
広
が
る
一
方
、


Ո

ີ
ू
地
、
行
ྻ
の
で
き
る
ҿ

み

さ
ん
の
多
い
ԣ
丁
な
ど
実
に
多
࠼
な
إ
を
持
つ
ま
ち

で
す
。
ݒ
೦
さ
れ
る
大
ࡂ

は
ट
都

Լ
地

と
発
ࡂ
ޙ

の
Ր
ࡂ
、
Տ

の
増
ਫ
等
に
よ
る
అ

の
決
յ
・
ߑ
ਫ
で

◆◆◆

す
。
実
際
、
໌
治
û3
年
の
ߥ

の
ߑ
ਫ
で
は
ۜ
࠲
あ
た
り

ま
で
が
ਫ
に
ਁ
か
り
大
ม
な
ඃ

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、

区
は
ߴ
ྸ
化

が
ù3
区
内
ト
ッ
プ
で
、
多
く

の
ߴ
ྸ
者
が

ら
し
て
い
る
一
方
、
࠷
近
は
子
育
て
層
の

流
入
も
み
ら
れ
ま
す
。
在
住
֎
国
人
の
数
も
多
く
、
क
る


き
住
民
も
多
ذ
に
わ
た
り
ま
す
。
こ
の

わ
い
の
あ
る


内
を
̓
ݸ
分
団
・
現
員
１
̓
６
人
の

Ӌ
ফ

団
員
が

क
り
ま
す
。
女
性
団
員
は
ûü
人
と
定
数
の
２
割
Ҏ
上
を
占

め
、
女
性
分
団
長

い
る
̟
̧

Ӌ
Ӻ
に
近
い
ୈ
４
分
団

で
は
、
分
団
員
の

数
が
女
性
で
す
。

赤
羽
消
防
団
・
女
性
団
員
の
活
動

全
国
的
に
み
る
と
、
ま
だ
女
性
が
在
੶
し
な
い
ফ

団

が
̏
割
あ
り
ま
す
。
女
性
ফ

団
員
૯
数
は

２
ສ
５
ઍ

人
と
、
全
体
の
わ
ず
か
̏
％
で
す
。
女
性
団
員
の
活
動
は

◆◆◆

౦
ژ


۠

Ổ
地
域
を
つ
な
͙
女
性
ফ

団
員
Ổ

খ
ᖒ
　
ߒ
ࢠ


Ӌ
ফ

ஂ
ɹ
෭
ஂ


͜
の
·
ͪ
Λ
ڞ
ʹ
क
Δ
ʂ

AEDを使用しての応急手当て指導

女
子
力
を
活
か
し
て
地
域
活
性
化

13 2019・4月号 地域づくり 特集編 2019・4月号地域づくり 特集編 12

�



特 集

団
に
よ
っ
て
様
々
で
、
ߴ
ྸ
者

๚
問
、
༮
ࣇ
へ
の

Ր

指
ಋ
、
応
ٸ
手
当
法
の
ී
ٴ
な
ど
も
っ
ͺ
ら
女
性
な
ら
で

は
の
ಛ
性
を
生
か
し
た
活
動
に
ઐ
೦
す
る
ফ

団
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
が
、
౦
ژ
ù3
区
内
üÿ
の
ফ

団
で
は
全
団
に

女
性
が
所
属
し
、
地
域
性
も
あ
っ
て
基
本
的
に
女
性
も
男

性
同
様
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。


උ
も
男
女
同
じ
で
、
Ր
ࡂ
が
あ
れ
ば

Ր
ҥ
を
身
に

ண
け
現
場
に
出
動
し
ま
す
。
ຖ
年
ക
Ӎ
が
࢝
ま
る
前
に
実

施
さ
れ
る
ߥ

の
ӽ
ਫ
を

定
し
た
ਫ

܇
࿅
で
は
、
女

性
団
員
も

೯
を
作
り
、

೯
積
み
の
作
業
に
当
た
り
ま

す
。
い
͟
と
い
う
時
の
ٹ
ॿ
活
動
で
役
立
つ
よ
う
に
ಛ
घ


具
の
取
り
ѻ
い
指
ಋ
も
ड
け
て
い
ま
す
。
年
に
一
度
の

団
ૢ
法
大
会
に
は
男
性
団
員
と
ࠞ
成
で
女
性
団
員
も
બ
手

と
し
て
出
場
し
、
住
民
の
方
に
「
心
強
い
」
と
の
ײ

を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
খ
中
学
ߍ
で
の
૯
合

ࡂ
ڭ
育
へ

の
ڠ
力
や
、
都
立
ߴ
ߍ
、
町
自
治
会
等
で
の
応
ٸ
手
当
指

ಋ
に
は
男
性
よ
り
女
性
団
員
の
参
加
が
目
立
ち
ま
す
。


Ӌ
ফ

団
で
も
΄
と
ん
ど
の
女
性
が

事
を
持
っ
て

い
ま
す
が
、
比
較
的
自

近
く
で
の
ۈ

や
ύ
ー
ト
タ
イ

ム
ۈ

の
団
員
が
多
い
こ
と
か
ら
、
ฏ
ৗ
時
の
ܒ
発
活
動

に
参
加
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
地
域
に
も
إ
見

知
り
の
住
民
が
多
く
、
男
性
と
同
じ
ࡂ

現
場
に
あ
っ
て

も
、
女
性
の
持
つ
ι
ϑ
ト
な
໘
や
細
や
か
な
ؾ
配
り
が
発

揮
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
Ր
ࡂ
の
૽
然
と
し
た
現
場
に

女
性
団
員
が
い
る
こ
と
で
、
住
民
に
一
छ
の
҆
心
ײ
を
も

た
ら
し
、「
ة
な
い
の
で
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
」
の

一
言
も
女
性
か
ら
の
声
ֻ
け
だ
と
す
ん
な
り
ड
け
ࢭ
め
て

も
ら
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ॳ
期
ফ
Ր
や
応
ٸ
手
当
の

指
ಋ
も
女
性
の
や
さ
し
さ
、分
か
り
や
す
さ
が
好
ධ
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
女
性
団
員
の
活
躍

◆◆◆

ফ

団
員
、
と
り
わ
け
女
性
団
員
は
Ո

の
ཧ
解
ڠ
力

が
な
け
れ
ば
長
く
活
動
を
続
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
Ո
事
、
育

ࣇ
、

事
、
介
ޢ
な
ど
と
団
活
動
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う

と
る
か
も
大

な
こ
と
で
す
。
༧

活
動
に
重
点
が
ஔ
か

れ
る
現
在
、
女
性
の
出
൪
は
ま
す
ま
す
必
要
と
さ
れ
そ
う

で
す
が
、
ࡂ

発
生
ޙ
の
ආ
難
生
活
や
෮
ڵ
へ
向
け
て
の

า
み
の
中
で
も
、
地
域
の

ࡂ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
女
性

の
役
割
は
重
要
で
す
。

࠷
近
、

Ӌ
ফ

団
で
خ
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

２
人
の
女
子
学
生
の
入
団
で
、
１
人
は

Ӌ
ফ

গ
年
団

の
出
身
者
で
す
。
子
ど
も
か
ら
ߴ
ྸ
者
ま
で
を

ࡂ
の
ྠ

で
つ
な
͝
う
と
ݒ
໋
に
取
り
組
Ή
࢟
は
、
ফ

団
に
৽
た

な
෩
を
ਧ
き
ࠐ
ん
で
く
れ
る
か
の
よ
う
で
す
。

ফ

団
に
は
実
に
様
々
な
職
छ
や
立
場
の
人
が
い
ま

す
。
入
団
し
な
け
れ
ば

点
の
な
か
っ
た
人
々
と
出
会
え

る
こ
と
が
団
活
動
の
大
き
な
魅
力
で
あ
り
、
地
域
を
つ
な

͙
原
動
力
と
も
言
え
ま
す
。
܇

࿅
や
ܯ
ռ
、
ࡂ

出
動
や
ܒ
発

指
ಋ
な
ど
、
時
間
も
ؾ
力
も
体

力
も
必
要
と
さ
れ
る
ফ

団
活

動
で
す
が
、
ま
ち
の
中
で
多
く

の
人
が
知
り
合
い
、
声
を
ֻ
け

合
い
な
が
ら
、
子
供
た
ち
を
क

り
ࡂ

に
強
い
人
ࡐ
を
育
て
、

自
ら
身
を
क
る
こ
と
の
で
き
る

人
の
ଘ
在
を
増
や
し
て
い
く
。

こ
の
ま
ち
と
共
に
育
ち
合
い
な

が
ら
、
স
إ
で
活
動
す
る
女
性

団
員
の
ଘ
在
は
地
域
の
ឺ
を
深

め
、

ࡂ
力
を
ߴ
め
て
い
く
と

思
っ
て
い
ま
す
。

平成 31年始め式で決意表明する新入団員

赤羽消防団操法大会に 3番員として出場する女性団員

荒川河川敷での水防訓練で、土嚢積み作業
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女
性
に
や
さ
し
い 

ま
ち
づ
く
り
担
当
課
長
の
設
置

౦
ژ
都
๛
ౡ
区
は
、
２
０
１
４
年
、
౦
ژ
ù3
区
で
།
一
、


本

成
会
議
か
ら
、
ए
年
女
性
の
ݮ
গ
に
よ
り
人
ޱ
を

ҡ
持
で
き
な
い
「
ফ
໓
可
能
性
都
市
」
と
の
指
摘
を
ड
け
、


ち
に
、
持
続
発
ల
都
市
に
向
け
た
重
点
対
ࡦ
の
ப
の
ͻ

と
つ
と
し
て
、「
女
性
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
ܝ

げ
ま
し
た
。
当
事
者
で
あ
る
ए
年
女
性
の
声
を
反
映
さ
せ

る
た
め
、
Ω
ッ
ク
Φ
ϑ
イ
ϕ
ン
ト
「
と
し
ま
１
０
０
人
女

子
会
」
を
経
て
、「
と
し
ま
̛
１
会
議
」
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
子
育
て
か
ら
ϫ
ー
ク
・
ラ
イ
ϑ
・
バ
ラ
ン
ス
、
ま

ち
づ
く
り
か
ら
都
市
ϒ
ラ
ン
デ
ỹ
ン
グ
、
広
報
ま
で
෯
広

い
提
Ҋ
を
ड
け
、ཌ
年
に
は
11
事
業
を
具
体
化
し
ま
し
た
。

ए
年
女
性
中
心
の
会
議
も
、
そ
の
提
Ҋ
を
༧
ࢉ
に
ଈ
反
映

さ
せ
る
と
い
う
ࢼ
み
も
、
区
政
࢝
ま
っ
て
Ҏ
དྷ
の
こ
と
で

し
た
。
そ
し
て
、
２
０
１
６
年
、
女
性
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
ઓ
ུ
的
に
ల
։
し
て
い
く
た
め
、
女
性
に
や
さ

◆◆◆

し
い
ま
ち
づ
く
り
担
当
課
長
（
現
「
わ
た
し
ら
し
く
、


ら
せ
る
ま
ち
。」
推
進
ࣨ
長
）
を
ઃ
ஔ
、マ
ー
έ
ς
ỹ
ン
グ
、

ϒ
ラ
ン
デ
ỹ
ン
グ
、
̥
̧
な
ど
、
民
間
の
ϊ

ϋ

を
有

す
る
人
ࡐ
の
ొ
用
に
よ
り
、
そ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
推

進
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

「
女
性
に
や
さ
し
い
ま
ち
」
か
ら 

「
誰
も
が
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
へ

ま
ず
、
ω
ッ
ト
調
査
や
人
ޱ
動
ଶ
な
ど
を
基
と
し
た
現

状
分
ੳ
を
行
い
、
ए
年
女
性
の
人
ޱ
確
保
（
定
住
化
）
を

目
指
し
た
取
り
組
み
か
ら
、
ಇ
く
ੈ

や
ϑ
Ỹ
ミ
リ
ー
ੈ


が
住
み
や
す
い
・
住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り
へ
と
方

向
性
を
定
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
住
民
が
ओ
体
と
な
り
、

住
Ή
ま
ち
を
よ
り
ྑ
く
し
て
い
こ
う
と
す
る
動
き
を
ޙ
ԡ

し
す
る
よ
う
な
施
ࡦ
ల
։
の
必
要
性
を
ೝ
識
し
、
地
域
の

コ
ミ
ỿ
ニ
ς
ỹ
力
の
向
上
や
自
分
た
ち
で

ら
し
を

出

す
る
力
（
Ѫ
ண
）
の
向
上
な
ど
、
住
民
同
士
の
共
ײ
を
得

る
施
ࡦ
に
積
極
的
に
取
り
組
Ή
こ
と
と
し
ま
し
た
。

◆◆◆

そ
の
中
で
、
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

を
「
わ
た
し
ら
し
く
、

ら
せ
る

ま
ち
。」
と
し
、
一
人
ͻ
と
り
の

多
様
な
ラ
イ
ϑ
ス
タ
イ
ル
を
大


に
、
子
ど
も
や
ߴ
ྸ
者
、
ো

者
、

֎
国
人
な
ど
、
す

て
の
人
が
住

み
や
す
く
、
ಇ
き
や
す
い
、
୭
も

が
自
分
ら
し
く

ら
せ
る
ま
ち
を

目
指
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。
そ
の
取
り
組
み
に
は
、
様
々

な
地
域
課
題
に
ॊ
ೈ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
住
民
、
̣
̥

̤
、
企
業
、
大
学
な
ど
、
多
छ
多
様
な
ओ
体
と
の
連
携
・

ڠ
ಇ
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
進
め
て
い
ま
す
。

○
地
域
メ
デ
ィ
ア
「
と
し
ま
ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
」

区
内
で
活
動
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
を
発
۷
・
支

援
し
、
活
躍
で
き
る

組
み
や
プ
ラ
ッ
ト
ϑ
Ỽ
ー
ム
（
基

൫
、
場
）
の
構
ங
・
提
供
に
ओ
؟
を
ஔ
き
、
ओ
に
ま
ち
に

住
Ή
人
、
ಇ
く
人
、
活
動
す
る
人
に
ス
ϙ
ッ
ト
を
当
て
た

メ
デ
ỹ
ア
を
։
ઃ
し
、
一
人
ͻ
と
り
が
自
分
ら
し
い

ら

し
を
つ
く
り
、
ラ
イ
ϑ
ス
タ
イ
ル
を
ָ
し
Ή
た
め
の
情
報

を
発
信
し
て
い
ま
す
。

○
企
業
と
の
「
Ｆ
Ｆ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
」 

 

Ｆ
Ｆ
：
Ｆ
ｅ
ｍ
ａ
ｌ
ｅ
／
Ｆ
ａ
ｍ
ｉ
ｌｙ 

Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ

ｎ
ｄ
ｌｙ
（
女
性
／
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
や
さ
し
い
）

ެ
民
連
携
に
よ
る
取
り
組
み
と
し
て
、企
業
と
連
携
し
、

女
性
や
子
育
て
ੈ

、ಇ
く
ੈ

を
ओ
な
タ
ー
ή
ッ
ト
に
、

お
ޓ
い
の
ϊ

ϋ

や
人
ࡐ
な
ど
の
リ
ι
ー
ス
を
活
用
し

た
事
業
や
企
画
を
ల
։
し
て
い
ま
す
。
通
ৗ
は
区
施
ઃ
で

実
施
し
て
い
る
ߨ
࠲
を
ू
٬
力
の
ߴ
い
ඦ
՟
ళ
で
実
施
し

た
り
、
ެ
Ԃ
活
用
な
ど
の
ڠ
ಇ
プ
ロ
δ
ェ
ク
ト
を
ઃ
ஔ
し

౦
ژ

๛
ౡ
۠

ủ
Θ
ͨ
͠
Β
͠
͘
ỏ

Β
ͤ
Δ
·
ͪ
ỐỨ

 

Λ

ࢦ
͠
ͯ

Ổ「
女
性
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」の
そ
の
ઌ
へ
Ổ

女
子
力
を
活
か
し
て
地
域
活
性
化

ਗ਼
ਫ
　
ඒ
ر

๛
ౡ
ủ۠
Θ
ͨ
͠
Β
͠
͘
ỏ
Β
ͤ
Δ
·
ͪ
ỐỨ

ਪ
ਐ
ࣨ
ɹ
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た
り
し
て
い
ま
す
。

○
多
方
向
の
対
話
の
場
の
構
築
「
と
し
ま
ぐ
ら
し
会
議
」

ެ
民
連
携
を
さ
ら
に
多
方
向
に
進
め
る
と
と
も
に
৽
た

な
担
い
手
発
۷
の
た
め
、
ެ
ื
に
よ
り
区
民
、
企
業
や
大

学
、
行
政
な
ど
、
10

か
ら
ý0

の
様
々
な
立
場
が
一
ಊ

に
会
し
、「
こ
ん
な
ま
ち
に
し
た
い
」
を
実
現
す
る
た
め

の
会
議
と
し
て
։
࠵
し
ま
し
た
。
ϑ
ỿ
ー
チ
ャ
ー
セ
ッ
シ

ἀ
ン
ܕ
の
ϫ
ー
ク
シ
ἀ
ッ
プ
を
行
い
、
ओ
体
的
に
地
域
課

題
を
解
決
す
る
た
め
の
10
の
プ
ロ
δ
ェ
ク
ト
が

生
し
ま

し
た
。
多
ੈ

の
交
流
の
場
を
つ
く
る
「
み
そ
の
わ
Ỗ
ま

ち
の
え
が
お
が
う
ま
れ
る
ς
ー
ϒ
ル
Ỗ
」
や
、
༡
ٳ
地
を

活
用
し
、

に
৮
れ
、
交
流
の
場
を
つ
く
る
「

ԑ
（
の

う
え
ん
）
ެ
Ԃ
」、
多
様
性
を
ड
け
入
れ
る
ま
ち
・

ା

を
̥
̧
す
る
「

ϒ
ル
ッ
ク
リ
ン
」
な
ど
、
内
༰
は
様
々

で
す
。
プ
ロ
δ
ェ
ク
ト
は
自

を
基
本
と
し
、
ク
ラ

υ

ϑ
Ỹ
ン
デ
ỹ
ン
グ
で
ࢿ
ۚ
を
ू
め
て
実
現
さ
せ
る
プ
ロ
δ

ェ
ク
ト
も
あ
り
ま
し
た
。

○
ト
イ
レ
は
街
の
顔

「
と
し
ま
パ
ブ
リ
ッ
ク
ト
イ
レ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

「
҉
い
、
Ԛ
い
、
ා
い
」
と
し
て
女
性
や
子
供
が
入
り

づ
ら
い
ै
དྷ
の
「
ެ
衆
ศ
所
」
の
イ
メ
ー
δ
を

৽
し
、

住
民
α
ー
Ϗ
ス
や
お
も
て
な
し

࣭
の
向
上
を
目
指
し
、

２
０
２
０
年
に
向
け
、
̏
年
で
ÿü
Χ
所
の
ト
イ
レ
վ
修
を

進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
一
෦
を
、
ए
手
ア
ー
ς
ỹ

ス
ト
と
の
コ
ラ
Ϙ
や
子
ど
も
か
ら
ߴ
ྸ
者
ま
で
෯
広
い
住

民
参
加
に
よ
る
地
域
ಛ
性
を
活
か
し
た「
ア
ー
ト
ト
イ
レ
」

と
し
て

生
さ
せ
て
い
ま
す
。

○
と
も
に
育
つ
公
園
へ

「
小
規
模
公
園
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

ニ
ー
ズ
調
査
な
ど
で
は
、
子
育
て

ڥ
や
༡
び
場
へ
の

ෆ
ຬ
も
多
く
、
ެ
Ԃ
ト
イ
レ
の
վ
修
を
き
っ
か
け
に
、
点

在
す
る
খ
規

ެ
Ԃ
を
活
用
し
、
地
域
コ
ミ
ỿ
ニ
ς
ỹ
の

場
や
地
域
課
題
解
決
の
場
に
࠶
生
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

に
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
地
域
や
住
民
と
「
と
も
に
育
つ
ެ

Ԃ
」
を
目
指
し
、
モ
デ
ル
ެ
Ԃ
を
બ
定
し
、
活
用
モ
デ
ル

を
ݕ
౼
・
実
施
し
て
い
ま
す
。
近
ྡ
の
住
民
や

ళ
、
学

生
と
共
に
、
ެ
Ԃ
に
つ
い
て
考
え
る
「
Ҫ
ށ

か
い
͗
」

の
։
࠵
や
「
ެ
Ԃ
で
ど
う
過
͝
し
た
い
ʁ

ථ
」
を
ެ
Ԃ

ར
用
者
に
行
う
な
ど
、
地
域
や
住
民
と
と
も
に
、
ެ
Ԃ
の

活
用
を
ݕ
౼
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
主
役
は
、

こ
こ
に
住
む
ひ
と
、
働
く
ひ
と

「
わ
た
し
ら
し
く
、

ら
せ
る
ま
ち
。」
を
目
指
し
た
取

り
組
み
を
は
じ
め
、
待
機
ࣇ
ಐ
θ
ロ
２
年
連
続
達
成
や
魅

力
的
な
ެ
Ԃ

උ
な
ど
、
様
々
な
施
ࡦ
が
ޭ
を

し
、
２

０
１
８
年
̏
月
発
ද
の「

本
の
地
域
別
ক
དྷ
推
ܭ
人
ޱ
」

に
お
い
て
、
ए
年
女
性
人
ޱ
の
推
ܭ

が
大
෯
に
վ
ળ
さ

れ
た
΄
か
、
人
ޱ
は
一
؏
し
て
増
加
し
て
お
り
、
û0
年
Ϳ

り
に
ùĀ
ສ
人
を
ಥ
ഁ
し
ま
し
た
。
ফ
໓
可
能
性
都
市
の
要

Ҽ
と
な
っ
た
ए
年
女
性
人
ޱ
も
ண
実
に
増
加
し
て
お
り
、

๛
ౡ
区
は
ফ
໓
可
能
性
都
市
か
ら

٫
し
、
持
続
発
ల
都

市
へ
と
ม

し
ま
し
た
。

し
か
し
、
୭
も
が

ら
し
や
す
い
ま
ち
の
実
現
に
は
時

間
が
か
か
り
ま
す
。
そ
し
て
、
区
内
に
は
人
や
モ
ϊ
、
コ

ト
、
場
な
ど
、
行
政
が

Ѳ
し
て
い
な
い
多
く
の
地
域
ࢿ

ݯ
が
ଘ
在
し
て
い
ま
す
。行
政
が
取
り
組
Ή

き
こ
と
は
、

α
ー
Ϗ
ス
の
ॆ
実
や
ϋ
ー
υ

උ
だ
け
で
は
な
く
、「
当

事
者
（
地
域
、
住
民
）
ओ
体
」
の
観
点
で
、
よ
り
有
機
的

に
地
域
と
つ
な
が
り
、
ࠓ
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
が
持
続

可
能
な
も
の
と
な
る
よ
う
、
地
域
と
そ
こ
に

ら
す
人
と

育
て
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆◆◆

公園を一緒に考え育てる「井戸端かいぎ」

アートトイレお披露目会

としまぐらし会議
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沼
垂
テ
ラ
ス
商
店
街
の
成
り
立
ち

か
つ
て
は
੨
果
を
中
心
と
し
た
市
（
い
ち
）
が
２
０
０

ἇ
程
の
長

に
ズ
ラ
リ
と
ฒ
び
、
多
く
の
人
と
モ
ϊ
が
行

き
交
っ
て
い
た
প
ਨ
市
場
通
り
（
͵
っ
た
り
い
ち
ば
ど
お

り
）。
৽
ׁ
市
中
ԝ
区
の
信
ೱ

Տ
ޱ
近
く
に
Ґ
ஔ
す
る

ݩ
ߓ
町
で
す
。
時

の
流
れ
と
共
に
町
は
ਰ
ୀ
、
さ
ら
に

ߴ
ྸ
化
や
߫
֎
化
の
Ө
ڹ
に
よ
り
ళ
は
࣍
々
ด
ま
り
、
ੲ

の
に
͗
わ
い
は
ফ
え
、
し
ば
ら
く
は
ऐ
れ
た
シ
ャ
ッ
タ
ー

通
り
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

２
０
１
０
年
に
手
作
り

ࡊ
ళ
が
で
き
た
の
を
ൽ

り

に
、
２
０
１
１
年
に
Χ
ϑ
ェ
、
２
０
１
２
年
に
ಃ
ܳ



が
Φ
ー
プ
ン
。
１
年
に
１
ళ
ฮ
と
い
う
Ώ
っ
く
り
と
し
た

ϖ
ー
ス
で
し
た
が
、
そ
の
̏
ళ
ฮ
が
き
っ
か
け
と
な
り
そ

の
ޙ
、
こ
の
町
は
ス
ϐ
ー
υ
を
増
し
て
大
き
く
ม
わ
り
ま

◆◆◆

す
。２

０
１
４
年
に
ݩ
々
の
長

の
持
ち
ओ
で
あ
る
市
場
組

合
か
ら
、
当
社
ς
ラ
ス
Φ
ϑ
ỹ
ス
が
こ
の
場
所
を
ങ
い
取

る
こ
と
で
、
ùü
ళ
ฮ
程
の
出
ళ
者
が
ू
ま
り
、
２
０
１
５

年
に
は
「
প
ਨ
ς
ラ
ス

ళ
֗
」
が

生
し
た
の
で
す
。

一
世
一
代
の
決
断


ੈ
ل
Ҏ
上
を
経
て

ٺ
化
し
て
い
る
ݐ

を
ߪ
入
す

る
と
い
う
こ
と
、
ઌ
立
つ
ࢿ
ۚ
の
こ
と
、
入
ډ
者
（
出
ళ

者
）
が
ू
ま
る
の
か
ど
う
か
ộ
ങ
い
取
る
と
い
う
決
அ
は

決
し
て
༰
қ
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
࠷
ॳ
に


ࡊ
ళ
を
։
き
、
現
在
当
社
の

ද
も
し
て
い
る
ࢲ
の
ఋ

か
ら
の
話
を
ड
け
、
知
人
に
相
談
し
た
と
こ
Ζ
、「
こ
の

ݐ

に
Ձ

は
な
い
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ

り
ߪ、
入
に
ࢸ
る
ま
で
৻
重
な
Ո

会
議
を
行
い
ま
し
た
。

◆◆◆

た
だ
、
す
で
に
こ
の
場
所
に
ڵ
ຯ
を
示
し
出
ళ
相
談
を

い
た
だ
い
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

ん
で
い
て
も

方
が

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
ࢼ
ࢉ
を
し
き
ち
ん
と
数
ࣈ
を
མ
と

し
ࠐ
ん
だ
事
業
ܭ
画
ॻ
を
作
成
。
そ
れ
を
ۜ
行
に
持
ち
ࠐ

ん
だ
と
こ
Ζ
、
運
ྑ
く
༥
ࢿ
を
ड
け
る
こ
と
が
で
き
、
こ

の
プ
ロ
δ
ェ
ク
ト
が
本
֨
࢝
動
し
ま
し
た
。

も
う
ޙ

り
は
で
き
な
い
。
ࢲ
自
身
は
前
職
を
ࣙ
め
、

ఋ
と
共
に
こ
の
事
業
の

取
り
に
ઐ
೦
、
い
わ
Ώ
る
大
Ո

業

（
ෆ
動
࢈

ཧ
業

）
と
な
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の

際
、
ਰ
ୀ
し
て
い
た
町
の
活
性
化
を
自
分
た
ち
の
ミ
ッ
シ

ἀ
ン
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、

݅
を
ങ
い
取
る
数


前
の
２
０
１
４
年
̏
月
に
会
社
を
ڵ
し
ま
し
た
。

コ
ン
セ
プ
ト
を
決
め
る

出
ళ
者
બ
び
は
৻
重
に
行
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
町
を
作

り
た
い
、
ど
ん
な
ళ
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
す
る
か
、
ど
ん
な

人
た
ち
に
དྷ
て
΄
し
い
の
か
ộ
ま
ず
は
町
を
イ
メ
ー
δ

し
、
ง
ғ
ؾ
を
思
い
描
き
ま
し
た
。
そ
し
て
行
き
ண
い
た

コ
ン
セ
プ
ト
が
、「
こ
こ
で
し
か
出
会
え
な
い
モ
ϊ
・
ώ
ト
・

ۭ
間
」。
中
心
෦
か
ら
গ
し

れ
た
こ
の
町
に

を
運
ん

で
も
ら
う
に
は
、
で
き
る
限
り
「
こ
こ
で
し
か
出
会
え
な

い
モ
ϊ
」
と
、「
そ
れ
を
作
り
出
す
魅
力
的
な
ώ
ト
」、
そ

し
て
「
ډ
心
地
の
ྑ
い
魅
力
的
な
ۭ
間
」
を
ԋ
出
し
、
お

٬
さ
ま
に
提
供
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
す
。
そ
れ
を
೦
಄

に
出
ళ
者
を
決
め
て
い
き
ま
し
た
。

想
定
以
上
の
反
響

会
社
を
ڵ
し

ళ
֗
を

生
さ
せ
る
ま
で
の

１
年
の

४
උ
期
間
。
実
は
一
度
も
ެ
ื
す
る
こ
と
な
く
、
出
ళ
者

◆◆◆◆◆◆

৽
ׁ
ݝ
৽
ׁ
ࢢ

Ổ
女
性
の
ײ
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

�

「
প
ਨ
ς
ラ
ス

ళ
֗
」
Ổ

ߴ
Ԭ
　

ͭ
͑

ג
ࣜ
ձ
ࣾ
ς
ϥ
ε
Φ
ϑ
ỹ
ε
ɹ
౷
ׅ
Ϛ
ω
ồ
δ
Ỿ
ồ

ủ
͜
͜
Ͱ
͠
͔
ग़
ձ
͑
ͳ
͍

 
Ϟ
ϊ
ɾ
ώ
τ
ɾ
ۭ
ؒ
Ứ
Λ
ί
ϯ
η
ϓ
τ
ʹ

女
子
力
を
活
か
し
て
地
域
活
性
化
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が
ू
ま
り
ま
し
た
。
ઌ
ۦ
け
と
な
っ
た
̏
ళ
ฮ
の
Ө
ڹ
、

৽
規

業
し
や
す
い
入
ډ

݅
の
ઃ
定
、
企
画
し
た
イ
ϕ

ン
ト
を
メ
デ
ỹ
ア
が
取
り
上
げ
て
く
れ
た
こ
と
、
ま
た
̨

̣
̨
で
の
情
報
発
信
が
ޭ
を

し
、
そ
の
反
応
は

像
Ҏ

上
の
も
の
で
し
た
。

「
発
信
」
を
重
視

コ
ン
セ
プ
ト
を
意
識
す
る
こ
と
と
共
に
ී
ஈ
心
ֻ
け
て

い
る
こ
と
は
、
丁
寧
に
「
発
信
」
す
る
こ
と
。
খ
さ
な
会

社
Ώ
え
に
大
き
な
広
ࠂ
એ
伝
අ
が
出
せ
な
い
と
い
う
現
実

的
な
ཧ
由
も
あ
り
ま
す
が
、
ಛ
に
̨
̣
̨
で
の
発
信
を
重

視
し
ま
し
た
。
た
だ
、
ҋ
Ӣ
に
発
信
す
る
と
い
う
の
で
は

な
く
、
コ
ン
セ
プ
ト
や
ς
ー
マ
を
意
識
、
そ
し
て

う
ࣸ

ਅ
も
よ
り
目
を
Ҿ
く
よ
う
に
、
ま
た
そ
れ
に
ఴ
え
る
จ
ষ

も
࠷
ޙ
ま
で
ಡ
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、
程
よ
い
ࣈ
数
と

ڵ
ຯ
深
い
内
༰
で
、
で
き
る
限
り

々

稿
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
ま
し
た
。

例
え
ば
、
当

ళ
֗
は
前
身
が
市
場
だ
っ
た
こ
と
で
、

ω
ズ
ミ
の
見
ு
り
൪
と
し
て
ω
コ
が
か
わ
い
が
ら
れ
て
き

◆◆◆

た
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
を
ͻ
と
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
、
ς

ー
マ
を
「
ω
コ
の
町
」
に
ઃ
定
。

事�

場
に
自
身
の
ω
コ

と
一
ॹ
に
出
ۈ
し
た
り
、
そ
の
ω
コ
を
モ
チ
ー
ϑ
と
し
た

お
՛
子
「
প
ω
コ
ম
」
を
։
発
し
た
り
、
そ
れ
に
ち
な
ん

だ
グ
ッ
ズ
を
作
っ
て
み
た
り
。


։
発
は
生
み
出
す
ま

で
の
ۤ
࿑
は
あ
る
も
の
の
、
出
དྷ
上
が
っ
た
達
成
ײ
や
お

٬
さ
ま
に
ت
ん
で
い
た
だ
け
る
反
応
は
خ
し
く
、
そ
の
։

発
の
プ
ロ
セ
ス
や
、
৽


が
で
き
る
た
び
に
発
信
す
る

情
報
も
、
発
す
る
ଆ
も
ड
け
る
ଆ
も
ϫ
ク
ϫ
ク
し
、
ָ
し

み
に
ܨ
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
会
社
の
マ
ン
ύ
ϫ
ー
も
限
ら
れ
、
あ
り
と
あ
ら

Ώ
る
業

を
こ
な
さ
Ͷ
ば
な
ら
な
い
事
情
も
あ
り
ま
す
。

発
信
に
こ
だ
わ
り
す
͗
て
は
時
間
が
か
か
る
し
、
ٛ

と

な
っ
て
は
ਏ
く
な
る
ộ
そ
う
な
ら
な
い
た
め
、
ෛ
ՙ
を
か

け
過
͗
ず
、
時
に
؇
め
な
ス
タ
ン
ス
で
自
ら
も
ָ
し
み
な

が
ら
長
続
き
さ
せ
て
い
ま
す
。

女
性
た
ち
の
活
躍

当

ళ
֗
の
ళ
ओ
の


数
は
女
性
で
す
。
男
性
、
女

◆◆◆

性
と
い
う
意
識
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
݁
果
的

に
う
ま
く
バ
ラ
ン
ス
し
、
女
性
が
活
躍
し
て
い
る
場
所
で

あ
る
こ
と
は
間
ҧ
い
あ
り
ま
せ
ん
。
ࡶ
՟
や
ア
ク
セ
α
リ

ー
、
Χ
ϑ
ェ
、
ॻ
ళ
や
ή
ス
ト
ϋ

ス
ま
で
業
छ
は
෯
広

く
、


ア
イ
ς
ム
へ
の
こ
だ
わ
り
、
ళ
づ
く
り
、
各
π

ー
ル
に
よ
る
情
報
発
信
等
、
そ
れ
ͧ
れ
の
ײ
性
が
ଘ
分
に

活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
各
々
の
ア
イ
デ
ア
や
セ
ン
ス
が
ू

し
て
、「
প

ਨ
ς
ラ
ス
」
と
い
う
ϒ
ラ
ン
υ
が
ܗ
成
さ
れ
ਁ
ಁ
し
て
き

て
い
る
の
を
ײ
じ
て
い
ま
す
。

も
ち
Ζ
ん
当

ళ
֗
の
男
性
ళ
ओ
た
ち
も
ތ
る

き
セ

ン
ス
の
持
ち
ओ
ば
か
り
ʂ
そ
う
い
っ
た
み
ん
な
の
力
が
合

わ
さ
っ
て
、
ϒ
ラ
ン
デ
ỹ
ン
グ
が
成
ޭ
し
て
い
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
の
人
生
と
照
ら
し
合
わ
せ
て

ࢲ
自
身
は
度
重
な
る
ප
で
։
ෲ
手
ज़
を
༨
ّ
な
く
さ
れ

子
育
て
の
経
ݧ
が
な
い
の
で
す
が
、
生
き
方
が
多
様
化
す

る
現

、
そ
れ
は
自
分
の
運
໋
な
の
だ
と
ड
け
ࢭ
め
て
い

ま
す
。
そ
し
て
ࠓ
、
自
分
の
;
る

さ
と
を
活
性
化
す
る

事
に
携
わ

っ
た
こ
と
も
ࢲ
の
༩
え
ら
れ
た
運

໋
で
あ
り
、
ࠓ
と
な
っ
て
は
ラ
イ

ϑ
ϫ
ー
ク
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
あ
な
た
は
町
を
育
て
る
運
໋

だ
っ
た
の
Ͷ
」
と
、

に
言
わ
れ

た
こ
と
が
ࢲ
へ
の
Τ
ー
ル
の
よ
う

に
も
聞
こ
え
、
そ
れ
を
ૉ

に
ड

け
入
れ
、
ࠓ
は
ݩ
ؾ
に

々
ま
ち

づ
く
り
に
ฃ
ಆ
し
て
い
ま
す
。

◆◆◆

沼垂テラス商店街公式サイト

商店街名物「沼ネコ焼」

商店街の日常

再生プロジェクトのコンセプト
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特 集
き
っ
か
け
は
市
制
施
行
１
１
０
周
年

๛
ڮ
市
は
໌
治
3Ā
年
８
月
１

に
全
国
で
ýù
൪
目
の
市

と
し
て

生
し
、
ฏ
成
ùÿ
年
８
月
１

に
市
੍
施
行
１
１

０
प
年
を
ܴ
え
ま
し
た
。
અ
目
の
年
と
な
っ
た
ฏ
成
ùÿ
年

度
に
は
１
１
０
प
年
を
ॕ
う
ه
೦
イ
ϕ
ン
ト
な
ど
が
数
多

く
։
࠵
さ
れ
、
こ
れ
を
࣍

の
๛
ڮ
を
担
う
ए
者
に
も
発

信
し
よ
う
と
６
月
に
立
ち
上
げ
た
の
が
「
๛
ڮ
市
役
所
̟

̠
広
報
ࣨ
」
で
す
。
ฏ
成
ùþ
年
度
;
る
さ
と
づ
く
り
大


で
૯

大
ਉ

を
ड

し
た
、

Ҫ
県
ḉ
ߐ
市
の
「
ḉ
ߐ

市
役
所
̟
̠
課
」
を
モ
デ
ル
に
、
女
子
ߴ
ߍ
生
の
自
由
な

発

と
行
動
力
を
活
か
し
た
広
報
広
聴
活
動
を
行
う
プ
ロ

δ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
݁
成
し
ま
し
た
。

学
校
か
ら
の
推
薦
は
受
け
ず

๛
ڮ
市
役
所
̟
̠
広
報
ࣨ
の
メ
ン
バ
ー
は
ެ
ื
に
よ
る

◆◆◆◆◆◆

こ
と
と
し
、
ߴ
ߍ
な
ど
に
生
ె
の
推
ન
を
ґ
པ
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
の
プ
ロ
δ
ェ
ク
ト
の
ओ
ࢫ
は
女
子
ߴ
ߍ
生
の

自
由
な
発

を
活
か
す
こ
と
で
あ
る
た
め
、
市
や
学
ߍ
に

ґ
པ
さ
れ
て
参
加
す
る
の
で
は
な
く
、
自
発
的
に
参
加
し

た
い
と
い
う
女
子
ߴ
ߍ
生
を
ू
め
た
い
と
考
え
た
か
ら
で

す
。
様
々
な
ݸ
性
を
持
つ
メ
ン
バ
ー
が
自
由
ᮣ
達
に
意
見

や
行
動
が
で
き
る
プ
ロ
δ
ェ
ク
ト
に
す
る
こ
と
を
Կ
よ
り

も
重
視
し
て
ެ
ื
す
る
こ
と
を
決
め
、
ϗ
ー
ム
ϖ
ー
δ
や

̨
̣
̨
な
ど
で
メ
ン
バ
ー
ื
ू
を
ࠂ
知
し
ま
し
た
。

「
Ｊ
Ｋ
広
報
室
」
あ
り
？
な
し
？

ฏ
成
ùÿ
年
５
月
ùü

に
メ
ン
バ
ー
ื
ू
を
࢝
め
た
と
こ

Ζ
、
１
ि
間
で
市
内
֎
の
̕
人
の
女
子
ߴ
ߍ
生
か
ら
参
加

の
ਃ
し
ࠐ
み
が
あ
り
、
６
月
̕

に
๛
ڮ
市
長
か
ら
の
委


ࣜ
を
行
い
ま
し
た
。
委

ࣜ

ޙ
の
ୈ
１
ճ
の
会
議
で

は
、
そ
の
場
で
メ
ン
バ
ー
が
ެ
ࣜ
π
イ
ッ
タ
ー
ア
Χ

ン

ト
を
作
成
す
る
な
ど
、
女
子
ߴ
ߍ
生
（
̟
̠
）
の
行
動
力

◆◆◆

を
ૣ
く
も
発
揮
し
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ॱ
調
な

ધ
出
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
実
は
こ
の
１
ि
間
、
市
役

所
内
に
は
「
̟
̠
」
と
い
う
໊
শ
を

用
す
る
こ
と
に
対

す
る
ి
話
や
メ
ー
ル
で
の
ۤ
情
、
市
民
団
体
か
ら
の
໊
শ

ม
ߋ
の
ਃ
し
入
れ
、
マ
ス
コ
ミ
か
ら
の

ٴ
な
ど
、
大
ม

な
ٯ
෩
が
ਧ
き
ߥ
れ
て
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ｋ
と
い
う
言
葉
の
二
面
性

̟
̠
と
い
う
言
༿
は
、
ੈ

に
よ
っ
て
大
き
く
ҧ
っ
た

イ
メ
ー
δ
が
持
た
れ
て
い
ま
し
た
。
女
子
ߴ
ߍ
生
は

ৗ

的
に
自
分
た
ち
を
ද
す
言
༿
と
し
て

っ
て
お
り
、
１
年

生
は
「
̛
̟
̠
（
̛
は
̛
̸
́
͂
̓
の
意
）」、
̏
年
生
は

「
̡
̟
̠
（
̡
は
̡
̰
͂
̓
の
意
）」
と
言
う
な
ど
、
身
近

な
言
༿
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
一
方
、
大
人
の
ੈ
ք
で
は

「
̟
̠
Ϗ
δ
ω
ス
」
と
い
う
言
༿
が
報
道
な
ど
で

わ
れ
、

マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
δ
を
持
つ
人
も
গ
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
プ
ロ
δ
ェ
ク
ト
で
は
、
女
子
ߴ
ߍ
生
が
自
ら

う
̟

̠
と
い
う
言
༿
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
女
子
ߴ
ߍ

生
が
ڵ
ຯ
や
関
心
を
持
つ
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
た
め
、

൷

を
ड
け
て
も
໊
শ
を
ม
ߋ
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

Ｊ
Ｋ
と
の
「
ゆ
る
い
」
関
係

「
๛
ڮ
市
役
所
̟
̠
広
報
ࣨ
」
は
、
ސ
問
に
ḉ
ߐ
市
役

所
̟
̠
課
の

ֻ
人
で
あ
る
ए
৽
༤
७
ࢯ
を
ܴ
え
、
運
営

方
法
な
ど
の
ॿ
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ϙ
イ
ン
ト
は「
成

果
よ
り
も
ม
化
」「
ڭ
育
し
な
い
こ
と
」「
法
ྩ
ॱ
क
」
の

̏
つ
。
会
議
へ
の

ࠁ
・
ܽ
੮
は

ৗ

൧
事
、
会
議
中

に
も
ス
マ
ϗ
を
৮
り
、
ଞ
の
メ
ン
バ
ー
の
話
を
聞
い
て
い

る
や
ら
聞
い
て
い
な
い
や
ら
ộ
。
学
ߍ
な
ら
ࣤ
ら
れ
る
よ

◆◆◆◆◆◆

Ѫ

ݝ
๛
ڮ
ࢢ

女
ࢠ
ߴ
ߍ
ੜ
の
ࣗ
༝
ͳ
ൃ

ͱ

 

ߦ
ಈ
ྗ
Ͱ
ܨ
が
Γ
Λ

ग़

܂
໊
　
ಆ
ࢤ


๛
ڮ
ࢢ

ใ

ௌ
課
ɹ
ओ
ࠪ

Ổ
๛
ڮ
市
役
所
̟
̠
広
報
ࣨ
プ
ロ
δ
ェ
ク
ト
Ổ

女
子
力
を
活
か
し
て
地
域
活
性
化
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う
な
様
子
で
も
信
じ
て

せ
ま
す
。
ࡶ
談
を
し
た
り
、
一

ॹ
に

ん
だ
り
、
時
に
は
大
人
が
女
子
ߴ
ߍ
生
に
相
談
し

た
り
、
お
ޓ
い
に
ૉ

に
関
わ
り
合
う
う
ち
に
、
い
つ
の

間
に
か
「
信
པ
関
係
は
あ
る
が
上
Լ
関
係
は
な
い
、
そ
ん

な
ứ
Ώ
る
い
Ừ
コ
ミ
ỿ
ニ
έ
ー
シ
ἀ
ン
」
が
取
れ
る
関
係

が
生
ま
れ
、
職
員
の
意
識
も
ม
化
し
࢝
め
ま
す
。

Ｊ
Ｋ
が
や
り
た
い
こ
と
を
大
人
が
サ
ポ
ー
ト

Ώ
る
い
コ
ミ
ỿ
ニ
έ
ー
シ
ἀ
ン
が
取
れ
る
よ
う
に
な
る

と
、
メ
ン
バ
ー
は
思
い
つ
い
た
こ
と
を
大
人
に
自
由
に
話

し
出
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
お
ࡇ
り
の
ޙ
っ
て
道
࿏

が
͝
み
だ
ら
け
で
ݏ
だ
Ͷ
」「
市
の
ς
レ
Ϗ
・
ラ
δ
Φ
൪

組
は
つ
ま
ら
な
い
」「
ࢲ
た
ち
が
ָ
し
め
る
ϋ
ロ

ỹ
ン

イ
ϕ
ン
ト
っ
て
な
い
よ
Ͷ
」
な
ど
、
Ҫ
ށ

会
議
の
よ
う

な
お
し
Ỵ

り
の
中
か
ら
࣍
々
と
や
り
た
い
こ
と
が
生
ま

れ
ま
す
。
女
子
ߴ
ߍ
生
に
は
ੈ

を

え
て
人
々
を
ר
き

ࠐ
ん
で
い
く
力
が
あ
り
、
市
内
の
企
業
や
ς
レ
Ϗ
局
、
ܯ


ॺ
や
ミ
ỿ
ー
δ
シ
ャ
ン
の
応
援
を
得
な
が
ら
、ς
レ
Ϗ
・

ラ
δ
Φ
൪
組
の
੍
作
や
ϋ
ロ

ỹ
ン
イ
ϕ
ン
ト
の
։
࠵
な

ど
、
や
り
た
い
こ
と
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

「
Ｊ
Ｋ
料
金
」
は
、

な
に
げ
な
い
ヒ
ト
コ
ト
か
ら

「
ߴ
ߍ
生
に
な
っ
て
も
、
お
খ
ݣ
い
は
大
෯
に
増
え
な

い
の
に
、
施
ઃ
や
お
ళ
は
大
人
ྉ
ۚ
に
な
っ
て
༡

な

い
」。
メ
ン
バ
ー
が
会
議
で
話
し
た
な
に
げ
な
い
一
言
が

き
っ
か
け
で
生
ま
れ
た
の
が
、
ス
マ
ー
ト
ϑ
Ỽ
ン
ア
プ
リ

̡
̞
̣
̚
を
活
用
し
た
ク
ー
ϙ
ン
配
信
α
ー
Ϗ
ス
「
̟
̠

ྉ
ۚ
」
で
す
。
Լ
ߍ
時�

に
د
り
道
す
る
Χ
ϑ
ェ
や
ٳ

の

映
画
ؑ

、
ラ
ン
チ
な
ど
を
҆
Ձ
に
ָ
し
み
た
い
ߴ
ߍ
生

◆◆◆◆◆◆

の
要

に
応
え
、


の
割
Ҿ
や
お
՛
子
の
プ
レ
θ
ン
ト

な
ど
、
̟
̠
ྉ
ۚ
は
ެ
共
施
ઃ
の
΄
か
市
内
の
映
画
ؗ
や

ҿ
৯
ళ
な
ど
に
も
ڠ
力
を
ґ
པ
し
、
様
々
な
ク
ー
ϙ
ン
を

配
信
。
性
別
を
問
わ
ず
、
１
６
０
０
人
Ҏ
上
の
ߴ
ߍ
生
が

ϑ
Ỽ
ロ
ー
し
て
い
ま
す
。

高
校
生
は
居
場
所
を
求
め
て
い
る

̟
̠
ྉ
ۚ
と
ฒ
Ϳ
大
き
な
ม
化
を

げ
た
の
が
「
Ώ
る

Χ
ϑ
ェ
」
で
す
。
こ
れ
は
、
ς
ス
ト
期
間
中
の
月
༵

に
市

役
所
な
ど
の
ެ
共
施
ઃ
を
ษ
強
場
所
と
し
て
։
์
す
る
こ

と
で
、
１
０
０
人
Ҏ
上
の
ߴ
ߍ
生
が
ू
ま
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
も
「
月
༵

は
図
ॻ
ؗ
や
市
民
ؗ
が
ٳ
ؗ

な

の
で
、
ษ
強
す
る
場
所
が
な
く
て
ࠔ
っ
て
い
る
」
と
い
う
、

メ
ン
バ
ー
の
発
言
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
市
の
各
෦
ॺ
で
は

イ
ϕ
ン
ト
な
ど
に
ए
い
ੈ

が
དྷ
な
い
と

み
、
様
々
な
手

を
打
ち
ま
す
が
成
果
が
出
ま
せ
ん
。
と
こ
Ζ
が
、
Ώ
る
Χ
ϑ

ェ
は
、
ς
ー
ϒ
ル
と
Ҝ
子
を
ฒ

る
だ
け
。
対
象
と
な
る
市

民
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
と
௫
め
ば
、
人
は
動
く
。
そ
れ
に

◆◆◆

ؾ
づ
か
せ
て
く
れ
た
プ
ロ
δ
ェ
ク
ト
で
す
。
Ώ
る
Χ
ϑ
ェ
に

དྷ
た
ߴ
ߍ
生
た
ち
は
進
ん
で
ア
ン
έ
ー
ト
に
も
ڠ
力
し
、
ए

者
か
ら
の
৽
た
な
広
聴
手
ஈ
と
し
て
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ

ฏ
成
ùÿ
年
６
月
の
発

Ҏ
དྷ
、
̟
̠
広
報
ࣨ
は
参
加
メ

ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
発


か
ら
̏
年
近
く
が
経
ち
、
発

当
時
に
市
が
問
題
意
識

を
持
っ
て
い
た
「
ߴ
ߍ
生
と
の
ܨ
が
り
」
は
、
̟
̠
ྉ
ۚ

や
Ώ
る
Χ
ϑ
ェ
に
よ
り
一
定
の
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ࠓ
ޙ
は
こ
の
ܨ
が
っ
た
ࢳ
を
よ
り
ଠ
い
も
の
と

し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
Ҏ
上
に
多
く
の
ߴ
ߍ
生
と
「
Ώ
る

い
コ
ミ
ỿ
ニ
έ
ー
シ
ἀ
ン
」
を
取
り
、
ߴ
ߍ
生
の
本
Ի
を

市
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
プ
ロ
δ
ェ
ク
ト
へ
と
進
化
さ
せ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
๛
ڮ
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

ཧ
೦
は
「
と
も
に
生
き
、
と
も
に
つ
く
る
」。
̟
̠
広
報

ࣨ
プ
ロ
δ
ェ
ク
ト
が
ى
こ
し
た
大
き
な
ม
化
を
生
か
し
、

ए
者
の
活
躍
を
応
援
し
続
け
ま
す
。

◆◆◆

「ゆるカフェ」にはリピーターも多く、市職員と顔見知りに
なることでコミュニケーションも生まれている

LINE クーポンの「JK料金」には地元の飲食店も参加し、
地域の活性化にも一役買っている

豊橋市役所 JK広報室発足時の委嘱式の様子
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地
域
と
協
働
し
な
が
ら
健
康
づ
く
り
を
行
う 

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ナ
ー
ス
」

「
コ
ミ
ỿ
ニ
ς
ỹ
ナ
ー
ス
」
っ
て
、
͝
ଘ
知
で
し
ょ
う
か
。

コ
ミ
ỿ
ニ
ς
ỹ
ナ
ー
ス
と
は
、
ප
院
で
も
な
く
、
施
ઃ
で

も
な
く
地
域
の
中
に
い
る

ޢ
ࢣ
と
し
て
、
地
域
住
民
と
の

ܨ
が
り
や
関
係
性
を
深
め
、
地
域
と
ڠ
ಇ
し
な
が
ら

ޢ

の
ઐ

性
を
活
か
し
、
݈
߁
づ
く
り
や
コ
ミ
ỿ
ニ
ς
ỹ
づ
く

り
を
行
う
ҩ
ྍ
人
ࡐ
で
す
。
ฏ
成
ùĀ
年
４
月
か
ら
、
ژ
都

府
ҁ
෦
市
で
そ
の
取
り
組
み
が
࢝
ま
り
、
現
在
、
ࢲ
た
ち

２
人
が
コ
ミ
ỿ
ニ
ς
ỹ
ナ
ー
ス
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

ࢲ
た
ち
は
、
そ
れ
ͧ
れ
࣎
լ
県
と
ळ
ా
県
で
ප
院
な
ど

に
ۈ

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
ප
ؾ
が
ྑ
く
な
っ

て
Ո
に
ؼ
ら
れ
て
も
ま
た
ѱ
化
し
て
ප
院
に

っ
て
དྷ
ら

れ
る
、
そ
ん
な
入
ୀ
院
を
繰
り
返
す
方
の
地
域
・
Ո
ఉ
で

の

ら
し
は
、
ど
う
な
の
か
。
ݩ
ؾ
な
時
か
ら

ら
し
に

◆◆◆

関
わ
り
た
い
。
そ
ん
な
思
い
を
抱
い
て
い
た
時
、
コ
ミ
ỿ

ニ
ς
ỹ
ナ
ー
ス
と
い
う
言
༿
に
出
合
い
、
チ
ャ
レ
ン
δ
し

て
み
た
い
と
い
う
情

か
ら
、
全
国
に
ઌ
ۦ
け
て
取
り
組

み
を
࢝
め
よ
う
と
し
て
い
た
ҁ
෦
市
に
ඈ
び
ࠐ
み
ま
し
た
。

「
コ
ミ
ナ
ス
」
地
域
に
入
る

ࢲ
た
ち
コ
ミ
ỿ
ニ
ς
ỹ
ナ
ー
ス
（
Ҏ
Լ
「
コ
ミ
ナ
ス
」）

の
取
り
組
み
は
、
ઌ
進
事
例
が
全
く
な
い
中
で
、
ਖ਼
に
手

୳
り
状
ଶ
で
活
動
を
࢝
め
て
か
ら
間
も
な
く

２
年
が
経

過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
活
動
内
༰
は
࣍
の
通

り
で
す
。

・
コ
ミ
ナ
ス
の
෦


・
ݸ
別
๚
問

・
コ
ミ
ナ
ス
ス
ς
ー
シ
ἀ
ン
（
相
談
૭
ޱ
）

・
地
域
行
事
へ
の
参
加

◆◆◆

・
活
動
地
域
の
自
治
会
役
員
と
の
定
例
会
議

・
各
ઐ

機
関
と
の
連
携
と
情
報
共
有

・
活
動
地
域
֎
や
市
֎
へ
の
コ
ミ
ナ
ス
活
動
の
発
信

・
コ
ミ
ナ
ス
体
ݧ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
։
࠵

ࢲ
た
ち
の
活
動
の
ୈ
一
า
は
、
地
域
の
行
事
な
ど
に
積

極
的
に
参
加
し
、
地
域
に
入
り
、
住
民
と
出
会
う
こ
と
で

関
係
構
ங
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
人
が
ど
う
い
う
人


か
、
ࢲ
た
ち
が
ど
う
い
う
人

か
、
お
ޓ
い
が
知
り
、

ڑ

を
ॖ
め
る
き
っ
か
け
を
作
り
、
関
わ
り
を
深
め
て
い

く
こ
と
で
住
民
と
様
々
な
会
話
が
生
ま
れ
、
地
域
や

ら

し
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
う
し
た
住
民
と

の
関
わ
り
を
ϕ
ー
ス
に
࢝
め
た
活
動
が
「
コ
ミ
ナ
ス
の
෦


」「
ݸ
別
๚
問
」「
コ
ミ
ナ
ス
ス
ς
ー
シ
ἀ
ン
」
で
す
。

コ
ミ
ナ
ス
の
෦

は
、
各
町
区
の
࠷
د
り
の
ެ
会
ಊ
な

ど
で
コ
ミ
ナ
ス
が
ओ
࠵
し
て
։
࠵
し
て
い
る
ứ
場
作
り
Ừ

で
す
。「
地
域
で
ू
ま
る
場
や
、
人
と
会
う
こ
と
が
গ
な

く
な
っ
た
」と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
た
こ
と
が
ཧ
由
で
す
。

地
域
住
民
が
ؾ
ܰ
に
ू
ま
り
、
せ
っ
か
く
な
ら
݈
߁
に
な

っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
、
た
だ
ू
ま
る
だ
け
で
は
な
く

「
݈
߁
」を
ς
ー
マ
に
し
た
お
話
も
し
て
い
ま
す
ࠓ。
年
は
、

地
域
住
民
の
օ
さ
ん
か
ら
࣭
問
が
多
い
ݕ
査
݁
果
の
見
方

や
ミ
ニ
体
力
ଌ
定
な
ど
、
い
く
つ
か
の
ς
ー
マ
を
決
め
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ݸ
別
๚
問
と
コ
ミ
ナ
ス
ス
ς
ー
シ
ἀ
ン
は
、
よ
り
ݸ
別

性
の
ߴ
い
関
わ
り
が
出
དྷ
る
活
動
で
す
ݸ。
別
๚
問
で
は
、

地
域
の
方
が
ؾ
に
ֻ
け
て
い
る
͝
近
所
さ
ん
や
֎
出
ࠔ
難

な
方
の
お

に

い
、
地
域
住
民
と
の
見
क
り
と
信
པ
関

係
の
構
ங
に

め
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ナ
ス
ス
ς
ー
シ
ἀ
ン

は
、
地
域
の
介
ޢ
保
ݥ
施
ઃ
の
一
ࣨ
を
お
आ
り
し
て
、
コ

ミ
ナ
ス
が
一
定
時
間

在
し
、
ී
ஈ
話
し
づ
ら
い
こ
と
や

相
談
し
た
い
こ
と
な
ど
を
ݸ
別
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
プ

ژ


ҁ
෦
ࢢ

Ổ
地
域
の
自
ओ
的
な
݈
߁
づ
く
り
を
目
指
し
て
Ổ

ί
ϛ
ỿ
χ
ς
ỹ
φ
ồ
ε
が

Ҭ
Λ
ݩ
ؾ
ʹ

女
子
力
を
活
か
し
て
地
域
活
性
化

দ
ଜ
　
ར
߳

ҁ
෦
ࢢ
ఆ
ॅ
ަ
ྲྀ
෦
ఆ
ॅ
ɾ�


Ҭ

ࡦ
課
ɹ

ୗ

（

）

ҁ
෦
ࢢ

Ҭ
͓
͜
͠
ڠ
ྗ
ୂ

ು
ౡ
　

೫
Ֆ

ҁ
෦
ࢢ
ఆ
ॅ
ަ
ྲྀ
෦
ఆ
ॅ
ɾ�


Ҭ

ࡦ
課
ɹ

ୗ

（

）

ҁ
෦
ࢢ

Ҭ
͓
͜
͠
ڠ
ྗ
ୂ
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ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
な
が
ら
相
談
業

を
行
っ
て
い
ま

す
。
;
ら
っ
と
立
ち
د
る
方
、
相
談
さ
れ
る
方
な
ど
様
々

で
す
が
、コ
ミ
ナ
ス
と
Ώ
っ
く
り
話
が
出
དྷ
る
の
で
、
々

の
「
ち
ょ
っ
と
ؾ
に
な
る
」
を
ؾ
݉
Ͷ
な
く
お
話
し
さ
れ
、

ༀ

ཧ
や
生
活
習
慣
の
վ
ળ
に
ܨ
が
っ
た
事
例
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
活
動
で
知
っ
た
地
域
の
課
題
や
そ
の
解

決
ࡦ
な
ど
を
、
自
治
会
役
員
と
の
定
例
会
議
で
ڠ
議
す
る

な
ど
、
情
報
共
有
も
行
っ
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
で
対
応
が
ࠔ
難
な
場
合
は
、
各
ઐ

機
関
や

関
係
機
関
と
連
携
し
、
そ
の
問
題
解
決
に
向
け
た
情
報
共

有
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
ೝ
知
度
の
低
い
活
動
で

も
あ
る
た
め
、
ҁ
෦
市
の
̛
̢
ラ
δ
Φ
（
コ
ミ
ỿ
ニ
ς
ỹ

์
ૹ
）
へ
の
出
ԋ
や
地
域
に
出
向
い
て
の
ߨ
ԋ
な
ど
、
活

動
地
域
Ҏ
֎
や
市
֎
へ
の
活
動
の
発
信
や
ڵ
ຯ
の
あ
る
方

に
実
際
に
活
動
の
体
ݧ
を
し
て
い
た
だ
く
「
コ
ミ
ナ
ス
体

ݧ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
も
։
࠵
し
、
積
極
的
に
活
動
紹
介
に


め
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ナ
ス
の
目
標

ҁ
෦
市
で
の
コ
ミ
ナ
ス
活
動
の
目
標
は
「
地
域
の
݈
߁

度
」
を
上
げ
る
こ
と
で
す
。
݈
߁
と
は
身
体
の
こ
と
だ
け

で
は
な
く
、
ਫ਼
ਆ
的
に
も
社
会
的
に
も
ຬ
た
さ
れ
て
い
る

状
ଶ
を
指
し
ま
す
。
例
え
ば
、
身
体
は
ݩ
ؾ
だ
け
ど
༑
人

が
な
く
ݽ
ಠ
ײ
を
ײ
じ
て
い
た
ら
݈
߁
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
݈
߁
と
は
、
そ
の
人
が
「
自
分
は
݈
߁
だ
」
と
ײ
じ

て
い
る
こ
と
な
の
で
、
ײ
じ
る
度
合
い
や
状
ଶ
は
人
そ
れ

ͧ
れ
で
す
が
、
身
体
だ
け
で
な
く
取
り
ר
く

ڥ
も
大


な
要
ૉ
と
言
え
る
の
で
す
。
ࢲ
達
は
、
身
体
だ
け
で
は
な

く

ڥ
に
も
関
わ
っ
て
、
地
域
も
ݸ
人
も
ど
う
し
た
ら
ݩ

ؾ
に
な
れ
る
か
を
ৗ
に
考
え
な
が
ら
活
動
す
る
よ
う
心
ֻ

け
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ࢲ
た
ち
だ
け
で
地
域
や
人
を
݈
߁
に
し
て
い

く
こ
と
に
は
当
然
限
ք
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
人
た
ち
の

◆◆◆

ڠ
力
が
ෆ
可
ܽ
で
す
。
Ή
し
Ζ
、
地
域
が
ओ
体
と
な
っ
て

行
動
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
ܧ
続
的
に
݈
߁
度
を
上
げ
る
こ

と
に
ܨ
が
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
点
は
ま
ち
づ
く
り
や
地

域
づ
く
り
で
も
課
題
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
能

動
的
に
自
ݾ
決
定
を
し
て
い
く
こ
と
が
、
༧

ҩ
学
の
分

野
で
も
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
୭
か
に
݈
߁
に
し
て
も

ら
う
の
で
は
な
く
自
分
で
݈
߁
な
る
、
そ
の
た
め
に
コ
ミ

ナ
ス
を
活
用
し
よ
う
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
地
域
に

な
っ
て
΄
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ナ
ス
に
大
き
な
関
心

活
動
։
࢝
か
ら
２
年
が
過
͗
よ
う
と
す
る
中
で
、「
コ

ミ
ナ
ス
を
活
用
し
て
地
域
を
Կ
と
か
し
た
い
」「
地
域
の

ಛ
定
݈

ड


を
上
げ
よ
う
」
と
い
う
積
極
的
な
声
も

聞
こ
え
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ミ
ナ
ス
の
෦

で
の

つ
な
が
り
を
き
っ
か
け
に
খ
さ
な
ू
ま
り
も
出
དྷ
て
い
ま

す
。
現
在
は
限
定
し
た
地
域
で
の
活
動
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
活
動
地
域
֎
か
ら
の

ߨ
ԋ
の
ґ
པ
や
ࢲ
た
ち
の
活
動
に
、
市
内
の

団
体
か
ら
活
動
ं
を
د
ଃ
い
た
だ
く
な
ど
、

ҁ
෦
市
に
住
Ή
多
く
の
方
々
に
関
心
と
応
援

を
د
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
ײ
じ
て
い
ま

す
。こ

の
活
動
は
、

手
さ
も
ܶ
的
な
数
ࣈ
の

ม
化
も
ද
れ
ま
せ
ん
。
イ
ϕ
ン
ト
で
も
ύ
ϑ

Ỽ
ー
マ
ン
ス
で
も
な
く
、
ま
し
て
や
地
域
活

性
化
の
ى
ര
ࡎ
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
住
民
の


々
の

ら
し
に
د
り
ఴ
う
活
動
だ
と
信
೦

を
持
ち
な
が
ら
、
ࠓ

も
地
域
に
出
か
け
て

行
き
ま
す
。

◆◆◆コミナスの部屋の途中で移動購買車が来たら、コミナスの部屋は中
断してお買い物をしてもらっています。買い物しながら縁側でお喋

りしたり、ゆったりとした時も大切にしています

「寄っていくか？」と声を掛けてもらい、ご自宅へ。
お野菜や果物等、頂く事が多くとても嬉しく思っています

コミナスの部屋でのミニ体力測定。男性陣は真剣そのもの
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特 集
町
公
認「
有
田
川
女
子
会
Ｕ
Ｐ 

Ｇ
ｉ
ｒ
ｌ
ｓ
」

有
ా

町
は
、
ฏ
成
1ÿ
年
に
٢
උ
町
、
ۚ

町
、
ਗ਼
ਫ

町
が
合
ซ
し
て
で
き
た

Վ
ࢁ
県
に
あ
る
人
ޱ

２
ສ
̓

０
０
０
人
ऑ
の
খ
さ
な
町
で
す
。
有
ా

中
・
Լ
流
域
で

は
「
有
ా
み
か
ん
（
Թ
भ
み
か
ん
）」
や
མ
༿
果
थ
、Ֆ
ი
、

野
ࡊ
ෳ
合
経
営
を
営
Ή

業
生
࢈
が

ん
で
、
有
ా

上

流
で
は
、
ਫ
Ҵ
、

本
一
の
生
࢈
ྔ
を
ތ
る
「
Ϳ
ど
う
ࢁ

ᑦ
」
や
ト
マ
ト
・
シ
シ
ト

な
ど
の
ߴ
ྫྷ
地
野
ࡊ
が
生
࢈

さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
地
区
で
も
、

業
ब
業
者
が

ߴ
ྸ
化
す
る
中
で
の
担
い
手
ෆ

と
そ
れ
に

う
ߞ
作
์

غ
地
の
増
加
、
生
࢈
ྔ
の
低
Լ
が
深
ࠁ
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

本
町
は
、
２
０
１
４
年
に
ެ
ද
さ
れ
た

本

成
会
議

の
౷
ܭ
で
、
２
０
４
０
年
ま
で
に
ए
年
女
性
の
人
ޱ
が
５

◆◆◆

割
Ҏ
Լ
に
ݮ
গ
す
る
と
推
ଌ
さ
れ
る「
ফ
໓
可
能
性
都
市
」

と
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
有
ా

町
を
、
ए
年
女
性
が
住
み

や
す
い
町
に
す

く
、
２
０
１
６
年
に
「
有
ా

女
子
会

̪
̥�
̜
̸
́
̻
͂
（
Ҏ
Լ
「
有
ా

女
子
会
」）」
が
݁

成
さ
れ
ま
し
た
。

有
ా

女
子
会
は
ओ
に
ù0
Ỗ
û0

の
女
性
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
現
在
û0
人
΄
ど
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
ή
ス
ト

ϋ

ス
経
営
者
や
Χ
ϑ
ェ
経
営
者
、
ඒ
༰
ࢣ
、

Ո
、
ओ

්
な
ど
様
々
。
有
ా

町
に
住
Ή
人
だ
け
で
な
く
、
町
に

所
ԑ
の
あ
る
人
や
町
を

う
人
で
あ
れ
ば
参
加
で
き
ま

す
。
実
際
に
近
ྡ
市
町
か
ら
も
参
加
し
て
い
る
女
性
が
お

り
、
町
内
֎
問
わ
ず
仲
ྑ
く
ָ
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
有
田
川
女
子
会
」
の
発
端

有
ా

町
は
、
ಠ
自
の
地
方

生
事
業
と
し
て
２
０
１

◆◆◆

５
年
６
月
、
全
ถ
で
「
࠷
も
住
み
た
い
ま
ち
」
と
さ
れ
た

ϙ
ー
ト
ラ
ン
υ
市
を
お
手
本
に
「
あ
り
だ
が
わ
と
い
う
ະ

དྷ
̖
̧
̞
̙
̖
̜
̖
̬
̖
２
０
４
０
」
と
い
う
ま
ち
づ
く

り
プ
ロ
δ
ェ
ク
ト
を
։
࢝
し
ま
し
た
。
有
ా

女
子
会
の

発

は
、
こ
の
プ
ロ
δ
ェ
ク
ト
の
一

で
実
施
さ
れ
た
女

性
限
定
の
ϑ
Ỽ
ー
ラ
ム
で
し
た
。

こ
の
女
性
限
定
ϑ
Ỽ
ー
ラ
ム
は
、
ߨ
ࢣ
と
し
て
、
リ
バ

ー
ス
プ
ロ
δ
ェ
ク
ト
の

ද
で
あ
り
ആ
༏
の
ҏ

୩
༑
介

さ
ん
、同
じ
く
リ
バ
ー
ス
プ
ロ
δ
ェ
ク
ト
の
村
দ
一
さ
ん
、


Վ
ࢁ
市
で
݁
成
さ
れ
て
い
る
女
子
会
δ
ỿ
Τ
ル
ズ
の
ੴ

本
Ώ
り
さ
ん
を
お
ܴ
え
し
ま
し
た
。
̏
人
の
お
話
で
、
ະ

དྷ
を
考
え
て
ࢿ
ݯ
を
ফ
අ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
や

౷
ܭ
デ
ー
タ
を
視
֮
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
な

ど
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
町
の
ະ
དྷ
を
考
え
、
ະ
དྷ
を

क
る
た
め
に
町
の
現
状
を
見
え
る
化
し
、
ࠓ
Կ
を
す

き

か

Ѳ
す
る
こ
と
が
大

な
の
だ
と
ؾ
づ
き
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
δ
ェ
ク
ト
の
中
で
見
え
た
課
題
で
あ
る
「
女

性
が

ら
し
て
ָ
し
い
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
て
、
女
性

が
生
み
出
す
ア
イ
デ
ア
や
チ
ャ
レ
ン
δ
を
応
援
す

く
、

１
０
０
人
の
女
性
を
ू
め
て
、
ϑ
Ỽ
ー
ラ
ム
の
中
で
ϫ
ー

ク
シ
ἀ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、「
子
ど
も
の

ࠒ
の
ເ
」
や
「
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
２
０
４
０
年
の
有

ా

町
は
ど
ん
な
お
し
Ỵ
れ
で
ָ
し
い
町
に
な
っ
て
い
る

か
」
な
ど
を
話
し
合
い
、「
あ
っ
た
ら
い
い
な
」
を
ς
ー

マ
に
グ
ル
ー
プ
ϫ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

݁
果
と
し
て
、
こ
の
ϫ
ー
ク
シ
ἀ
ッ
プ
が
ま
ち
づ
く
り

に
本
ؾ
で
取
り
組
Ή
仲
間
を
ू
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、

女
子
会
を
発

す
る

台
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ

の
ϫ
ー
ク
シ
ἀ
ッ
プ
が
行
わ
れ
た
、
ഇ
所
༧
定
の
保
育
所

を
活
用
し
た
イ
ϕ
ン
ト
「
あ
り
が
と
う
ా
఼
保
育
所
」
を

同
町

意
団
体
の
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
̖
̜
̬
（
̺
̴


Վ
ࢁ
ݝ
༗
田

ொ

Ổ
女
子
力
で
「
あ
っ
た
ら
い
い
な
」
を

�

ܗ
に
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
Ổ

ೇ
෦
　
ກ
ඒ

༗
ా

女
ࢠ
ձ
̪
̥�

̜
̸
́
̻
͂
Ϧ
ồ
μ
ồ

女
ࢠ
ձ
Λ
݁

ỏ

 

女
性
の
ྗ
Ͱ
·
ͪ
の
ັ
ྗ
Ξ
ỽ
ϓ

女
子
力
を
活
か
し
て
地
域
活
性
化
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̴
ɹ̿

̖
̧
̞
̙
̖
̜
̖
̬
ɹ̖
͆
̴
̸
́
̳
）
と
と
も

に
企
画
し
։
࠵
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
イ
ϕ
ン
ト
で
は
、
ଔ
Ԃ
さ
れ
た
方
に
向
け
て
保
育

所
で
の
思
い
出
を
ల
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
保
育
所

を
リ
ϊ
ϕ
ー
シ
ἀ
ン
す

く
、
参
加
者
に
こ
れ
か
ら
の
活

用
方
法
に
つ
い
て
、
ഇ
所
ޙ
に
ど
う
な
っ
て
΄
し
い
か
、

地
域
に
ど
ん
な
も
の
が
あ
れ
ば
خ
し
い
か
と
い
う
声
を
聞

き
ま
し
た
。

 

町
情
報
誌
「
ｓ
ｈ
ｉ
ｙ
ｏ
ｌ
ａ
（
シ
ヨ
ラ
）」

有
ా

町
の
女
性
た
ち
が
作
成
し
た
Ψ
イ
υ
ϒ
ッ
ク

「
͂
̷
̸
͈
̾
̻
（̰
シ
Ϥ
ラ
）」が
話
題
を
ू
め
て
い
ま
す
。

ή
ス
ト
ϋ

ス
を
運
営
す
る
有
ా

女
子
会
の
メ
ン
バ

ー
の
「
有
ా

町
を
紹
介
で
き
る
マ
ッ
プ
が
΄
し
い
」
と

い
う
発
言
か
ら
で
し
た
。「
地
ݩ
有
ా

町
の
こ
と
を
紹

介
す
る
ৄ
し
い
情
報
ࢽ
が
な
い
ʂ
そ
れ
な
ら
自
分
た
ち
で

作
っ
て
し
ま
お
う
」と
い
う
話
に
な
り
͂
̷
̸͈
̾
̻
̰
（
シ

Ϥ
ラ
）
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

◆◆◆

観
ޫ
Ψ
イ
υ
ϒ
ッ
ク
で
は
な
く
、
ま
ず
は
町
内
の
女
性

に
ָ
し
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
コ
ン
セ
プ
ト
。
タ
イ
ト
ル

の
「
͂
̷
̸
͈
̾
̻
̰
（
シ
Ϥ
ラ
）」
は

Վ
ࢁ
ห
で
「
Ỗ

し
よ
う
」
の
意
ຯ
で
、
ಛ
に
子
育
て
ੈ

の
女
性
た
ち
の


ৗ
に
取
り
入
れ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
を
「
一
ॹ
に
し
よ

う
」
と
い
う
思
い
を
ࠐ
め
、
企
画
は
す

て
女
性
た
ち
の

ア
イ
デ
ア
を
も
と
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
ඒ
を

ٻ
」「
有
ా

を
ຯ
わ
う
」「
あ
り
だ
が
わ
の

方
言
ಛ
ू
」
な
ど
町
内
の

ら
し
に
ີ
ண
し
た
内
༰
は
、


ए
男
女
が
ָ
し
め
、
町
が
全
５
０
０
０
෦
を
発
行
。
ެ

共
施
ઃ
や
ڠ
力
ళ
ฮ
な
ど
に
配

さ
れ
て
い
ま
す
。企
画
・

ฤ
ू
な
ど
に
１
年
間
か
け
て
自
分
た
ち
が
本
当
に
ྑ
い
と

思
う
有
ా

町
の
魅
力
を
٧
め
ࠐ
ん
だ
自
信
作
で
す
。

有
ా

女
子
会
の
中
の
５
人
が
作
成
し
ま
し
た
。
本
֨
的

な
ฤ
ू
の
経
ݧ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
広
ࠂ

ཧ
ళ

の
プ
ラ
ン
ナ
ー
や
ア
マ
チ
ỿ
ア
Χ
メ
ラ
マ
ン
ら
の
指
ಋ
を

ड
け
な
が
ら
取
ࡐ
や
ࡱ
Ө
、
レ
イ
ア

ト
な
ど
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
各
地
区
の
ࢰ
子

や
伝
౷
ܳ
能
を
取
り
上
げ

た
΄
か
、
Ϥ
Ψ
や
৯
事
で
自
分
を
い
た
わ
る
時
間
を
持
つ

こ
と
の
大

さ
を
ಛ
ू
。
町
内
の
す
て
き
な
෩
ܠ
や
、
も

ら
っ
て
う
れ
し
い
手

࢈
や
地
ݩ
ύ
ン

ಛ
ू
な
ど
も
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
い
し
い
৯
ࡐ
を

っ
た
レ
シ
ϐ
の

ಛ
ू
で
は
、
ミ
Χ
ン
や
ࢁ
ᑦ
な
ど
の
ಛ
࢈

に
と
ど
ま
ら

ず
、
৽

な
ܲ

や
地
域
に
ࠜ
ࠩ
し
た
৯
จ
化
で
も
あ
る

α
バ
な
ど
有
ా

な
ら
で
は
の
知
ら
れ
͟
る
魅
力
に
も
ス

ϙ
ッ
ト
を
当
て
ま
し
た
。
ま
た
、

子
で
ָ
し
め
る
ス
ϙ

ッ
ト
の
紹
介
や
有
ా

町
に
住
Ή
Ҡ
住
者
の
コ
ラ
ム
な
ど
、

こ
こ
で
し
か
ಡ
め
な
い
も
の
ば
か
り
で
す
。
一
ൠ
的
な
観

ޫ
ύ
ン
ϑ
レ
ッ
ト
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
有
ా

町

に

ら
す
人
が
タ
ー
ή
ッ
ト
と
な
っ
て
お
り
、
有
ా

町

民
で
あ
る
か
ら
こ
そ
ؾ
づ
い
て
い
な
い
魅
力
や
そ
こ
に
あ

る
「
お
も
し
Ỵ
い
（
お
も
し
Ζ
い
と
い
う
意
ຯ
の
方
言
）」

を
ײ
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

子
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て

ࠓ
ޙ
、「
͂
̷
̸
͈
̾
̻
̰
（
シ
Ϥ
ラ
）」
を
ϕ
ー
ス
に
、

住
ま
い
や

事
に
関
す
る
情
報
や
有
ా

町
の
魅
力
を

有
ా

女
子
会
の
ϗ
ー
ム
ϖ
ー
δ
で
発
信
し
、
৽
た
に
有

ా

町
の
ڌ
点
と
な
る
場
所
や
地
域
に
ス
ϙ
ッ
ト
を
当

て
、
マ
ッ
プ
作
り
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
し

て
、
Ҡ
住
お
ࢼ
し
π
ア
ー
を
し
た
り
Ҡ
住
を
考
え
て
い
る

町
֎
の
方
々
の
相
談
を
ड
け
た
り
し
な
が
ら
、
地
ݩ
の
魅

力
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

有
ా

女
子
会
は
、
有
ా

町
に
由
ԑ
が
あ
る
女
性
が

出
会
い
、つ
な
が
り
、共
に
学
び
、磨
き
合
う
こ
と
で

々

の

ら
し
を
๛
か
に
、「
あ
っ
た
ら
い
い
な
」
を
ܗ
に
す

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
女
性
が


ら
し
て
ָ
し
い
ま
ち
有
ా

町
を
一
ॹ
に
目
指
し
て
く

れ
る
メ
ン
バ
ー
を
ื
ू
し
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

◆◆◆

オシャピク

シヨラ 3人娘

お試しカフェ
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は
じ
め
に

介
ޢ
や

ප
は
待
っ
た
な
し
で
す
。
ԕ
く
で
生
活
し
て

い
る
育
ࣇ
中
の
່
が
、

ݩ
ま
で
す
͙
に
ۦ
け
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
会
社
で

し
く
ಇ
い
て
い
る

ଉ
子
が
、
す
͙
に
介
ޢ
ٳ
Ջ
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
で
し

ょ
う
か
。
子
ど
も
が
い
な
い
ߴ
ྸ
者
は
、
୭
に
ॿ
け
を
ٻ

め
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。「

の
໘

は
子
ど
も
が

み
る
」
と
い
う
Ձ

観
が
ࠜ
強
く

る
中
、
ԕ
ڑ

介
ޢ

や
介
ޢ

職
を
強
い
ら
れ
る
Ո

に
ԕ
慮
し
な
が
ら
介
ޢ

を
ड
け
る
ߴ
ྸ
者
が
大

い
ま
す
。
ࡢ
ࠓ
は
Ո

の
ܗ
ଶ

も
ม
わ
り
、
Ո

の
中
だ
け
で
介
ޢ
や
育
ࣇ
を
済
ま
せ
て

し
ま
う
こ
と
が
ݫ
し
い
ੈ
の
中
に
な
り
ま
し
た
。
介
ޢ
を

ཧ
由
に

職
す
る
ಇ
き

り
の
人
は
、年
間

10
ສ
人（
૯


ল
「
ฏ
成
ùĀ
年
ब
業
構

基
本
調
査
」）
い
る
と
報
ࠂ

◆◆◆

さ
れ
て
い
ま
す
。
ࢲ
自
身
が
介
ޢ
と
育
ࣇ
を
同
時
に
行
う

ダ
ϒ
ル
έ
ア
を
ù0
年
前
に
経
ݧ
し
、
ެ
共
α
ー
Ϗ
ス
だ
け

で
は
介
ޢ
生
活
は
担
保
さ
れ
な
い
と
௧
ײ
し
ま
し
た
。
し

か
し
、そ
の
状
況
は
ࠓ
で
も
ม
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

２
０
１
４
年
に
介
ޢ
保
ݥ
ద
用
֎
の
α
ー
Ϗ
ス
を
提
供
す

る
「
わ
た
し
の

ޢ
්
さ
ん
�
」
と
い
う
事
業
を
։
࢝
し

ま
し
た
。

「
わ
た
し
の
看
護
婦
さ
ん
®
」

「
時
間
」
と
「
心
」
の
ڑ

を
も
っ
と
ॖ
め
な
く
て
は

ߴ
ྸ
社
会
の

本
は
่
յ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
介
ޢ
を
ड

け
ら
れ
る
方
に
と
っ
て
、
҆
心
し
て
地
域
で

ら
し
て


く
こ
と
は
も
ち
Ζ
ん
の
こ
と
、
介
ޢ
・
育
ࣇ
を
す
る
方
も

心
地
よ
い
社
会

ڥ
で
な
け
れ
ば
、
Ո

全
体
の
҆
心
は

क
ら
れ
な
い
と
ײ
じ
ま
す
。「
わ
た
し
の

ޢ
්
さ
ん
�
」

◆◆◆

ௗ
औ
ݝ
ถ
ࢠ
ࢢ

Ổ
「
届
け
た
い
介
ޢ
」「
ड
け
た
い

ޢ
」
の

�

あ
り
方
を


Ổ

જ
ࡏ

ޢ
ࢣ
Λ
׆
༻
͠

 

อ
ݥ
ద
༻
֎
α
ồ
Ϗ
ε
Λ
ఏ
ڙ

女
子
力
を
活
か
し
て
地
域
活
性
化

ਆ
ށ
　
و
ࢠ

̣
⁒
̠
⁒
̘
φ
ồ
γ
ϯ
ά
ί
Ξ�

ί
ồ
ϙ
Ϩ
ồ
γ
ἀ
ϯ
߹
同
ձ
ɹࣾ


ද

就業状態別介護・看護のために過去 1年間に前職を離職した者及び割合
（出典）総務省「平成 29年就業構造基本調査」

総務省が出している、介護離職者の年間約 10万人出ている棒グラフ

男女，就業状態別介護・看護のために過去１年間に前職を離職した者
（出典）総務省「平成 29年就業構造基本調査」
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は
、
介
ޢ
す
る
人
、
育
ࣇ
す
る
人
の
立
場
も
保
ো
し
、
Ո

ఉ
そ
し
て
地
域
に
҆
ら
͗
を
༩
え
ま
す
。
女
性
の
活
躍
と

ߴ
ྸ
者
の
社
会
進
出
の
支
援
は
も
ち
Ζ
ん
の
こ
と
、
地
方

出
身
の
ಇ
き

り
の
子
ど
も
ੈ

が
抱
え
る
経
済
的
・
心

身
的
に
ෛ
担
が
大
き
い
「
ԕ
ڑ

介
ޢ
」
問
題
に
取
り
組

Ή
こ
と
で
、

ま
な
い
介
ޢ

職
を

ࢭ
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
α
ー
Ϗ
ス
を
上
げ
ま
す
と
、
ߴ
ྸ
者
の
通
院

や
֎
出
へ
の

き
ఴ
い
、

れ
て

ら
す

の
҆
൱
確
ೝ

や
入
院
中
の
お
ੈ
話
な
ど
、
介
ޢ
保
ݥ
で
は
対
応
で
き
な

い
こ
と
を

ޢ
ࢣ
や
介
ޢ
士
た
ち
が
Ո

に

わ
っ
て
行

う
α
ー
Ϗ
ス
で
す
。
介
ޢ
保
ݥ
ద
用
α
ー
Ϗ
ス
で
す
と
、

έ
ア
マ
ω
ー
δ
ャ
ー
が
作
成
す
る
介
ޢ
ܭ
画
ॻ
に
Ԋ
っ

て
、
決
ま
っ
た
時
間
、
決
ま
っ
た
内
༰
し
か
対
応
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ߴ
ྸ
に
な
れ
ば
୭
し
も
介
ޢ

保
ݥ
α
ー
Ϗ
ス
を
ड
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
く
、

ෳ
ࡶ
な
行
政
手
続
き
を
通
過
し
て
か
ら
よ
う
や
く
ར
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
介
ޢ
の
ґ
པ
は
ಥ
然
に
や
っ
て

く
る
も
の
で
す
か
ら
、
も
っ
と
ؾ
ָ
に
、
も
っ
と
؆
୯
に

ར
用
で
き
る
α
ー
Ϗ
ス
が
あ
れ
ば
と
願
い
、
Χ
タ
チ
に
し

ま
し
た
。

潜
在
看
護
師
・
介
護
士
た
ち
に
活
躍
の
場
を

事
業
当
ॳ
は
ϑ
ル
タ
イ
ム
で
ಇ
け
な
い
育
ࣇ
や
介
ޢ
中

の

ޢ
ࢣ
や
介
ޢ
士
た
ち
に
声
を
ֻ
け
、
α
ー
Ϗ
ス
を
作

っ
て
い
き
ま
し
た
。「
わ
た
し
の

ޢ
්
さ
ん
�
」
は
̨

̙
̜
͂
が
ܝ
げ
る
ಇ
き
が
い
と
地
域
の
経
済
成
長
を
ޙ
ԡ

し
す
る
た
め
、
જ
在

ޢ
ࢣ
ら
が
෮
職
を

像
で
き
る
よ

う
な
ಇ
き
や
す
い
シ
ϑ
ト
作
り
に
配
慮
し
た
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
情
報

ཧ
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
ς
ム「
έ
ア
ϒ
ラ
イ
ト（


◆◆◆

標
ొ

ਃ

中
）」
を
リ
リ
ー
ス
し
ま
し
た
。
ै
事
者
各

自
の
ス
マ
ー
ト
ϑ
Ỽ
ン
か
ら
確
ೝ
が
で
き
る
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
情
報

ཧ
シ
ス
ς
ム
を
活
用
し
て
い
る
た
め
、
わ
͟
わ

͟
ར
用
者
様
の
Χ
ル
ς
を
会
社
に
見
に
出
か
け
る
と
い
う

࿑
力
が
ݮ
り
ま
し
た
。
α
ー
Ϗ
ス
ޙ
も
現
場
か
ら
͝
ར
用

報
ࠂ
を
͝
Ո

と
セ
ン
タ
ー
に
؆
୯
に
ૹ
信
が
で
き
ま

す
。ま

た
、
ಇ
き
た
い

ޢ
ࢣ
や
介
ޢ
士
ら
も
ۈ

ر

時

間
の
ొ

が
ス
マ
ϗ
上
で
で
き
る
た
め
、
プ
ラ
イ
ϕ
ー
ト

と
お

事
の
྆
立
が
؆
୯
で
す
。
ར
用
者
の
͝
Ո

の
介

ޢ

職

ࢭ
、
ै
事
者
ଆ
の
ス
Ω
ル
と
時
間
の
有
効
活
用

を
ৗ
に
意
識
し
た
α
ー
Ϗ
ス
で
す
。
ར
用
者
様
ଆ
か
ら
も

「
わ
た
し
の

ޢ
්
さ
ん
�
」
の
α
ー
Ϗ
ス
を
信
པ
で
き

る
と
い
う
ධ
Ձ
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
જ
在

ޢ

ࢣ
だ
っ
た
ス
タ
ッ
ϑ
と
共
に
ಇ
く
介
ޢ
士
や
保
育
士
か
ら

も
、
ར
用
者
の
体
調

ཧ
に
つ
い

て

͙
に
相
談
が
で
き
、
҆
心
し

な
が
ら

事
が
で
き
る
と
い
う
声

が
د
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
に
向
け
て

๚
問
α
ー
Ϗ
ス
を
行
う
た
め
の

ス
タ
ッ
ϑ
ڭ
育
を
２
０
１
８
年
ळ

よ
り
「
ԕ
ڑ

介
ޢ
支
援
ڠ
会
」

内
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
介
ޢ
関
連
の
多
く
の
法
人

と
連
携
し
、「
届
け
た
い
介
ޢ
、

ड
け
た
い

ޢ
」
を


し
、


本
の
ະ
དྷ
を
໌
る
く
す
る
活
動
を

し
て
い
き
ま
す
。

◆◆◆

介護サービスの様子②

介護サービスの様子①

クライアント情報管理マッチングシステム「ケアブライト」のイメージ
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多
様
な
働
き
方
の
実
践
者

ࢲ
た
ち
̣
̥
̤
法
人
ϫ
ー
ク
ラ
イ
ϑ
・
コ
ラ
Ϙ
（
Ҏ
Լ

ϫ
ー
コ
ラ
）
は
、
ϫ
ー
ク
ラ
イ
ϑ
バ
ラ
ン
ス
を
ς
ー
マ
に

「
人
・
企
業
・
地
域
Ỗ
ࡾ
方
を
つ
な
͗
๛
か
な
ະ
དྷ
へ
Ỗ
」

を
目
指
し
て
Ѫ
ඤ
県
দ
ࢁ
市
を
ڌ
点
に
活
動
し
て
い
る
。

地
方
の
ಛ
性
と
し
て
行
政
と
の
ڑ

ײ
が
近
い
こ
と
も
あ

り
、
ฏ
成
ù3
年
か
ら
は
女
性
活
躍
推
進
事
業
を
中
心
に
、

গ
子
化
対
ࡦ
事
業
や
ى
業
支
援
な
ど
、
ड
ୗ
事
業
や
、
自

ओ
事
業
を
地
域
と
ڠ
ಇ
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

ϫ
ー
コ
ラ
で
ಇ
く
ス
タ
ッ
ϑ
は
、
ཧ
事
長
を
含
Ή
８
人

全
員
が
子
育
て
中
の
女
性
で
、
時
間
੍

の
あ
る
な
し
に

関
わ
ら
ず
、
子
連
れ
出
ۈ
や
ϑ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
੍
、
在


ۈ

な
ど
の
੍
度
を
活
用
し
な
が
ら
、
職

を

行
し

て
い
る
。
ま
た
、
地
域
に
お
い
て
も
そ
れ
ͧ
れ
の
役
割
を

担
う
多
様
な
生
活
実
践
者
で
あ
る
。

◆◆◆

個
人
の
悩
み
を 

地
域
で
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

ࢲ
が
ϫ
ー
コ
ラ
の
ଘ
在
を
知
っ
た
き
っ
か
け
は
、
ฏ
成

ùû
年
度
Ѫ
ඤ
ະ
དྷ
づ
く
り
ڠ
ಇ
提
Ҋ
事
業
を
ड
ୗ
し
作
成

さ
れ
た
、
Ѫ
ඤ
県
で
活
躍
す
る
女
性
10
人
に
ス
ϙ
ッ
ト
を

あ
て
た

子
「
͂
͆
̸
̓
̲
̷
」
を
、
地
域
の
ެ
民
ؗ
で

手
に
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
ר

に
は
「
も
う
一
度
自
分
の

生
き
方
を
見
つ
め
、
࣍
の
ス
ς
ッ
プ
に
ొ
Ζ
う
と
す
る
女

性
の
た
め
に
作
ら
れ
ま
し
た
」
と
い
う
言
༿
と
共
に
、


子
を
作
っ
た
５
人
の
ओ
්
ラ
イ
タ
ー
の
ฃ
ಆ
ه
が
ฤ
ू
ޙ

ه
に
つ
づ
ら
れ
て
い
た
。
地
方
で
も

事
も
生
活
も
あ
き

ら
め
ず
に
前
進
し
て
い
る
10
ʴ
�
人
の
等
身
大
の
女
性
た

ち
が
と
て
も
身
近
に
ײ
じ
ら
れ
、
会
っ
て
み
た
い
と
思
っ

た
。

子
の
中
の
人

と
の
出
会
い
が
స
機
と
な
り
、
ޙ


ϫ
ー
コ
ラ
の
ス
タ
ッ
ϑ
と
な
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。݁

ࠗ
、
ύ
ー
ト
ナ
ー
の
స
ۈ
（
స
職
）
に

う
స
ډ
、

◆◆◆


職
、
出
࢈
、
子
育
て
と
、
ラ
イ
ϑ
イ
ϕ
ン
ト
͝
と
に
ア

イ
デ
ン
ς
ỹ
ς
ỹ
の
࠶
構
ங
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

女
性
は
地
方
に
こ
そ
多
く
、
ࢲ
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。

そ
の
当
事
者
が
࠶
ス
タ
ー
ト
を

る
に
は
か
な
り
の
Τ
ω

ル
Ϊ
ー
を
必
要
と
す
る
。
ϫ
ー
コ
ラ
は
、
そ
ん
な
女
性
た

ち
が
「
一
人
じ
Ỵ
な
い
」
こ
と
を
ײ
じ
、
࣍
の
一
า
を
౿

み
出
す
ύ
ϫ
ー
を
も
ら
え
る
「
ډ
場
所
（
α
ー
υ
プ
レ
イ

ス
）」
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
ײ
じ
る
。

シ
ー
ダ
ー
（
種
を
ま
く
人
） 

と
な
る
人
の
連
鎖

ϫ
ー
コ
ラ
は
自
ओ
事
業
と
し
て
続
け
て
い
る
「
地
域
で

の
コ
ミ
ỿ
ニ
ς
ỹ
づ
く
り
の
場
」
を
い
く
つ
か
持
っ
て
い

る
。
ฏ
成
ù1
年
か
ら
定
期
։
࠵
し
て
い
る
、
ಇ
く
女
性
が

職
場
や
Ո
ఉ
Ҏ
֎
の
ԣ
の
つ
な
が
り
を
持
つ
場
と
な
る

「
ϫ
ー
Ω
ン
グ
マ
β
ー
ラ
ン
チ
会
」、
育
ࣇ
ٳ
業
前
ޙ
の


み
や
相
談
事
を
当
事
者
や
経
ݧ
者
を
交
え
て
情
報
共
有
す

る
「
育
ٳ
ς
ỹ
ー
タ
イ
ム
」、
子
ど
も
を
༬
け
て
ಇ
く
こ

と
へ
の
ཧ
解
と
知
識
を
深
め
る
「
子
ど
も
を
༬
け
て
ಇ
く

基
ૅ
知
識
」
な
ど
だ
。
参
加
者
は
、

事
と
子
育
て
の
྆

立
に
つ
い
て
Կ
ら
か
の
ෆ
҆
や

み
を
抱
え
る
女
性
が
多

く
、「
྆
立
の
こ
と
で

ん
で
い
い
ん
だ
」「
ࢲ
だ
け
じ
Ỵ

な
い
」
と
、
思
い
を
共
有
す
る
こ
と
は
自
分
を
ೝ
め
る
こ

と
に
つ
な
が
る
。

こ
の
よ
う
な
࠲
談
会
や
ษ
強
会
を
重
Ͷ
て
い
く
中
で
、

ϫ
ー
コ
ラ
の
活
動
に
ࢍ
同
し
て
く
だ
さ
る
会
員
さ
ん
は

ঃ
々
に
増
え
、
シ
ー
ダ
ー
（
छ
を
ま
く
人
）
と
な
る
人
が

現
れ
は
じ
め
た
。「
育
ٳ
取
得
社
内
ୈ
１
߸
」
や
「
ॳ
の

女
性

ཧ
職
」、
さ
ら
に
は
地
域
の
役
割
を
担
う
よ
う
に

な
る
な
ど
、
Կ
か
し
ら
は
じ
め
の
一
า
を
౿
み
出
す
人
が

গ
し
ず
つ
増
え
て
き
た
。

◆◆◆

Ѫ
ඤ
ݝ
দ
ࢁ
ࢢ

ࢠ
ҭ
ͯ
த
の
女
性
が
த
৺
ͱ
ͳ
ỳ
ͯ

 

ਓ


Ҭ
Λ
ҭ
ͯ
Δ

Ổ
人
・
企
業
・
地
域
を
つ
な
͗
、
地
域
の
課
題
を
解
決
Ổ

女
子
力
を
活
か
し
て
地
域
活
性
化

∁
ڮ
　
ߒ
ࢠ

̣
̥
̤
๏
ਓ
ϫ
ồ
Ϋ
ϥ
Π
ϑ
ɾ
ί
ϥ
Ϙ

ࣄ
ۀ
ί
ồ
σ
ỹ
ω
ồ
λ
ồ
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人
を
育
て
る
こ
と
は
地
域
を
育
て
る
こ
と

ϫ
ー
コ
ラ
が
࣍
ੈ

育
成
の
視
点
か
ら
ల
։
す
る
事
業

に
、
খ
学
生
の
長
期
ٳ
Ջ
中
の
༬
か
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ま

ち
の
が
っ
こ
う
」
や
、
地
（
知
）
の
ڌ
点
大
学
に
よ
る
地

方

生
推
進
事
業（
̘
̤
̘
ʴ
）（
ฏ
成
ùý
年
Ỗ
31
年
ま
で
）

の
参
加
大
学
の
一
つ
で
あ
る
দ
ࢁ
౦
Ӣ
女
子
大
学
・
দ
ࢁ

౦
Ӣ

期
大
学
か
ら
ड
ୗ
し
て
い
る
「
地
方
に
お
け
る
女

性
の
ϫ
ー
ク
ラ
イ
ϑ
バ
ラ
ン
ス
」プ
ロ
δ
ェ
ク
ト
が
あ
る
。

「
ま
ち
の
が
っ
こ
う
」
は
、
長
期
ٳ
Ջ
中
の
子
ど
も
の

༬
け
ઌ
に
ۤ
慮
し
て
い
る
保
ޢ
者
（
多
く
は


）
を
支

援
・
子
ど
も
の
ඇ
ೝ
知
能
力
（
学
力
で
は
は
か
れ
な
い
生

き
る
力
）
を
育
Ή
・
地
域
（
企
業
）
と
子
ど
も
を
つ
な
͙
、

̏
つ
の
目
的
を
ซ
せ
持
っ
て
い
る
。

ま
た
、
̘
̤
̘
ʴ
事
業
で
は
、
女
子
学
生
が
Ѫ
ඤ
県
内

で
ಇ
き
、
か
つ
Ո
ఉ
を
ங
き
生
活
す
る
と
い
う
こ
と
を
よ

◆◆◆

り
具
体
的
に
思
い
描
け
る
よ
う
、
地
ݩ
企
業
（
で
ಇ
き
、

子
育
て
を
す
る
男
女
）
と
学
生
を
つ
な
͙
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
プ
ロ
δ
ェ
ク
ト
で
は
、
そ
の
役
割
と
な
る
地

域
コ
ー
デ
ỹ
ω
ー
タ
ー
を
ཆ
成
す
る
た
め
の
ཆ
成
ߨ
࠲

や
、
学
生
が
子
育
て
中
の
企
業
ۈ

者
の
お

を
๚
問
す

る
子
育
て
Ո
ఉ
๚
問
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
を
企
画

し
、
ڠ
ಇ
で
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
౿
み
ࠐ
ん
だ

取
り
組
み
に
よ
り
、
学
生
に
と
っ
て
は
、
ラ
イ
ϑ
プ
ラ
ン

を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
コ
ー
デ
ỹ
ω
ー
ト
を
学
΅

う
と
す
る
地
域
の
方
々
に
と
っ
て
は
地
域
の
中
で
の
役
割

や
ࠓ
の
学
生
の
現
状
、女
性
が
ಇ
く
現
状
（
企
業
の
現
状
）

を
広
く
知
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

近
年
の
গ
子
ߴ
ྸ
化
や
֩
Ո

化
は
地
方
で
も
加

度

的
に
進
ん
で
お
り
、
ए
者
が
自
分
の
ক
དྷ
を
考
え
る
と
き

の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
ෆ
在
ま
た
は
、（
男
は

事
、
女
は

Ո
ఉ
と
い
う
よ
う
な
）
性
別
役
割
を
担
っ
た

し
か
身
近

な
大
人
が
い
な
い
έ
ー
ス
が
গ
な
く
な
い
。

女
性
の
෯
広
い
ラ
イ
ϑ
ス
ς
ー
δ
に
د
り
ఴ
う
こ
と

が
、「
人
育
て
ử
地
域
を
育
て
る
」
と
な
り
、
ͻ
い
て
は

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
の
で
は
と
ࢲ
た
ち
は
考
え

る
。
し
か
し
、人
を
育
て
る
こ
と
は
数

で
は
ଌ
れ
な
い
。

Ѫ
ඤ
に

ら
す
人
・
地
域
・
企
業
が
、
प
り
で
ى
こ
っ
て

い
る
課
題
に
ؾ
づ
き
、
解
決
に
向
け
て
の
目
標
を
共
有
す

る
こ
と
が
、
๛
か
な
ະ
དྷ
へ
の
৽
た
な
一
า
に
な
る
の
で

は
な
い
だ
Ζ
う
か
。

Ѫ
ඤ
県
の
す

て
の
女
性
が
「
自
分
の
人
生
の
か
じ
取

り
は
自
分
で
す
る
」
と
い
う
意
識
を
も
ち
、
そ
の
実
践
者

と
し
て
࣍
ੈ

へ
バ
ト
ン
を
�

し
た
い
。

私
た
ち
の
課
題

こ
れ
ま
で
の
ϫ
ー
コ
ラ
の
活
動
を
ৼ
り
返
る
と
、
行
政

か
ら
の
ड
ୗ
事
業
の
割
合
が
８
割
Ҏ
上
を
占
め
、
自
ओ
事

業
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
ܽ
い
て
い
る
現
状
が
あ
る
。
ࠓ
ޙ
も

ま
す
ま
す
人
々
の
ラ
イ
ϑ
ス
タ

イ
ル
は
多
様
化
し
、
ニ
ー
ズ
は

多
ذ
に
わ
た
る
こ
と
が
༧

さ

れ
る
。
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
て
い
く
た
め
に
は
、
活
動
ࢿ

ۚ
の
ऩ
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◆◆◆

まちのがっこうでワーコラの法人会員（有限会社ラポール）が
お菓子作りのプログラムを提供、実施している様子

ワーコラが行政と協働で作成した冊子

ワーコラスタッフは全員子育て中

ワークライフ・コラボの
HPの QRコード
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限
界
集
落
に
活
気
が
溢
れ
る
！

ٶ
࡚
県
ඒ
ڷ
町
の
ೆ

෦
に
Ґ
ஔ
す
る

（
ど
が
わ
）

地
区
は
、
人
ޱ

̏
５
０
人
、
１
０
０
ੈ
ଳ
の
খ
規

ू

མ
で
す
。
地
区
に
あ
っ
た
།
一
の
中
学
ߍ
、
খ
学
ߍ
は
গ

子
化
の

に
ԡ
さ
れ
、
そ
れ
ͧ
れ
ฏ
成
1þ
年
と
ù3
年
に
ด

ߍ
し
ま
し
た
。
จ
ࣈ
通
り
限
ք
ू
མ
に
近
づ
き
つ
つ
あ
っ

た


地
区
で
す
が
、
こ
こ
数
年
、
30

の
ए
者
を
中
心

と
す
る
̪
タ
ー
ン
者
が
増
加

向
に
あ
り
ま
す
。
̪
タ
ー

ン
し
た
ए
者
が
中
心
と
な
っ
て
「
地
域
づ
く
り
活
動
」
が


ん
に
な
り
、
৮
発
さ
れ
る
よ
う
に
、
੨
年
団
、
ফ

団
、

野
ٿ
ク
ラ
ϒ
な
ど
が
活
ؾ
を
取
り

し
て
き
た
の
で
す
。

そ
ん
な
地
域
の

り
上
が
り
に

ܹ
を
ड
け
た
ࢲ
達
、

お
ば
さ
ん
達
が
「
ए
い
も
ん
に
は
ෛ
け
ら
れ
ん
」
と
一
೦

発
ى
し
て
立
ち
上
げ
た
グ
ル
ー
プ
が


マ
ン
マ
で
す
。

ਖ਼
ࣜ
໊
শ
は


ܜ
い
の
ڷ
加

グ
ル
ー
プ
で
す
が
、
み

ん
な
は

し
み
を
ࠐ
め
て
「
マ
ン
マ
」
と
ݺ
ん
で
い
ま
す
。

マ
ン
マ
（
お

さ
ん
）
と
ま
ん
ま
（
͝
൧
）。「
マ
ン
マ
」

が
作
る
Ѫ
情
の
こ
も
っ
た
「
ま
ん
ま
」
が


地
区
を
さ

◆◆◆

ら
に
ݩ
ؾ
に
し
て
い
き
ま
す
。

地
元
の
味
を
次
の
世
代
に
残
し
た
い

き
っ
か
け
は
、


の
伝
౷
の
ຯ
（
お
;
く
Ζ
の
ຯ
）

を

し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
で
し
た
。
十
数
年
前
ま
で

は
、


地
区
で
も
、
්
人
会
に
よ
る
௮

づ
く
り
な
ど

「
地
域
の
ຯ
を
क
る
」
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、

ߴ
ྸ
化
の
Ө
ڹ
に
よ
り
そ
の
活
動
も
一
時
్
ઈ
え
つ
つ
あ

り
ま
し
た
。Կ
と
か


の
ຯ
を
࣍
の
ੈ

に

し
た
い
、

そ
ん
な
思
い
か
ら
地
ݩ
්
人
会
に
有
ࢤ
を
ื
り
、
ࢍ
同
し

て
ू
ま
っ
た
も
の
で
す
。

࠷
ॳ
は
、
ઌ
ഐ
の
お
ば
あ
ち
Ỵ
ん
に
指
ಋ
を
ड
け
な
が

ら
、


伝
౷
の
௮

や
ࣽ

な
ど
の
加


づ
く
り
か

ら
࢝
め
ま
し
た
。
ࢼ
行
ࡨ
ޡ
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
;
る

さ
と
伝
౷
の
ຯ
を
୳
ٻ
す
る

々
。
গ
し
ず
つ
加


の

メ
ニ
ỿ
ー
も
増
え
ま
し
た
、
そ
ん
な
時
期
に
民
生
委
員
を

し
て
い
た
メ
ン
バ
ー
か
ら
あ
る
提
Ҋ
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

「


地
区
に
は
多
く
の
ಠ
り

ら
し

人
が
い
る
。
ങ

い

も
ま
ま
な
ら
な
い
中
、
一
人
ऐ
し
く
৯
事
を
す
る
࢟

◆◆◆

を
目
に
し
た
と
き
に
、
Կ
か
お
手
伝
い
す
る
こ
と
は
な
い

か
と
考
え
、
ߴ
ྸ
者
ੈ
ଳ
へ
の
お
ห
当
配

を
や
っ
て
み

て
は
ど
う
か
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

お
年
寄
り
へ
の
お
弁
当
宅
配
サ
ー
ビ
ス

ૣ

、
地
区
の
ߴ
ྸ
者
ੈ
ଳ
を
ճ
っ
て
、
お
ห
当
が
必

要
な
ੈ
ଳ
を
調
査
す
る
こ
と
か
ら
࢝
め
ま
し
た
。
調

て

み
る
と
Ҏ
֎
に
も
ニ
ー
ズ
が
多
い
こ
と
に
ؾ
づ
き
、
好
き

ݏ
い
や
ア
レ
ル
Ϊ
ー
が
な
い
か
な
ど
を
一
ݢ
一
ݢ
聞
い
て

ճ
る
の
に

１
Χ
月
を
අ
や
し
ま
し
た
。
同
時
に
メ
ニ
ỿ

ー
づ
く
り
に
も
と
り
か
か
り
ま
す
。

い
に
も
څ
৯
調
ཧ

員
の
経
ྺ
を
も
つ
メ
ン
バ
ー
が
い
ま
し
た
の
で
そ
の
方
を

中
心
に
し
て
ओ
৯
、
ओ
ࡊ
、
෭
ࡊ
、
෭
෭
ࡊ
、
そ
し
て
デ

β
ー
ト
、
ߴ
ྸ
者
に
配
慮
し
て
ফ
化
の
よ
い
৯
ࡐ
を

っ

た
り
、
ࢁ
ࡊ
や


、
タ
έ
ϊ
コ
に
༘
子
な
ど
、
ق
અ
͝

と
に
०
の
ૉ
ࡐ
を

う
よ
う
に


を
ڽ
ら
し
ま
し
た
。

Ձ
֨
も
ߴ
ྸ
者
が
ར
用
し
や
す
い
よ
う
に
１
৯
̏
０
０
ԁ

と
҆
Ձ
な
ઃ
定
に
し
ま
し
た
。
ࠓ
で
は
、
ि
２
ճ
、

ü0

ੈ
ଳ
に
お
ห
当
を
配

し
て
い
ま
す
。ར
用
者
か
ら
も「
ྔ

が
丁
度
よ
い
」「
ඒ
ຯ
し
い
」
な
ど
の
意
見
を

き
ま
す
。

声
か
け
、
見
守
り
、
ま
ご
こ
ろ
の
配
達

ࢲ
た
ち
が
お
ห
当
と
一
ॹ
に
配
達
し
て
い
る
も
の
が
も

う
一
つ
あ
り
ま
す
。

実
際
に
配
達
し
て
い
る
と
分
か
る
ん
で
す
が
、
ߴ
ྸ
者

の
方
た
ち
、
ಛ
に
ಠ
ډ

人
と
言
わ
れ
る
方
た
ち
の
中
に

は
、
一

୭
と
も
話
さ
な
い
人
や
֎
に
一
า
も
出
な
い
人

が
見
ड
け
ら
れ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
配
達
の
際
に
は
গ

し
の
時
間
で
も
い
い
の
で
会
話
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

◆◆◆◆◆◆

ٶ
࡚
ݝ
ඒ
ڷ
ொ

Ổ
地
域
で
の
見
क
り
と
支
え
あ
い
Ổ

ࠇ

　

ࢠ



Ϛ
ϯ
Ϛ
ớ


ܜ
͍
ͷ
ڷ
Ճ

ά
ϧ
ồ
ϓ
Ờ

ද

ಧ
͚
Δ
の

͓
ห

ͱ
·
͝
͜
Ζ

女
子
力
を
活
か
し
て
地
域
活
性
化
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す
。
গ
し
の
声
か
け
で
体
調
や
ී
ஈ
の
様
子
を
ײ
じ
取
る

こ
と
も
出
དྷ
ま
す
。「
ݩ
ؾ
に
し
と
る
Ͷ
」「
פ
い
か
ら
ؾ

を
つ
け
な
い
よ
」
の
一
言
ೋ
言
で
「
ݩ
ؾ
が
出
る
わ
」
と

言
っ
て
く
れ
る
方
も
い
ま
す
。
時
に
は
、
͝
み
出
し
の
手

伝
い
や
ങ
い


行
な
ん
か
も
や
っ
た
り
し
ま
す
。
ચ
୕


の
取
り
入
れ
を
加

し
た
り

を
運
ん
で
あ
げ
た
り
重

ๅ
が
ら
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。
お
ྱ
に
ఉ
ઌ
の
野

ࡊ
や
果

な
ど
を
分
け
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ

れ
を
࣍
ճ
の
お
ห
当
の
৯
ࡐ
に
ར
用
し
た
り
し
て
、
ま
さ

に
地
࢈
地
ফ
で
す
Ͷ
。

こ
ん
な
ײ
じ
で
ར
用
者
と

す
る
こ
と
は
、
খ
さ
な
こ

と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
が
ࢲ
た
ち
に
出
དྷ
る
地
域

で
の
見
क
り
と
支
え
あ
い
だ
と
思
い
ま
す
。
ࢲ
達
な
り
の

ま
͝
こ
Ζ
が
ར
用
者
に
伝
わ
っ
て
い
る
と
実
ײ
で
き
る
こ

と
が
Կ
よ
り
も
の
や
り
が
い
に
ܨ
が
っ
て
い
く
ん
で
す
。

新
た
な
動
き
と
、
こ
れ
か
ら
の
展
開

प
ғ
か
ら
も
ࢲ
達
の
活
動
に
対
し
て
গ
し
ず
つ
支
援
の

ྠ
が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
̪
タ
ー
ン
し
た
ए
者
た
ち

で
݁
成
さ
れ
た
地
域
づ
く
り
団
体
「
ど
が
わ
ະ
དྷ
会
議
」

は
、
１
０
０
年
ޙ
も
ଘ
続
で
き
る
地
域
を
目
指
し
て
様
々

な
活
動
を
࢝
め
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
に
、
ࢲ
達
マ
ン
マ
の

加


や
お
ห
当
を
ൢ
ച
す
る
Χ
ϑ
ェ
を
作
る
と
い
う
Ҋ

が
あ
り
ま
し
た
。
ࢿ
ۚ
は
ク
ラ

υ
ϑ
Ỹ
ン
デ
ỹ
ン
グ
で

ू
め
る
と
の
こ
と
。
࠷
ॳ
は
「
Կ
の
こ
と
ʁ
」
と

信


ٙ
で
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
人
の
ཧ
解
と
ڠ
力
、
そ
し
て

支
え
が
あ
っ
て
目
標
ֹ
に
౸
達
。
Կ
と
実
際
に
Χ
ϑ
ェ
ス

ϖ
ー
ス
を
Φ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
খ
ച
ళ

ฮ
と
ซ
ઃ
し
て
い
る
た
め
ࢲ、
達
の
加


や
ク
ッ
Ω
ー
、

◆◆◆

௮

ྨ
な
ど
を
ൢ
ച
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ࠓ
ޙ
は
、
ߴ
ྸ
者
の
د
り
合
い
場
所
や
地
ݩ
の
子
供
た

ち
と
ߴ
ྸ
者
が
ू
う
ੈ

間
α
ロ
ン
な
ど
で
活
用
で
き
る

と
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
ち
Ζ
ん
、
ࢲ
達
も
一
ॹ
に

な
っ
て
ϫ
イ
ϫ
イ
や
り
な
が
ら
ָ
し
め
る
場
と
し
て
で

す
。

そ
し
て
、
私
た
ち
は
こ
こ
に
い
る
。

࠷
近
で
は
、
ࢲ
達
の
活
動
が
ς
レ
Ϗ
や
৽
聞
な
ど
に
取

り
上
げ
ら
れ
る
機
会
も
増
え
、
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
「
ؤ

ு
っ
て
い
る
Ͷ
」
と
ܹ
ྭ
の
こ
と
ば
を
い
た
だ
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ಛ
別
な
こ
と
を
し
て
い
る
つ
も
り
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
ࢲ
達
の
活
動
で
গ
し
で
も
地
域
の

ら
し
が

क
ら
れ
ߴ
ྸ
者
の
օ
さ
ん
の
手
ॿ
け
に
な
る
の
で
し
た
ら

本

だ
と
思
っ
て
い
ま

す
ؾ。

の
合
う
仲
間
と
一
ॹ

に
「
自
分
達
が
ָ
し
ん

で
ʂ
」
を
ࢫ
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
や
れ
る
と
こ
Ζ

ま
で
ؤ
ு
り
ま
す
よ
。
ま

だ
ま
だ
ए
い
も
ん
に
は
ෛ

け
ら
れ
ん
で
す
も
ん
Ͷ
。

ࢲ
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も

こ
の


で

ら
し
、
生

活
し
、
お
ห
当
を
つ
く
り

ま
す
。
ず
っ
と
Ͷ
。
な
ͥ

な
ら
こ
こ
が
ࢲ
た
ち
の
い

る
場
所
だ
か
ら
。
ࢲ
た
ち

は
こ
こ
に
い
ま
す
。

◆◆◆

完成したカフェスペース

お弁当配達と見守り活動

渡川マンマのみなさん
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地
域
活
動
な
ど
に
チ
ャ
レ
ン
δ
す
る
こ
と
で
輝
い
て
い
る

女
性
ݸ
人
や
支
援
団
体
を
ݦ
জ
し
、
チ
ャ
レ
ン
δ
の
身
近

な
モ
デ
ル
を
示
す
た
め
、
２
０
０
４
年
度
か
ら
ຖ
年
、「
女

性
の
チ
ャ
レ
ン
δ

」を
त
༩
し
て
い
ま
す
。
ੋ
ඇ
、ロ
ー

ル
モ
デ
ル
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
ड

者
の
取
り
組
み
を

͝
ཡ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

IUUQ���X
X
X
�HFOEFS�HP�KQ�QVCMJD�DPN

N
FOEBUJPO�

X
PN
FO@DIBMMFOHF�D@IZPTIPV�IUN

M

農
林
水
産
分
野
に
お
け
る
女
性
の
参
画


ྛ
ਫ
࢈
業
は
地
方
に
と
っ
て
重
要
な
࢈
業
で
す
が
、

担
い
手
ෆ

な
ど
が
ݒ
೦
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
、

業

ै
事
者
数
が
ݮ
গ

向
に
あ
る
中
、
ए
者
の
৽
規

業
ै

事
者
は
増
加

向
で
、
ए
い
女
性
の
৽
規

業
ै
事
者
も

増
え
て
お
り
、
ま
た
、
既
ଘ
の

ྛ
ਫ
࢈
業
の
Ԇ
長
で
は

な
く
、
৽
た
な
観
点
か
ら
の
α
ー
Ϗ
ス
や

加
Ձ

を
も

た
ら
し
て
い
る
方
も
多
く
お
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
、２
０
１
̓
年
度
の
「
女
性
の
チ
ャ
レ
ン
δ

」

を
ड

さ
れ
た
ࠤ
౻
可
ಸ
子
さ
ん
は
、
ù0

で
৽
ׁ
県
十


町
市
の
限
ք
ू
མ
に
Ҡ
住
し
、
ࢁ
ਗ਼
ਫ
ถ
や
さ
つ
ま
い

も
な
ど
、
地
ݩ
の
ಛ
࢈

の

࣍
࢈
業
化
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
౦
ژ
の
デ
β
イ
ナ
ー
と
コ
ラ
Ϙ
し
、

女
性
の
声
を
反
映
さ
せ
た

作
業
ண
「
̣
̤
̧
̖
̜
̞
」

の
։
発
・
ൢ
ച
、
ϑ
リ
ー
マ
Ψ
δ
ン
の
発
行
を
行
う
な
ど
、


業
や
ཬ
ࢁ
の
魅
力
と
จ
化
を
ະ
དྷ
へ
つ
な
げ
る
活
動
を

ਫ਼
力
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。


ྛ
ਫ
࢈
ল
で
は
、「

業
女
子
プ
ロ
δ
ェ
ク
ト
」
を

立
ち
上
げ
る
な
ど
、

業
分
野
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
女
性

業
者
が

々
の

生
活
や

事
、
自
然
と
の
関
わ
り
の
中
で
ഓ
っ
た
知
ܙ
を

吉
田
　
真
晃

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
総
務
課
企
画
官

は
じ
め
に

多
く
の
地
域
に
お
い
て
গ
子
ߴ
ྸ
化
や
人
ޱ
ݮ
গ
が
進

行
し
て
い
ま
す
が
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
ܗ
成
し
て
い

く
た
め
に
は
、
地
域
の
人
ࡐ
や
ࢿ
ݯ
を
࠷
大
限
に
活
か
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

政
府
は
、
男
女
共
同
参
画
基
本
ܭ
画
（
閣
議
決
定
）
に

お
い
て
、
地
域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
を
重
点
分
野
の

一
つ
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
身
近
な
地

域
社
会
で
男
女
共
同
参
画
を
進
め
る
こ
と
は
、
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
に
と
っ
て
重
要
と
い
う
だ
け
で
は
な

く
、
女
性
が
地
域
に
参
画
し
て
い
く
こ
と
は
、
多
様
な
視

点
を
反
映
し
た
よ
り
よ
い
地
域
社
会
づ
く
り
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

２
０
１
４
年
、

本

成
会
議
・
人
ޱ
ݮ
গ
問
題
ݕ
౼

分
Պ
会
が
、
２
０
１
０
年
か
ら
の
30
年
間
で
ù0
Ỗ
3Ā
ࡀ
の

女
性
人
ޱ
が

分
ະ
ຬ
に
な
る
と
༧
ଌ
さ
れ
る
自
治
体
を

「
ফ
໓
可
能
性
」
自
治
体
と
し
て
、
֘
当
す
る
８
̕
６
の

自
治
体
の
リ
ス
ト
を
発
ද
し
ま
し
た
。
こ
の
発
ද
は
、
多

く
の
自
治
体
に
ি
ܸ
を
༩
え
、
国
に
お
い
て
も
、
地
方


生
（
ま
ち
・
ͻ
と
・
し
͝
と

生
）
の
取
り
組
み
が
࢝
ま

り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
経
Ң
も
考
え
れ
ば
、
女
性
に
と
っ

て

ら
し
や
す
い
、
力
を
発
揮
で
き
る
、
魅
力
的
な
地
域

を
つ
く
る
こ
と
が
、
地
方

生
の
重
要
な
Χ
Ϊ
に
な
っ
て

い
る
と
言
え
ま
す
。
女
性
の
視
点
か
ら
の
発

、行
動
力
、

つ
な
が
る
力
・
つ
な
げ
る
力
、
コ
ミ
ỿ
ニ
έ
ー
シ
ἀ
ン
力
、

多
様
な
生
活
者
の
ニ
ー
ズ
の
ཧ
解
な
ど
、
そ
う
し
た
力
を

活
か
し
た
地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
が
ٻ
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

本
稿
で
は
、

ྛ
ਫ
࢈
業
、

ࡂ
・
෮
ڵ
の
分
野
の
事

例
を
題
ࡐ
と
し
て
女
性
が
参
画
す
る
地
域
づ
く
り
・
ま
ち

づ
く
り
を
紹
介
し
た
上
で
、
ब
業
や
ى
業
な
ど
の
分
野
で

の
女
性
の
活
躍
支
援
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
そ
の

上
で
、
女
性
の
ニ
ー
ズ
や
声
を
反
映
し
た
地
域
づ
く
り
に

必
要
と
な
る
意
思
決
定
の
場
へ
の
女
性
の
参
画
な
ど
に
つ

い
て
ड़

た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
内
閣
府
で
は
、
ى
業
、
̣
̥
̤
法
人
で
の
活
動
、

Ổ
女
性
が
活
躍
で
き
る
、

ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
Ổ

意
思
決
定
の
場
へ
の
女
性
の
参
画
が
必
要

女
子
力
を
活
か
し
て
地
域
活
性
化
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様
々
な
企
業
の
ٕ
ज़
・
ϊ

ϋ

・
ア
イ
デ
ア
な
ど
と
݁

び
つ
け
、
৽
た
な


や
α
ー
Ϗ
ス
、
情
報
を


し
、

社
会
に
広
く
発
信
し
て
い
く
た
め
の
プ
ロ
δ
ェ
ク
ト
で

す
。メ
ン
バ
ー
の
取
り
組
み
や
プ
ロ
δ
ェ
ク
ト
の
事
例
は
、

̝
̥
に
ܝ
ࡌ
さ
れ
て
い
ま
す
。

防
災
・
復
興
分
野
に
お
け
る
女
性
の
活
躍

地
域
の

ࡂ
力
を
ߴ
め
る
こ
と
も
、
重
要
な
地
域
づ
く

り
で
す
。
౦

本
大

ࡂ
を
は
じ
め
と
す
る
近
年
の
大
規


ࡂ

の
経
ݧ
か
ら
、
女
性
の
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
し
た


ࡂ
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
よ
り
໌
確
に
な
り
、
様
々
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
で
は
、２
０
１
̏
年
５
月
に
、

「
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
の

ࡂ
・
෮
ڵ
の
取
組
指

針
」
を
作
成
し
、
༧

、
応
ٸ
、
෮
چ
・
෮
ڵ
等
の
各
ஈ

֊
に
お
い
て
地
方
ެ
共
団
体
が
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か

ら
取
り
組
Ή
際
の
基
本
的
事
߲
を
示
し
ま
し
た
。例
え
ば
、

お
Ή
つ
や

ೕ
৯
の
උ
蓄
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た

ආ
難
所
運
営
、
さ
ら
に
は
、
地
方

ࡂ
会
議
な
ど
意
思
決

定
の
場
へ
の
女
性
の
参
画
な
ど
で
す
。
ま
た
、
男
女
共
同

参
画
の
視
点
を
も
っ
て
施
ࡦ
を
企
画
立
Ҋ
・
実
施
で
き
る

よ
う
な
人
ࡐ
を
育
成
す
る
た
め
の

ࡂ
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
２
０
１
６
年
６
月
に
作
成
し
ま
し
た
。
地
域
の

ࡂ
力

の
向
上
の
た
め
に
は
、
ฏ
時
か
ら
の
取
り
組
み
が
重
要
で

あ
り
、地
方
自
治
体
や
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
、

こ
う
し
た
指
針
等
も
౿
ま
え
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

例
え
ば
、
੨

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で
は
、


ࡂ
対
ࡦ
に
女
性
の
視
点
を
活
か
す
こ
と
に
よ
り
、
੨

県

民
全
体
の
多
様
性
に
配
慮
し
た

ࡂ
対
ࡦ
を
一
層
推
進
す

る
た
め
、
２
０
１
８
年
度
に
「
地
域

ࡂ
力
向
上
シ
ン
ϙ

δ

ム
」
を
։
࠵
す
る
と
と
も
に
、
地
域
で
の
ϫ
ー
ク

シ
ἀ
ッ
プ
や
、女
性

ࡂ
士
の
育
成
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、

女
性
も
参
画
し
て
の
地
域
全
体
で
の

ࡂ
力
の
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
෮
ڵ
に
お
け
る
女
性
の
参
画
や
活
躍
も
重
要
な

ς
ー
マ
で
す
。
෮
ڵ
ி
で
は
、
౦

本
大

ࡂ
か
ら
の
෮

ڵ
に
お
い
て
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
も
っ
て
活
動
し

て
い
る
事
例
に
つ
い
て
現
地
で
取
ࡐ
を
行
い
、
と
り
ま
と

め
、「
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
の
෮
ڵ
Ỗ
参
考
事
例

ू
Ỗ
」
と
し
て
ެ
ද
し
て
い
ま
す
。
୭
も
が
҆
心
し
て


ら
せ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
や
生
活

ڥ
を
実
現
す
る
た

め
に
配
慮
す

き
こ
と
や
෮
ڵ
活
動
を
う
ま
く
進
め
る
た

め
の


な
ど
、
事
例
が
๛

に
ܝ
ࡌ
さ
れ
て
い
ま
す
。

職
業
分
野
に
お
け
る
女
性
活
躍

女
性
が
地
方
で
ब
職
し
、
活
躍
で
き
る

ڥ

උ
も
地

方

生
に
お
い
て
重
要
な
課
題
で
す
。

２
０
１
５
年
８
月
に
「
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活

躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
女
性
活
躍
推
進
法
）」
が
成

立
し
、
ཌ
年
４
月
か
ら

全
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

法
律
に
基
づ
き
、
国
・
地
方
ެ
共
団
体
、
̏
０
１
人
Ҏ
上

の
大
企
業
は
、
①
自
社
の
女
性
の
活
躍
に
関
す
る
状
況


Ѳ
・
課
題
分
ੳ
②
そ
の
課
題
を
解
決
す
る
の
に
;
さ
わ
し

い
数

目
標
と
取
り
組
み
を

り
ࠐ
ん
だ
行
動
ܭ
画
の
ࡦ

定
・
届
出
・
प
知
・
ެ
ද
③
自
社
の
女
性
活
躍
に
関
す
る

情
報
の
ެ
ද
、
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
̏
０
０

人
Ҏ
Լ
の
中
খ
企
業
は

力
ٛ

）。
な
お
、
こ
の
ٛ


の
対
象
と
な
る
企
業
に
つ
い
て
、
࿑
ಇ
者
１
０
１
人
Ҏ
上

に
対
象
を
֦
ॆ
す
る
法
律
Ҋ
が
、
２
０
１
̕
年
の
通
ৗ
国

平成 30年度女性のチャレンジ賞受賞者
氏名、団体名 活動概要

女性のチャレンジ賞
4件

村上　和子
（社会福祉法人シンフォニー理事長）

障害のある子どもの母親として、地域の店舗を展開する形で障害のある
人々の働く場を創出

神戸　貴子
（N.K.C ナーシングコアコーポレー
ション合同会社 代表社員）

自らの介護経験を活かし、潜在看護師等の力を活用した介護ビジネスを
展開

津軽海峡マグロ女子会
（杉本　夏子、島　康子）

津軽海峡を挟んで、旅館の女将や地域おこし隊メンバーなど、北海道と
津軽の人たちが連携した地域おこし

岡　詩子
（ハンサムリネンＫＯＭＯ 代表）

地元にUターンし、リネンを使って起業。クラウドファンディングやフ
レンドファンディングを活用した地域活性化も

女性のチャレンジ支援賞
２件

特定非営利活動法人 Fine
（松本　亜樹子）

現在・過去・未来の不妊体験者の心と身体のサポート、環境改善及び啓
発活動

阿波女あきんど塾
（植田　貴世子）

徳島市の女性経営者が、行政との協働のもと、地域経済の活性化にむけ、
女性起業家や経営者を支援・アドバイス

女性のチャレンジ賞
特別部門賞

（スポーツ・健康）

堀田　久美 出産前後にまつわる様々なトータル的なケア等に取り組む
特定非営利活動法人バレーボール・
モントリオール会
（吉田　昌子）

女性スポーツ勉強会や、自治体や地域住民と連携したスポーツ活動の環
境づくり

特 集
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会
に
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
女
性
活
躍
推
進
法
で
は
、
地
方
自
治
体
に
、
女

性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
施
ࡦ
に

つ
い
て
の
ܭ
画
（
推
進
ܭ
画
）
を
ࡦ
定
す
る
こ
と
を

力

ٛ

と
し
て
お
り
、
す

て
の
都
道
府
県
と
多
く
の
市
区

町
村
で
、
ܭ
画
が
ࡦ
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
地
方

自
治
体
が
推
進
ܭ
画
に
基
づ
き
女
性
活
躍
の
た
め
の
施
ࡦ

を
推
進
す
る
こ
と
を
支
援
す
る
た
め
、
内
閣
府
は
、
地
域

女
性
活
躍
推
進
交

ۚ
（
ฏ
成
31
年
度
༧
ࢉ
Ҋ
１
・
５
ԯ

ԁ
、
補
ॿ

ೋ
分
の
一
）
を
交

し
て
い
ま
す
。
こ
の
交


ۚ
を
活
用
し
な
が
ら
、
各
地
方
自
治
体
に
お
い
て
、
女

性
活
躍
の
ϫ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
体
੍
の

උ
、
セ
ミ
ナ
ー

の
։
࠵
、ୗ
ࣇ

き
α
ς
ラ
イ
ト
Φ
ϑ
ỹ
ス
の
։
ઃ
、様
々

な
分
野
で
活
躍
す
る
女
性
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
提
供
、
女
性


ཧ
職
育
成
研
修
、
女
性
の
学
び

し
支
援
な
ど
の
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
自
治
体
や
経
済
団
体
・
企
業
の
ト
ッ
プ
が
連

携
し
て
女
性
の
活
躍
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
動
き
も
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
ਆ
ಸ

県
の
「
か
な
が
わ
女
性
の
活

躍
応
援
団
」
や
ࣛ
ࣇ
ౡ
県
「
ど
ん
ど
ん
ࣛ
ࣇ
ౡ
女
性
の
活

躍
応
援
団
」
の
΄
か
、
ژ
都
で
は
、「
ژ
都
女
性
活
躍
応

援
男
性
リ
ー
ダ
ー
の
会
」
が
発

し
て
い
ま
す
。

女
性
の
起
業
支
援

地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
中
で
、
地
域
の

ࢿ
ݯ
を
活
用
し
た
Ϗ
δ
ω
ス
を
࢝
め
る
た
め
の
ى
業
や
、

地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
社
会
的
ى
業
を
さ
れ
る

方
も
い
ま
す
。
ま
た
、
多
様
で
ॊ
ೈ
な
ಇ
き
方
を
実
施
す

る
上
で
、
ಛ
に
ラ
イ
ϑ
イ
ϕ
ン
ト
と
の
྆
立
が
課
題
で
あ

る
女
性
の
ब
࿑
ଅ
進
に
は
「
ى
業
」
が
一
つ
の
有
効
な
手

ஈ
と
な
り
ま
す
。

女
性
の
ى
業
を
支
援
す
る
た
め
、
経
済
࢈
業
ল
で
は
、

地
域
の
ۚ
༥
機
関
や
࢈
業
・

業
支
援
機
関
、
女
性
Ω
ャ

リ
ア
相
談
な
ど
を
行
う
民
間
事
業
者
・
̣
̥
̤
等
を
中
心

と
し
た
「
女
性
ى
業
Ո
等
支
援
ω
ッ
ト
ϫ
ー
ク
」
を
全
国

10
Χ
所
に
ܗ
成
し
て
い
ま
す
。こ
の
ω
ッ
ト
ϫ
ー
ク
で
は
、

ى
業
を
決
意
・
४
උ
し
࢝
め
る
前
の
ஈ
֊
の
支
援
体
੍
の

強
化
と
ซ
せ
て
、
地
域
ԣ
அ
的
な
支
援
体
੍
を
構
ங
し
、

ۚ
༥
機
関
や
女
性
ى
業
Ո
支
援
機
関
等
へ
の
ڮ

し
な

ど
、
女
性
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
支
援
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
地
方
自
治
体
等
に
お
い
て
も
、
女
性
の
ى
業
支
援
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
男
女
共
同
参
画
推
進
連
携
会
議
「
経

済
分
野
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
ଅ
進
」
チ
ー
ム
は
、

２
０
１
８
年
度
に
お
い
て
、
各
都
道
府
県
等
が
実
施
し
て

い
る
支
援
内
༰
に
つ
い
て
と
り
ま
と
め
、
ެ
ද
し
て
い
ま
す

の
で
、
͝
参
র
く
だ
さ
い
。
な
お
、
２
０
１
̕
年
度
の
事
業

に
つ
い
て
は
、
各
自
治
体
等
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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地
域
で
の
女
性
参
画
を 

さ
ら
に
進
め
る
た
め
に

女
性
活
躍
の
取
り
組
み
は
広
が
っ
て
い
ま
す
が
、一
方
で
、

地
域
に
お
け
る
女
性
の
参
画
や
女
性
に
と
っ
て
も
魅
力
的

な
地
域
づ
く
り
に
は
、ま
だ
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

①
地
域
社
会
の
意
思
決
定
の
中
心
に
女
性
が
গ
な
い
こ
と

②
固
定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
や
男
性
༏
Ґ
社
会
が

っ

て
い
る
こ
と
、
の
２
点
に
言
ٴ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
治
会
活
動
に
お
け
る
女
性
の
参
画

女
性
に
と
っ
て
住
み
や
す
い
魅
力
的
な
地
域
を
作
っ
て

い
く
た
め
に
は
、
女
性
の
声
や
ニ
ー
ズ
が
反
映
さ
れ
て
い

る
か
と
い
う
点
が
重
要
で
す
。
そ
の
一
つ
が
、

ら
し
に

࠷
も
身
近
な
ଘ
在
で
あ
る
自
治
会
で
す
。
自
治
会
活
動
の

多
く
を
女
性
が
担
っ
て
い
ま
す
が
、
意
思
決
定
に
つ
い
て

は
、
男
性
が
担
っ
て
い
る
自
治
会
が
多
く
、
自
治
会
長
に

占
め
る
女
性
の
割
合
は
、５
・̓
％
に
と
ど
ま
り
ま
す
（
内

閣
府
「
地
方
ެ
共
団
体
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の

ܗ
成
ຢ
は
女
性
に
関
す
る
施
ࡦ
の
推
進
状
況
」（
ฏ
成
30

年
度
））。

自
治
会
長
は
男
性
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
自
治
会
の

地域女性活躍推進交付金の枠組み
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女子力を活かして地域活性化

宮城県南三陸町（p８-９）
パン・菓子の共同加工場の利用者たちが出店した「ひころマルシェ」
2 北海道・青森県（p６-７）

マグロの尾ビレを表現しているマグ女のポーズ、小顔効果もあり
1

福島県会津若松市（p10-11）
ハイカラさんに逢える街パレード
3東京都北区（p12-13）

女性消防団員による工具の使用訓練
4

東京都豊島区（p14-15）
百貨店屋上での図書館司書によるわくわくおはなし会
5新潟県新潟市（p16-17）

沼垂テラス商店街の朝市イベント
6

●5 ●4

●6

●1

●2
●3

女
性
の
意
見
や
ニ
ー
ズ
を
反
映
す
る
工
夫

地
域
や
企
業
に
お
い
て
女
性
の
活
躍
を
推
進
し
て
い
く

上
で
重
要
な
こ
と
は
、
地
域
や
組
織
の
ト
ッ
プ
が
女
性
活

躍
を
重
要
な
方
針
と
し
て
打
ち
出
し
、
そ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
を
繰
り
返
し
伝
え
る
こ
と
、
そ
し
て
具
体
的
に
実
行

し
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
の
際
、
当
事
者
で
あ
る
女
性
の

声
を
聴
く
た
め
に
、
女
性
を
構
成
員
と
す
る
委
員
会
を
作

り
、
提
言
を
得
て
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
、
一
つ
の

効
果
的
な
方
法
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

意
思
決
定
層
が
男
性
中
心
と
い
う
場
合
、ど
う
し
て
も
、

女
性
の
視
点
か
ら
考
え
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
り
、
配
慮

が
行
き
届
か
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
意
思

決
定
過
程
に
女
性
が
参
画
す
る
こ
と
が
大
事
で
は
あ
る
の

で
す
が
、
ま
ず
は
、
固
定
的
性
別
役
割
分
担
を
前
提
に
し

た
意
思
決
定
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
男
性
中
心
の
意
思
決

定
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
女
性
の
観
点
や
意
見
は
入
っ
て

い
る
か
、
無
意
識
の
偏
見
（
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア

ス
）
が
入
っ
て
い
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
意
識
的
に

チ
ェ
ッ
ク
し
、
女
性
の
声
を
丁
寧
に
聞
く
と
い
う
こ
と
が

重
要
で
す
。

地
域
で
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

ま
た
、
地
域
に
お
い
て
女
性
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
す
る
た
め
の
力
を
つ
け
る
研
修
事
業
を
行
っ
て
い
る
自

治
体
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
仙
台
市
の
男
女
共
同
参
画

財
団
で
は
、
参
加
者
同
士
の
学
び
合
い
や
実
践
的
な
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
通
し
て
、
地
域
課
題
の
解
決
や
組
織
の
目

標
達
成
に
必
要
な
力
を
磨
く
と
と
も
に
、
自
分
の
強
み
を

意
思
決
定
は
男
性
ば
か
り
の
会
合
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
当

然
、と
い
う
固
定
的
な
考
え
や
習
慣
が
な
い
で
し
ょ
う
か
。

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
が
２
０
１
６
年
度
に
行
っ
た
調

査
研
究
「
持
続
可
能
な
自
治
会
活
動
に
向
け
た
男
女
共
同

参
画
の
推
進
に
つ
い
て
」
で
は
、
女
性
が
自
治
会
長
に
な

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
①
多
様
な
自
治
会
の
担
い
手
に
よ
る

持
続
可
能
な
自
治
会
運
営
が
可
能
に
な
る
こ
と
に
加
え
、

②
運
営
に
多
様
な
視
点
が
生
ま
れ
る
、
③
地
域
を
よ
く
知

り
、
細
か
い
配
慮
の
あ
る
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
、

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
④
女

性
の
方
が
比
較
的
話
し
や
す
い
た
め
住
民
と
の
交
流
が
進

ん
だ
と
い
っ
た
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
。
自
治
会
の
運
営
な

ど
に
女
性
の
意
見
や
声
が
十
分
に
反
映
さ
れ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

政
治
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

住
民
に
身
近
な
問
題
な
ど
を
議
論
す
る
地
方
議
会
な
ど

へ
の
女
性
の
参
画
も
重
要
で
す
。
２
０
１
８
年
４
月
時
点

で
、
地
方
議
会
議
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は
、
都
道
府

県
で
10
・
１
％
、
市
区
町
村
で
13
・
１
％
と
低
く
、
市
区

町
村
議
会
の
２
割
で
は
女
性
議
員
が
一
人
も
い
な
い
状
況

で
す
。
２
０
１
８
年
５
月
に
、「
政
治
分
野
に
お
け
る
男

女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」が
成
立
し
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
国
の
衆
議
院
・
参
議
院
だ
け
で
は
な
く
、

地
方
議
会
も
対
象
と
し
て
お
り
、
政
党
等
の
政
治
活
動
の

自
由
を
確
保
し
つ
つ
、
男
女
の
候
補
者
の
数
が
で
き
る
限

り
均
等
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
が
基
本
原
則
と
し
て

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
閣
府
で
は
、
各
都
道
府
県
、
市

区
町
村
の
議
会
に
お
け
る
女
性
割
合
を
見
え
る
化
し
た

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

活
か
し
た
リ
ー
ダ
ー
像
を
描
け
る
よ
う
、「
地
域
版
女
性

リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、自
信
を
深
め
、

仲
間
と
つ
な
が
り
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
地
域
づ

く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
さ
ら
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

お
わ
り
に

現
在
、
政
府
は
、「
女
性
が
輝
く
社
会
」
の
実
現
を
目

指
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
経
済
分
野
、
地
域
づ

く
り
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
様
々
な
分
野
で
女
性
の
活
躍

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
女
性
の
活
躍
は
、
担
い
手
が
増
え

る
と
い
う
点
だ
け
で
は
な
く
、
男
性
中
心
の
職
場
や
地
域

社
会
に
対
し
て
多
様
な
視
点
を
提
供
し
、
女
性
や
子
育
て

を
含
め
た
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
、
よ
り
魅
力
的
な

地
域
を
つ
く
る
原
動
力
に
も
な
り
ま
す
。

女
子
力
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
上
で
、
本
稿
に
お
い
て
紹
介
し
た
も
の
を
含
め
て
、
既

に
様
々
な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
、
好
事
例
、
行
政
等
に
よ
る
支
援

の
事
例
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
（
ま
た
は
、
女
性
セ
ン
タ
ー
）
に
お
い
て
は
、
女
性
の

抱
え
る
様
々
な
問
題
の
解
決
や
女
性
の
社
会
参
画
を
目
的

と
し
て
、
情
報
提
供
や
相
談
、
研
修
事
業
や
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
蓄
積
が
女
性
や
地

域
の
行
政
・
団
体
に
積
極
的
に
活
用
さ
れ
、
ま
た
、
地
域
の

行
政
が
女
性
支
援
団
体
を
含
め
関
係
機
関
の
有
機
的
な
連

携
を
図
っ
て
い
く
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
女
性
の
活
躍
や
地
域

の
活
性
化
が
さ
ら
に
進
ん
で
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
注
）
所
属
す
る
組
織
全
体
の
見
解
を
示
す
も
の
で
あ
り

ま
せ
ん
。
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